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文教福祉委員会会議録 

 

令和３年３月１１日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ５時０２分閉議（実時間３２８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１６号（関係分） 

１．議案第２号・令和２年度八代市国民健康保

険特別会計補正予算・第４号 

１．議案第５号・令和３年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第４７号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第６号・令和３年度八代市国民健康保

険特別会計予算 

１．議案第７号・令和３年度八代市後期高齢者

医療特別会計予算 

１．議案第８号・令和３年度八代市介護保険特

別会計予算 

１．議案第１２号・令和３年度八代市診療所特

別会計予算 

１．議案第１９号・専決処分の報告及びその承

認について（令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１４号（関係分）） 

１．議案第３３号・八代市介護保険条例の一部

改正について 

１．議案第３４号・八代市指定居宅介護支援等

の事業の人員及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について 

１．議案第３５号・八代市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準等を定める条例の全部改正について 

１．議案第３６号・八代市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準等を定める条例の全部改正に

ついて 

１．議案第３７号・八代市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準等を定める条例の全

部改正について 

１．議案第３８号・八代市指定居宅介護支援等

の事業の人員及び運営に関する基準を定め

る条例の全部改正について 

１．議案第３９号・八代市国民健康保険条例の

一部改正について 

１．議案第４０号・坂田道男・道太文庫基金条

例の一部改正について 

１．令和２年請願第１号・国の責任で小・中学

校の全学年に少人数学級の実施を求める意

見書の提出方について 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  西 濵 和 博 君 

副委員長  村 山 俊 臣 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員 前 川 祥 子 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

  教育部総括審議員兼次長 松 岡   猛 君 

  教育部次長     和久田 敬 史 君 

  教育施設課長    竹 下 圭一郎 君 
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  教育サポートセンター所長 入 佐 正 夫 君 

  教育政策課長    松 川 由 美 君 

  生涯学習課長    岩 崎 龍 一 君 
 

 健康福祉部長兼 
           小 林 眞 二 君 

 福祉事務所長 
 

 
  健康福祉部次長兼 
            白 川 健 次 君 
  福祉事務所次長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            永 田 理 子 君 
  福祉事務所次長 
 

  理事兼こども未来課長 田 中 かおり 君 

  国保ねんきん課長  西 田 裕 一 君 
 
  国保ねんきん課主幹兼 
            西 村 裕 昭 君 
  保険税係長 
 
 
  国保ねんきん課主幹兼 
            園 川 純 大 君 
  後期高齢者医療係長 
 
 
  国保ねんきん課主幹兼 
            塚 本 泰 広 君 
  医療給付係長 
 

  理事兼健康福祉政策課長 野 田 章 浩 君 
 
  健康福祉政策課 
            吉 田 幸 生 君 
  千丁健康福祉地域事務所長 
 
 
  健康福祉政策課 
            井 戸 晶 子 君 
  泉健康福祉地域事務所長 
 

  長寿支援課長    山 内 真奈美 君 
 
  長寿支援課長補佐兼 
            石 本   淳 君 
  介護給付係長 
 

  障がい者支援課長  髙 﨑 博 文 君 

  理事兼生活援護課長 鶴 田 洋 明 君 

  健康推進課長    南   睦 子 君 
 
  健康推進課長補佐兼 
            森 田 克 彦 君 
  新型コロナウイルスワクチン接種対策室長 
 

                              

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（西濵和博君） 皆様、おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）定刻となり、定足数に達しておりますの

で、ただいまから文教福祉委員会を開会いたし

ます。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号（関係分） 

○委員長（西濵和博君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、歳出の第９款・教育費について教育部

から説明願います。 

○教育部次長（和久田敬史君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号中、教育部所管分につきまし

て、着座にて説明をさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○教育部次長（和久田敬史君） まず、１１ペ

ージをお願いします。 

 歳出の第９款・教育費に、１億９８５８万１

０００円を追加し、補正後の額を６０億２６３

３万２０００円といたしております。なお、補

正額中、教育部が所管いたします金額は、８６

９０万７０００円で、その他の額１億１１６７

万４０００円は、経済文化交流部が所管するも

のです。 

 続きまして、歳出の具体的内容について説明

をいたします。 

 ２２ページをお願いします。 

 款９・教育費、項２・小学校費、目１・学校

管理費で、小学校非構造部材耐震化事業とし

て、工事請負費に７４９９万３０００円を計上

いたしております。 

 これは、国の補正に伴い、令和３年度実施予

定の小学校非構造部材耐震化事業を一部前倒し

して実施するために、必要な経費を補正するも

のです。 
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 なお、特定財源といたしまして、３分の１を

国の学校施設環境改善交付金、残りの３分の２

を市債で、防災・減災・国土強靱化緊急対策事

業債を充てております。また、全額を繰越明許

といたしております。 

 具体的な事業内容でございますが、太田郷小

学校の図書室天井、金剛小学校弥次分校のホー

ル天井、八代小学校の図書室、体育館玄関ホー

ル天井、昭和小学校の図書室天井、麦島小学校

の玄関ホール天井の耐震化工事を行うものでご

ざいます。 

 次に、款９・教育費、項３・中学校費、目

１・学校管理費で、中学校非構造部材耐震化事

業として、工事請負費に１１９１万４０００円

を計上いたしております。 

 これは、国の補正に伴い、令和３年度実施予

定の中学校非構造部材耐震化事業を前倒して実

施するために、必要な経費を補正するもので

す。 

 なお、特定財源といたしまして、３分の１を

国の学校施設環境改善交付金、残りの３分の２

を市債で防災・減災・国土強靱化緊急対策事業

債を充てております。また、全額繰越明許とい

たしております。 

 具体的な事業内容でございますが、鏡中学校

の昇降口ホール天井の耐震化工事を行うもので

ございます。 

 以上が議案第１号・教育部の補正予算・第１

６号の内容でございます。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） すみません、ちなみに

非構造部材っていうとの、はどんな、どのよう

なものか。と、この事業行えばどの程度その進

捗の感じは、全部の、言わばその非構造部材と

いうのは耐震化工事が終わるのか、その進捗の

度合いが分かればお知らせください。 

○委員長（西濵和博君） 執行部、どなたがお

答えになられますか。よろしいですか。 

○教育施設課長（竹下圭一郎君） 議員お尋ね

の、非構造部材とはどのようなものかというと

ころの質問なんですけれども、非構造部材につ

きましては、柱とかそういうものとは別に、壁

とかですね、天井とか、そういうところを改修

しているというところになります。今年度の事

業としましては、壁、天井、窓ガラスサッシと

かですね、そういうのを、非構造部材というと

ころでうたっております。 

 非構造部材の進捗状況につきましてですけれ

ども、令和元年までで、体育館、武道場等のサ

ッシとか天井とかそういうのは、終わっており

ます。今年度補正に上げておりますのが、天井

高が６メーター以上で面積が６５平米以上の、

建物の中の部分で、その部分を対象としており

ます。今年度で、その６メーター以上で、――

今年度というか来年度でですね、６メーター以

上、面積が６５平米以上っていうのは、完了す

る予定でございます。（委員亀田英雄君「来年

度ですか」と呼ぶ）はい。来年度からはです

ね、――来年度、再来年度ですかね、今後は壁

とかひさし、軒とか、そういうところを、必要

に応じて補修していく予定と考えております。 

 以上でございます。（委員亀田英雄君「分か

りました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） いいでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（百田 隆君） と、東日本大震災とか

熊本地震を受けてからですね、構造物が、いわ

ゆる劣化したりなんかしてるわけですけれど

も、そういうことを考えた場合、今後もずっと

こういう事業というの続くというふうに考えて

よろしいですか。 



 

－4－

○教育施設課長（竹下圭一郎君） はい。今後

も続いていくと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 質疑ないようですの

で、以上で質疑を終了いたします。 

 次に、意見がありましたらお願いいたしま

す。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ありません。 

 それでは、以上で、第９款・教育費について

を終了いたします。 

 小会いたします。 

（午前１０時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０９分 本会） 

○委員長（西濵和博君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、歳出の第３款・民生費及び第４款・衛

生費について、健康福祉部から説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 皆さんおはようございます。（｢皆さんおは

ようございます」と呼ぶ者あり）本日大変お世

話になります。 

 それでは、議案第１号・令和２年度八代市一

般会計補正予算・第１６号中、第３款・民生費

及び第４款・衛生費につきまして、白川健康福

祉部次長より説明いたします。御審議のほどよ

ろしくお願いします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） 皆様、改めましておはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）健康

福祉部、白川でございます。本日はよろしくお

願いいたします。 

 それでは、座って説明をさせていただきま

す。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） それでは、別冊となっております、議案

第１号・令和２年度八代市一般会計補正予算

書・第１６号をお願いいたします。 

 文教福祉委員会付託分について御説明をいた

します。 

 まず、補正予算書の３ページをお願いいたし

ます。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、款３・民生費、項１・社会福祉費で、補

正額６０００万円を追加し、補正後の予算額は

１１７億２４１８万８０００円に、項２・児童

福祉費で４４４０万円を追加し、補正後の予算

額は１０２億２６０３万３０００円とし、民生

費の総額は、２つ上になりますが、２５５億２

７６６万２０００円としております。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費で、

補正額１４００万円を追加し、補正後の予算額

は２５億７３１３万２０００円とし、衛生費の

総額は、１つ上になりますが、８３億９４２万

８０００円としております。なお、補正額の全

額が、健康福祉部所管分となっております。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

をいたします。 

 １７ページをお願いいたします。 

 下段の表の、款３・民生費、項１・社会福祉

費、目４・障害福祉対策費で、補正額６０００

万円を計上しております。 

 これは、障害福祉サービス給付事業につい

て、グループホームの新設等に伴い利用者が増

加したため、その不足する給付費分を補正する

ものでございます。 

 なお、特定財源として、国庫支出金２分の

１、県支出金４分の１があります。 

 次に、１８ページを御覧ください。 

 上段の表、項２・児童福祉費、目１・児童福
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祉総務費で、補正額１４４０万円を計上してお

ります。 

 これは、国の３次補正を受けまして、新型コ

ロナウイルス感染症対策事業において、こども

プラザと放課後児童クラブの経費を補正するも

のでございます。支出の内容は、こどもプラザ

における感染防止のための、マスクや消毒液等

の消耗品の購入に要する経費と、放課後児童ク

ラブが感染防止のため、マスクや消毒液等の消

耗品や備品を購入する費用に対する補助金でご

ざいます。対象は、こどもプラザが、マックス

バリュ八代店にあります、こどもプラザすくす

くと、イオン八代店にあります、こどもプラザ

わくわくで、放課後児童クラブは、市内の３６

クラブとしております。 

 なお、特定財源として、国庫支出金３分の

１、県支出金３分の１があります。 

 次に、目３・保育所費で、補正額３０００万

円を計上いたしております。 

 これは、国の３次補正を受けまして、新型コ

ロナウイルス感染症対策事業において、保育所

等の経費を補正するものでございます。支出の

内容は、私立の保育所等と子育て支援センター

が、感染防止のため、マスクや消毒液等の消耗

品や備品を購入する費用に対する補助金と、公

立の保育園と子育て支援センターにおける、感

染防止のための消耗品、備品の購入に要する経

費でございます。対象は、私立と公立の保育所

等と子育て支援センター合わせて６８施設とな

っております。 

 なお、特定財源として、保育所等につきまし

ては、国庫支出金２分の１が、子育て支援セン

ターにつきましては、国庫支出金３分の１、県

支出金３分の１があります。 

 次に、下段の表、款４・衛生費、項１・保健

衛生費、目１・保健衛生総務費で、補正額１４

００万円を計上しております。 

 これは、令和２年７月豪雨に伴う被災者世帯

の使用料減免や利用者の減少により、不足する

使用料を補塡する費用を、簡易水道事業企業会

計へ繰り出すものでございます。 

 なお、特定財源はございません。 

 以上で議案第１号・令和２年度八代市一般会

計補正予算・第１６号の説明とさせていただき

ます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） １ついいですか。すみ

ません、私が分からんとですけど、３ページ

の、民生費の合計はこれ何でこの、社会福祉費

と児童福祉ば足せば、上のあれなっとでしょう

けど、この差は何の差ですかな。社会福祉費が

１１７億ってあっとですもんね。児童福祉費が

１０２億で、合計されれば２５０億でいい話な

んですけど、合計してそやんならんとは何でか

なとは。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） 今回の補正の内容が、項１の社会福祉費

と項２の児童福祉費に関わる部分になります。

ただ、それ以外に、民生費の中には……。（委

員亀田英雄君「あっとですね。ごめん」と呼

ぶ）はい。項３の生活保護費ですとか、項４の

災害救助費等もございますので、その分をトー

タルした金額ということになります。（委員亀

田英雄君「失礼しました、ほかはありません」

と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかにはいいです

か。 

○委員（古嶋津義君） ちょっと内容について

お尋ねします。 

 まず、放課後児童クラブですが、先ほど白川

次長のほうから、３６クラブあると言われまし

た。その中で、１３８０万、これは１クラブに

ついて平等に、その配分されるのか、それと
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も、クラブの児童数なのか。それと下のです

ね、保育所ですが、公立、私立合わせて６８ぐ

らいあったと思いますが、これも１園当たりな

のか、園児数などで割られるのか、どのように

されるのか、その辺のところ内容について、お

尋ねします。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） こ

ども未来課、田中です。よろしくお願いしま

す。 

 まず、児童クラブにつきましてですけれど

も、児童クラブの利用定員によりまして、補助

金の金額は変わっております。１９人以下が３

０万円以内、それと、２０人から５０人以下が

４０万、利用定員が６０人以上が５０万以内と

いうことになっております。 

 支援センターにつきましても、支援センター

につきましては、１か所当たり３０万、それか

ら保育所につきましては、定員が１９人以下が

３０万、２０人から５９人以下が４０万、利用

定員６０人以上が５０万となっております。 

 以上です。（委員古嶋津義君「はい、分かり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） １ついいですか。衛生

費の企業会計繰出金なんですけど、これは何件

分っていったの分かりますか。分からんです

ね。ならよか、個人的。個人的。聞かれるでし

ょ。担当課じゃなからんばわからんば個人的

に。（健康福祉部長兼福祉事務所長小林眞二君

「待機はされてると思います」と呼ぶ）ああ、

本当ですか。（健康福祉部長兼福祉事務所長小

林眞二君「はい」と呼ぶ）なら教えていただけ

れば助かりますが。 

○委員長（西濵和博君） 回答、大丈夫でしょ

うか。 

 すみません、健康福祉部、時間がかかるよう

でしたら、今、亀田委員の御配慮ありましたの

で、一旦預かりで、後ほど個人的でもいいって

いうことですが、（委員亀田英雄君「うん、よ

かですよ」と呼ぶ）どんな状況でしょうか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 分かりました。じゃあそのようにさせていた

だければと。 

○委員長（西濵和博君） ほかの委員の皆さ

ん、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） じゃあそのようにさ

せていただきます。 

 ほかに質疑ございませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 以上で質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午前１０時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２４分 本会） 

◎議案第２号・令和２年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第４号 

○委員長（西濵和博君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、議案第２号・令和２年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第４号を議題とし、

説明を求めます。 
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○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 議案第２号・令和２年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第４号につきまして、西田

国保ねんきん課長より説明をいたします。御審

議のほどよろしくお願いします。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課の西田でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 座って説明させていただいてよろしいでしょ

うか。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） お手元に

ございます予算書、議案第２号・令和２年度八

代市国民健康保険特別会計補正予算書・第４号

について御説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ６

７２万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ１７５億４８２８万７０００円といたして

おります。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書でございま

す。歳入において、款１・国民健康保険税を６

７２万円、歳出において、款６・諸支出金を６

７２万円、それぞれ計上しております。 

 その内訳につきましては、５ページをお願い

いたします。 

 ５ページの下の表、３、歳出の款６・諸支出

金、項１・償還金及び還付加算金、目１・償還

金の補正額６７２万円は、令和元年度に特定健

康診査等負担金及び特別調整交付金（保健事

業）として、国と県から概算交付された金額

が、精算により確定した金額を上回っておりま

したので、今回、その超過分を県へ返還するも

のでございます。 

 財源については、上の段の表、２．歳入で款

１・国民健康保険税、項１・国民健康保険税、

目１・一般被保険者国民健康保険税に、歳出と

同額の６７２万円を計上いたしております。 

 以上で議案第２号・令和２年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第４号の説明を終わ

ります。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（西濵和博君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２号・令和２年度八代市国民健康保険

特別会計補正予算・第４号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

件は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１０時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３０分 本会） 

◎議案第５号・令和３年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・令和３年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 それでは、令和３年度一般会計当初予算の審

議をお願いするに当たりまして、健康福祉部が

所管いたします第３款・民生費、第４款・衛生

費につきまして、部長としての総括を述べさせ
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ていただきたいと思います。 

 失礼して、着座にて申し上げます。 

○委員長（西濵和博君） はい。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 まず初めに、豪雨災害関連についてでござい

ますが、社会福祉協議会への委託により、昨年

１０月に活動を開始いたしました、地域支えあ

いセンターによりまして、被災世帯の見守りや

仮設住宅のコミュニティーの形成などを行うと

ともに、早期の生活再建に向け支援をしてまい

ります。また、災害ボランティアの調整業務を

行う災害ボランティアセンターによる継続した

活動に対しまして、引き続き財政支援を行って

まいります。 

 次に、地域福祉についてですが、第４次八代

市地域福祉計画・八代市地域福祉活動計画に基

づきまして、八代市社会福祉協議会と相互に連

携した、地域での支え合いを推進してまいりま

す。民生委員・児童委員等の活動を通じた日頃

の見守りや声かけからの、気づきを必要な専門

的支援につなげ、近隣ならではの支援を推進し

てまいります。 

 次に、障害者福祉についてですが、今年度策

定をいたしました第４期八代市障がい者計画及

び第６期八代市障がい福祉計画・第２期八代市

障がい児福祉計画に基づきまして、地域生活支

援事業や障害福祉サービス給付事業を適切に行

い、障害のある人が地域で自立した生活が送れ

るよう支援してまいります。また、八代市障が

い者サポーター事業において、継続してサポー

ター養成を行い、見守り体制を充実を図るとと

もに、意思疎通が困難な失語症者に意思疎通支

援者を派遣するなど、きめ細かなニーズに対応

しながら、障害福祉サービスの充実に努めてま

いります。 

 次に、高齢者福祉ですが、本市の高齢化率

は、昨年末時点で３４.１％と、前年同時期と

比較しまして０.５ポイント上昇しておりま

す。高齢化社会を迎え、地域や社会で高齢者を

支えると同時に、高齢者自ら社会を支える担い

手となっていただくことも必要です。このた

め、就労や地域活動を通じた生きがいづくりを

推進するため、シルバー人材センターの運営支

援や老人クラブの活動支援などを、継続して推

進をいたします。また、高齢者の増加ととも

に、認知症高齢者も増加すると見込まれる中、

成年後見制度の利用促進を図り、必要な権利擁

護の支援につなげるため、来年度新たに、長寿

支援課内に成年後見支援センターを設置をいた

します。 

 次に、児童福祉ですが、現在の第２期八代市

子ども・子育て支援事業計画に基づき、地域で

の子育て支援の充実や、子育て家庭に対する切

れ目のない支援体制の推進などを基本テーマと

して、社会状況の変化に対応した子ども・子育

て支援施策を推進することといたします。ま

た、公立保育園の園舎につきまして、必要な改

修を行うなど、園児にとって安全・安心な保育

環境を整備してまいります。 

 次に、生活保護ですが、相談者の状況に応じ

て、生活保護や自立促進による支援を行い、生

活に困窮されてる方が安定した生活を営めるよ

う支援をいたします。特に自立が可能で生活保

護の受給には至らないと認められる場合には、

生活困窮者自立支援事業により、関係機関と連

携して各種支援を行い、できる限り早期に自立

できるよう支援をいたします。 

 最後に、保健・衛生部門ですが、市民の皆様

が健康で安心して暮らせるよう、母子保健や歯

科保健、各種予防接種、がん検診などの保健事

業を通じて、引き続き健康づくりに取り組んで

まいります。母子保健では、昨年４月に設置い

たしました子育て世代包括支援センターを核と

して、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のな

い支援を提供してまいります。また、来年度

は、産後ケア事業の対象者を拡充し、産後の身
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体的回復や心理的支援を充実させてまいりま

す。 

 健康福祉部所管の予算総額といたしまして

は、昨年とほぼ同規模の予算となりました。新

型コロナウイルスワクチン接種や豪雨災害への

対応など、大きな課題はございますが、今後と

も関係機関と連携を図りながら、誰もがいきい

きと暮らせるまちを目指して取り組んでまいり

ます。 

 以上、令和３年度一般会計当初予算の民生

費、衛生費に係る、健康福祉部長としての総括

といたします。 

 それでは、議案第５号・令和３年度八代市一

般会計当初予算、第３款・民生費を白川次長

が、また、第４款・衛生費のうち、健康福祉部

所管分について永田次長が説明をいたしますの

で、御審議のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（西濵和博君） それでは、第３款・

民生費についてお願いいたします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） それでは、健康福祉部の白川です。引き

続きよろしくお願いいたします。 

 座って説明させていただきます。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） それでは、別冊となっております、議案

第５号・令和３年度八代市一般会計予算書をお

願いいたします。 

 文教福祉委員会付託分のうち、款３・民生費

について御説明をいたします。 

 ７ページお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算の歳出でございます

が、款３・民生費で、２３９億６２８６万円を

計上しております。前年度と比較して、１億８

９１８万１０００円の増額となっております。 

 内訳としまして、項１・社会福祉費は、前年

度比２億２３６９万１０００円増の１１３億６

９４５万７０００円、項２・児童福祉費は、前

年度比３６３５万２０００円減の９３億８１１

６万７０００円、項３・生活保護費は、前年度

比１９０万７０００円の増の３２億１０９７万

円、項４・災害救助費は、前年度比６万５００

０円減の１２６万６０００円でございます。 

 民生費の増額の主な理由でございますが、利

用者の増加に伴い、障害福祉サービス給付事業

で７１３１万３０００円、障がい児通所支援事

業で４１７６万２０００円の増額のほか、令和

２年７月豪雨災害に係る被災者生活再建支援事

業や、被災者転居費用等助成事業などの新たな

予算計上によるものです。 

 それでは、歳出の内容を御説明いたします。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 下の表、款３・民生費、項１・社会福祉費、

目１・社会福祉総務費では、６５億７１８４万

３０００円を計上いたしておりまして、前年度

に比べ１億２８万８０００円の増額となってお

ります。 

 右側の説明欄のうち、主な事業につきまして

御説明いたします。説明欄の６つ目、後期高齢

者医療広域連合負担金事業１７億９６９５万４

０００円は、７５歳以上の後期高齢者等を対象

とした医療保険を運営する、熊本県後期高齢者

医療広域連合に対する負担金で、組織運営や事

務経費に当たる共通経費が５７０６万７０００

円、療養給付費に対する経費が１７億３９８８

万７０００円です。１つ飛びまして、生活困窮

者自立支援事業３９８６万７０００円は、生活

保護に至る前の生活困窮者に対し包括的な支援

を行うもので、必須事業の自立相談支援事業の

委託料１８３３万８０００円、住居確保給付金

６２４万円、任意事業の一時生活支援事業、家

計改善支援事業、子どもの学習・生活支援事業

の負担金１１４６万８０００円、就労準備支援

事業の委託料３８０万１０００円などです。１

つ飛びまして、被災者生活再建支援事業（豪雨
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災害）３３１０万円は、令和２年７月豪雨によ

り被災した世帯の見守りや相談支援等を行う八

代市地域支え合いセンターを設置し、被災者の

早期の生活再建と自立を図るものです。全額が

八代市社会福祉協議会への委託料です。次の、

国民健康保険特別会計繰出金事業１４億９０５

０万１０００円は、保険基盤安定制度に係る国

保税軽減分及び保険者支援分や、職員給与費等

事務費、国保財政安定化支援事業などに対する

ものです。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 後期高齢者医療特別会計繰出金事業６億２２

１６万２０００円は、低所得世帯に対する保険

料軽減分や職員給与費等事務費などに対するも

のです。次の、介護保険特別会計繰出金事業２

４億１６０１万２０００円は、介護給付費や職

員給与費等事務費などに対するものです。 

 ７０ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち、国県支出金１４億４６０万５０００

円は、主に国民健康保険特別会計、後期高齢者

医療特別会計及び介護保険特別会計への繰出金

に対する国県支出金です。 

 ７１ページをお願いします。 

 目２・老人福祉対策費で、３億２０７１万９

０００円を計上いたしております。前年度に比

べ、６３０万４０００円の増額となっておりま

す。 

 説明欄の６つ目、シルバー人材センター運営

費補助事業２２７６万５０００円は、健康で働

く意欲を持つ高齢者の経験、能力を生かした就

業機会を確保・提供し、地域社会への参加を通

した生きがいづくり等を図る、八代市シルバー

人材センターの事業運営に対するもので、運営

費補助金８７０万円、育児支援業務や人手不足

の分野等の取組により、働く現役世代が安心し

て働けるよう下支えする、高齢者活用・現役世

代雇用サポート事業補助金１３８７万５０００

円などです。次に、１つ飛びまして、老人クラ

ブ助成事業４６７万円は、老人福祉の増進を図

るため、老人クラブの活動に対し助成を行うも

ので、単位老人クラブ１１４クラブの活動費補

助金３７６万２０００円、市老人クラブ連合会

への活動費補助金９０万１０００円が主なもの

です。３つ飛びまして、老人福祉施設入所措置

事業２億３８４０万５０００円は、６５歳以上

で居宅により養護を受けられない者が、保寿寮

やすずらんの杜など養護老人ホームへ入所する

ために係る措置委託料が主なものです。２つ飛

びまして、介護予防送迎車管理事業３００万円

は、一般高齢者向けの介護予防施策である、い

きいきサロンや、やつしろ元気体操を泉町で開

催するに当たり、会場へ通う参加者の利便性の

向上を図るための、送迎に使用するワゴン車の

買換えに係る備品購入費です。 

 財源内訳の特定財源のうち、国県支出金３４

６万３０００円は、老人クラブ活動に対する県

支出金などで、その他の４２６４万３０００円

は、養護老人ホームの入所者からの負担金など

です。 

 次に、目３・社会福祉対策費では、２億１５

４０万円を計上いたしておりまして、前年度に

比べ５５２５万９０００円の増額となっており

ます。 

 ７２ページをお願いいたします。 

 説明欄の４つ目、泉地域福祉センター管理運

営事業２４８５万７０００円は、泉地域福祉セ

ンターにおいて、施設管理やデイサービス事業

等を指定管理者である八代市社会福祉協議会に

より行うもので、指定管理者への委託料１０７

６万５０００円、トイレ改修やナースコール取

替え等に係る工事請負費８３０万５０００円な

どです。５つ飛びまして、社会福祉団体育成事

業１億１２００万３０００円は、社会福祉法に

基づき、地域福祉の推進を図ることを目的とし

た、社会福祉協議会に対する１６名分の人件費

補助です。５つ飛びまして、災害見舞金等支給
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事業（豪雨災害）１０３７万４０００円は、八

代市災害弔慰金の支給等に関する条例に基づ

き、災害による関連死を含む死亡者等に対し、

災害弔慰金を支給するもので、災害弔慰金１０

００万円、関連死について災害によるものかを

判定する、災害弔慰金等支給審査委員会の開催

経費３７万４０００円です。３つ飛びまして、

被災者転居費用等助成事業（豪雨災害）１９６

１万１０００円は、令和２年７月豪雨の被災世

帯が、仮住まいの住居から再建先として県内の

住宅や民間賃貸住宅等へ移転する際に要する転

居費用や、賃貸住宅への入居時にかかる初期費

用などを助成するものです。１世帯当たり、引

っ越し費用を助成する転居費用助成として１０

万円を、礼金や仲介手数料などの初期費用を助

成する民間賃貸住宅入居費用助成として２０万

円を、また、公営住宅の入居に必要な物品等の

購入費を助成する公営住宅入居支援として１０

万円を支給いたします。次の、八代市災害ボラ

ンティアセンター運営事業（豪雨災害）６７１

万８０００円は、令和２年７月豪雨による被災

者を支援するため、坂本地域福祉センターを拠

点として活動しております、復興ボランティア

センターを運営する八代市社会福祉協議会に対

し、救助とボランティアの調整業務を委託する

とともに、活動経費の一部を補助するもので

す。次の、被災者見守り対策事業（豪雨災害）

３３２万４０００円は、応急仮設住宅に入居す

る独居高齢者世帯や要配慮世帯が、安心した日

常生活を送ることができるよう、緊急通報シス

テムを導入し、見守り体制の強化を図るもの

で、通報装置の利用に係る民間のセキュリティ

ー会社への委託料３０２万４０００円などで

す。 

 ７１ページに戻っていただきまして、財源内

訳の特定財源のうち、国県支出金３８１２万２

０００円は、主に豪雨災害に係る被災者転居費

用等助成事業や災害見舞金等支給事業、八代市

災害ボランティアセンター運営事業に対する県

補助金で、地方債１２００万円は、泉地域福祉

センター等の施設整備に係る社会福祉債で、そ

の他６３５万３０００円は、シルバーワークプ

ラザ事務室実費徴収金などです。 

 ７３ページをお願いいたします。 

 目４・障害福祉対策費で、４２億２３７９万

５０００円を計上いたしております。前年度に

比べ、６１４１万４０００円の増額となってお

ります。 

 説明欄の上から５つ目、更生医療給付事業２

億６５万８０００円は、１８歳以上の身体障害

者手帳の交付を受けた方の、人工透析や心臓手

術など、障害の軽減や日常生活能力の回復など

のために必要な医療費の一部を負担するもの

で、扶助費２億３６万８０００円などです。１

つ飛びまして、重度心身障がい者医療費助成事

業２億４０３９万５０００円は、身体障害者手

帳の１級、２級や療育手帳のＡ１、Ａ２などを

持つ、重度の心身障害者や障害児に係る医療費

の一部を助成するもので、扶助費２億３８２１

万円などです。次に、１つ飛びまして、特別障

害者手当等給付事業５７５７万５０００円は、

重度の障害があるため、日常生活において常時

特別の介護が必要な、在宅の障害者や障害児に

対し、精神的、経済的な特別の負担の軽減の一

助として手当を支給するもので、全額扶助費で

す。次の、補装具交付・修理事業２２６９万１

０００円は、身体障害者や障害児及び難病患者

等の失われた身体上の機能を補完し、日常生活

を容易にするための補装具の購入や修理に係る

費用の一部を補助するもので、全額扶助費で

す。次に、６つ飛びまして、地域生活支援事業

１億３３０４万１０００円は、障害者の自立し

た日常生活や社会生活を営むために必要な支援

を行うもので、障害者や障害児の保護者などか

らの相談に応じ支援する事業や、手話奉仕員の

養成や派遣を行う事業、日常生活用具の給付や
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貸与を行う事業などがあります。市内２か所の

相談支援事業所への委託料１７４６万５０００

円、市内４か所の地域活動支援センターへの委

託料３０７６万円、ストマや紙おむつなど、日

常生活用具の給付に係る扶助費２９３２万２０

００円などが主なものです。次の、障害福祉サ

ービス給付事業２７億９５５７万４０００円

は、障害者の日常生活や社会生活を総合的に支

援するために提供する、障害福祉サービス給付

費です。生活介護や療養介護などの介護支援を

行う介護給付として１５億４５３０万９０００

円、就労継続支援やグループホームでの援助を

行う共同生活援助などの訓練等給付として１２

億２１１７万７０００円などです。次に、１つ

飛びまして、障がい児通所支援事業５億３６１

０万５０００円は、障害児や障害の疑いのある

子供たちを対象に、日常生活における基本動作

の指導や集団生活への適応訓練などを行うとと

もに、保護者に対し、家庭での養育について支

援や助言を行うもので、就学前の障害児を対象

とした児童発達支援の１億３９１４万２０００

円、小・中・高校の障害児を対象とした放課後

等デイサービスの３億６５４３万８０００円な

どです。 

 財源内訳の特定財源のうち、国県支出金２９

億３５３７万６０００円は、障害福祉サービス

給付事業に対する国県支出金などで、その他４

０４万７０００円は、地域生活支援事業等に対

する氷川町からの負担金です。 

 次に、７４ページをお願いします。 

 目５・国民年金費で、３７７０万円を計上い

たしておりまして、前年度に比べ、４２万６０

００円の増額となっております。 

 説明欄の２つ目、年金事務事業９６万９００

０円は、国民年金事務に要する事務用品や郵便

料が主なものです。 

 なお、財源内訳の特定財源のうち、国県支出

金２６９９万８０００円は、年金の資格取得や

喪失等の各種受付を行う法定受託事務や、年金

相談、口座振替の促進等を行う協力・連携事務

に係る国庫支出金です。 

 続きまして、下の表お願いします。 

 項２・児童福祉費、目１・児童福祉総務費

で、５億８５０２万４０００円を計上いたして

おります。前年度に比べ、６２９万９０００円

の増額となっております。 

 説明欄の６つ目、ひとり親家庭等医療費助成

事業２５８２万７０００円は、独り親家庭等の

経済的負担を軽減するため、父母及びその児童

等の医療費の一部を助成するもので、扶助費２

５７６万８０００円が主なものです。１つ飛び

まして、こどもプラザ事業１５８９万５０００

円は、子育て支援の促進を図るため、主に乳幼

児を持つ子育て中の親子が、気軽に集う常設の

場所として、マックスバリュ八代店２階にこど

もプラザすくすくを、また、イオン八代店２階

にこどもプラザわくわくを開設し、子育て中の

親子の交流を図るとともに、子育て等に関する

相談支援、講習会等を実施しております。 

 ７５ページをお願いいたします。 

 説明欄の４つ目、放課後児童健全育成事業３

億１６４４万円は、昼間仕事などで保護者がい

ない家庭の小学校児童の安全・安心を確保し、

児童の健全育成と保護者の仕事と子育ての両立

を図るための、放課後児童クラブ３４か所への

委託料です。１つ飛びまして、病児・病後児保

育事業２２５３万２０００円は、病中または病

気の回復期にある児童の保育が家庭で困難な場

合に、児童の一時預かりを行い、子育てと仕事

の両立を支援するもので、市内の３つの事業所

に対する委託料と、氷川町にあります八代北部

医療センター病児・病後児保育室ハグ・くむの

相互利用のための、氷川町に対する負担金で

す。５つ飛びまして、子育て相談事業２６８万

円は、子育て中の親子や妊娠中の方が、保育園

や幼稚園、子育て支援サービスなどをスムーズ
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に利用できるよう、子育て相談窓口をこどもプ

ラザわくわく内に設置するとともに、子育て相

談専門員を配置し、相談を受け、情報の提供や

アドバイスを行うもので、委託料２６３万３０

００円などです。 

 ７４ページにお戻りいただきまして、財源内

訳の特定財源のうち、国県支出金２億８０１４

万７０００円は、主に放課後児童健全育成事業

に対するもので、その他１０１万８０００円

は、主に病児・病後児保育事業に対する、市内

の施設の相互利用に係る氷川町からの負担金で

す。 

 ７５ページお願いします。 

 目２・児童措置費で、２６億３８２３万５０

００円を計上いたしておりまして、前年度に比

べ、３６０１万５０００円の減額となっており

ます。 

 説明欄の１つ目、児童手当事業１８億５８９

４万円は、中学校卒業までの児童を養育してい

る者に対し、児童の年齢等に応じた手当を支給

するものです。次の、児童扶養手当事業７億７

９２９万５０００円は、離婚などによる独り親

家庭の父母等に対して、手当を支給するもので

す。 

 なお、財源内訳の特定財源のうち、国県支出

金１８億３４４９万７０００円は、児童手当事

業及び児童扶養手当事業に対するものです。 

 続きまして、目３・保育所費で、６１億５７

９０万８０００円を計上いたしておりまして、

前年度と比べ、６６３万６０００円の減額とな

っております。 

 説明欄の２つ目、公立保育所運営事業３億６

４９３万９０００円は、公立保育園１０園の運

営経費で、保育士等の会計年度任用職員の報酬

等１億９２７５万５０００円、給食の賄い材料

費４８００万円、５つの園の給食業務委託料２

４９４万８０００円、千丁みどり保育園や鏡第

二保育園の空調設備改修に係る工事請負費４６

３９万２０００円などです。 

 ７６ページをお願いいたします。 

 説明欄の１つ目、私立保育所保育事業４２億

７２９６万６０００円は、市内の私立保育所４

３園及び市外の私立保育所への保育負担金４２

億２４７５万２０００円と、保育士の業務負担

を軽減し離職防止を図るため、保育補助者を雇

用する私立保育所への補助金４７５４万４００

０円などです。２つ飛びまして、障がい児保育

事業５７５６万６０００円は、私立保育所にお

いて障害のある児童を受け入れるに当たり、保

育士の増員や、その安全性が確保されるよう設

備等を整備するために、保育所に対し補助を行

うものです。次の、施設型給付事業６億８６１

７万７０００円は、幼稚園と保育所の機能を併

せ持つ認定こども園等への給付費６億７９３８

万５０００円と、保育士の業務負担の軽減を目

的とした、保育補助者の雇用に対する補助金６

７９万２０００円です。次の、地域型保育給付

事業９０２８万１０００円は、小規模保育事業

所のありんこ園、リス託児所、事業所内保育事

業所のプチトマト等への給付費です。２つ飛び

まして、一番下の幼児教育・保育無償化事業５

６３３万円は、令和元年１０月からの無償化に

伴い、私学助成幼稚園や認可外保育施設等への

施設等利用給付金と、本市独自の施策である、

第３子以降の副食費無料化のための補助金を、

交付するものです。 

 ７５ページにお戻りいただきまして、財源内

訳の特定財源のうち、国県支出金３６億５６２

４万８０００円は、私立保育所保育事業に対す

る国県支出金などで、地方債５１７０万円は、

公立保育園の施設整備に係る児童福祉債で、そ

の他２億９７１２万１０００円は、保育所の利

用者負担金である保育料などです。 

 ７６ページをお願いいたします。 

 下の表で、項３・生活保護費、目１・生活保

護総務費で、２億４３２万２０００円を計上い
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たしておりまして、前年度に比べ、３５５万９

０００円の増額となっております。 

 説明欄の２つ目ですが、生活保護事業２５８

３万２０００円は、生活保護事業の適正実施の

ために必要な職員研修と、被保護者の就労準備

支援事業や健康管理支援事業に要するもので

す。 

 また、財源内訳の特定財源のうち、国県支出

金９４８万円は、生活保護適正実施推進事業な

どに係る国庫支出金です。 

 続きまして、７７ページの目２・扶助費で、

３０億６６４万８０００円を計上いたしており

まして、前年度に比べ、１６５万２０００円の

減額となっております。 

 説明欄の生活保護費給付事業では、８種類の

扶助費を支給しており、そのうち、医療扶助費

が最も多く１７億４５４６万８０００円、生活

扶助費が６億９３２９万円、住宅扶助費が３億

４３７４万５０００円、介護扶助費が９４９８

万５０００円などとなっております。 

 財源内訳の特定財源のうち、国県支出金の２

２億４１４８万６０００円は、生活保護扶助費

に係る国庫支出金などで、その他２７５７万４

０００円は、生活保護費の返還金などです。 

 最後に、下の表をお願いいたします。 

 項４・災害救助費、目１・災害救助費で、１

２６万６０００円を計上いたしております。 

 説明欄の、建設型応急住宅等管理事業（豪雨

災害）は、令和２年７月豪雨による被災者の一

時的な居住の安定を図ることを目的として、熊

本県により設置された市内２か所の建設型応急

仮設住宅に係る、団地内の集会所、外灯、駐車

場等の維持管理に必要な経費です。 

 なお、財源内訳の特定財源のうち、国県支出

金１２６万６０００円は、災害救助費負担金な

どの県支出金です。 

 以上で民生費の説明を終わります。御審議の

ほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） ちょっと、全体の話

で、部長の総括の中で、昨年度と同規模の予算

というふうな話、フレーズがあったかと思いま

す。今、白川次長の話を聞いていれば、１億幾

らか増加だったですよね。 

 災害があったものですから、私的には何か予

算が増加すっとかなというふうな感じもあった

んですが、同規模の予算と。だけどまあ１億幾

らだったと。っていいながら、増加の原因は利

用者の増というような話だったんですが、その

辺のちょっと、ちょっと増加の原因とか、災害

やらあってきて予算が膨らむはずなんだけどそ

うはならないような感じも受けたんですけど、

何か、ちょっと全体的に見ると、イメージが違

うというか説明の中に何か、ちょっと違うよう

な話もあっとですけど、まあ私の理解が及ばん

とですけど、ちょっと増加の原因とか災害関連

の話、幾らぐらい全体であって、１億幾ら増え

た分はその分だとか、ちょっと分かりやすく、

もうちょっと何か、全体が見えるような話をし

てもらえんかなと思うとですけど、分かります

かね、言い方。 

 あの増の要因は利用者の増という、多分たし

か次長は言いなったと思うとですよね。その辺

が災害等とリンクせんとかなとも思いながら、

災害でどのくらい増えとっとかという分も含め

て。分かりますか、質問の意図。 

○委員長（西濵和博君） 今の質問につきまし

てですけれども、よろしいでしょうか。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） それでは、私のほうからちょっとお答え

をさせていただきます。 

 まず、部長の総括の中で、前年とほぼ同額と

いうのは、今私のほうで説明をさせていただい

たのは款３の民生費でございます。この後説明
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があります、款４の衛生費の減額と相殺され

て、ほぼ同額になっているということで御理解

をいただきたいというふうに思います。（委員

亀田英雄君「分かりました」と呼ぶ） 

 それから、民生費の増額の部分でございます

が、私の説明の仕方がですね、悪くて申し訳ご

ざいません。最初に、利用者の増額に伴う障害

福祉関係の経費が増えたということを先に説明

してしまい、その後にですね、今度の、今回の

豪雨災害に係る被災者生活再建支援事業ですと

か被災者転居費用等助成事業などの、その新た

な予算計上などによるものも原因に、増に、増

額の原因となっておりますというふうに御説明

させていただきました。全体として１億８９１

８万１０００円の増額ですが、そのうち、災害

関連経費というのは７４３９万３０００円の増

額ということになっております。よろしくお願

いします。 

○委員（亀田英雄君） すみません、ここんと

ころつまんない話ば聞くので、申し訳ない。分

かりました。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

 ほかに質疑ございませんか。 

○委員（古嶋津義君） 地域福祉センターです

が、先ほど白川次長からちょっとお話がありま

したが、泉につきましては、ちょっと金額が大

きいなと思ったら、ナースコールの改修工事と

かトイレ改修工事とか指定管理の委託料とかお

話がありましたが、ほかの地域のやつ少し金額

のばらつきがありますので、どういう理由なん

でしょうか、まず１点目です。 

 それと、老人クラブの助成事業であります

が、その老人クラブの中に、活動費の補助とい

うのがありますが、そのどういう活動をしなけ

ればいけないのか、その辺のところと。 

 まず２つ、お尋ねをさせていただきます。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 健

康福祉政策課、野田でございます。よろしくお

願いいたします。 

 各支所の地域福祉センターの予算のばらつき

という話だと思うんですけども、それぞれ地域

福祉センターでちょっと規模のところが違うと

ころもあるもんでですね。それと、泉以外のと

ころは平成３０年度をもってデイサービスあた

りを中止しております。それで泉については指

定管理が継続してまして、今後、今度いろんな

古い施設ですんで修繕が発生したというところ

になってまいります。 

 よろしいでしょうか。 

○委員（古嶋津義君） デイサービスは分かり

ますが、それにしても、坂本と東陽はちょっと

金額が大きいなと思いますが。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 坂

本につきましてはですね、今度の豪雨災害によ

りまして、多くの市有の施設が浸水し使用不能

となったことから、地域福祉センターのところ

にですね、コミセンだとか、あるいは復興ボラ

ンティアセンターだとか、そういうのが拠点に

なっております。それと併せて、建物自体の設

備も老朽化が進んでおりまして、維持管理にち

ょっと多くの経費が発生したというところにな

ってまいります。（委員古嶋津義君「東陽。東

陽」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） 東陽はいかがです

か。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 東

陽につきましても、先ほど言いましたが一応デ

イサービス事業を３０年度をもって廃止した

と。予算の内容につきましては主なのは管理運

営事業なんですけども、需用費あたりだとか、

修繕も一部４０万程度ありますけども、管理運

営事業が主で３８３万２０００円と、前年度よ

りも５００万程度落ちてるのかなというふうに

考えております。 

 以上です。（委員古嶋津義君「老人クラブ」
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と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） はい、次、老人クラ

ブの件について、答弁お願い。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） おはようご

ざいます。長寿支援課、山内でございます。 

 先ほど御質問いただきました老人クラブの助

成事業でございますが、来年度は４６７万円を

予算化しております。 

 まず、老人クラブの活動に対して助成を行う

ということでございますが、老人クラブも単位

老人クラブがございます。市内に現在１１４ク

ラブございますが、こちらに対しての活動費に

ついて３７６万２０００円、それと、それをま

とめる補佐といいますか、市の老人クラブの連

合会ですね、こちらのほうには、活動助成金と

して９０万１０００円となっております。 

 老人クラブの方々の独自の取組の活動を推進

するということで助成のほう行っておりまし

て、中身には健康づくり等をですね、行ってい

ただくというような要項も入れた上で補助のほ

う行っている次第です。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） ボランティアじゃな

い、ないですけど、草取りとかそぎゃんとはな

かっですか。例えばこういう、歩道とか、そう

いうのは入ってないんですか。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） そちらにつ

いて、それを行ったことによって具体的にその

分を補助するというような制度のほうはござい

ません。活動の一環としてなされる場合は、ボ

ランティア活動の一環としてなされることはあ

るかと思いますが、それを行うことというふう

な形では、予算等は行っておりません。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 助成をされるときその

明確なじゃあ、何々の活動をしなさいという明

確なことはなかっですね、じゃあ。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） 明確なとい

うような線引きはございません。先ほど言いま

したように、メニューの１つに健康づくりの補

助金というのはございまして、これについては

どういったことをしたかというような実績を必

ず上げていただくような形になっております

が、それ以外については、これをした、あれを

したというような形での実績報告というのは、

具体的には上がってきておりません。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 古嶋委員、よろしい

ですか。 

○委員（古嶋津義君） はい。あと、あとほか

あれば……。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ないです

か。 

○委員（百田 隆君） ７３ページ。 

○委員長（西濵和博君） ７３ページ。 

○委員（百田 隆君） はい。重度心身障がい

者医療助成事業、２億４０００万かな、してあ

りますけれども、これは、重度っちゅったら、

ランク的には１級、２級とかありますけど１級

だけですか。 

○障がい者支援課長（髙﨑博文君） 障がい者

支援課、髙﨑でございます。よろしくお願いし

ます。 

 重度心身障がい者医療費の助成の対象としま

しては、身体障害者手帳の１級、２級の所持

者、それから療育手帳のＡ１、Ａ２、精神障害

者保健福祉手帳の１級などでございます。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

○委員（百田 隆君） それに関してですけれ

ども、例えば、まあ心身障害者の範疇に入るか

どうか分からんとですが、意識を失って倒れる

ような人がおりますですね。こういう人たち

が、例えば高速道路を利用したりするときに、

助成の対象外という話聞いております。本人の

話では、自ら運転することはできないというこ

とであるならば助成の対象にすべきではないか
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という話がありますけれども、この点について

どのように考えておられるのか、お聞かせくだ

さい。 

○障がい者支援課長（髙﨑博文君） 今、百田

議員のお話では、高速道路等で倒れなったとい

うようなことでしたが、倒れられたことをもっ

て、対象とするのは難しいと思います。ただ、

倒れられてその後に手帳の取得をされた場合に

は、その手続後については対象となります。 

 以上でございます。（委員百田隆君「分かり

ました。詳しいことはまた後でお伺いします」

と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（古嶋津義君） ７５ページか、病児・

病後児保育事業ですが、氷川町にありますあの

北部地域医療センターのところに、八代市立病

院がなくなったということはあそこも１病棟建

てられて、そのとき併せてこのつくられたとい

うふうに記憶しておりますが、そのとき、相互

利用ということですから、氷川町だけでなくて

八代市内の方も利用して、先ほど八代市内のと

ころもありましたので相互利用はしていいとい

うことでしょうか。それと、金額については同

じなんでしょうか。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） よ

ろしくお願いします。 

 先ほどお尋ねの、相互利用っていうことにな

りますので、氷川町の方も市内の施設も利用し

てもよろしいし、市内の方も氷川町のハグ・く

むを利用してもいいってことで、今年度２月末

でございますけれども、氷川町のハグ・くむを

市内の市民が利用してる件数としましては６４

人の方が利用されております。 

 あと利用料につきましては、氷川町と協議を

いたしまして同額としております。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） １ついいですか。７５

ページの、まあ説明があったかもしれんとです

が、児童措置費が３６００万。多いように感じ

っとですが、その要因を教えてくださいという

のが１つです。 

 そしてですね、その概要ばちょっと見とった

っですけど、児童扶養手当、――なかなか民生

費あたり、新規ば、新規の事業って見らんとで

すけど、児童扶養手当にもう新規でっちゅう事

業が出てきとっとですけど、説明がございませ

んでしたので、説明をいただければなと思いま

す。 

 もう一つ、生活保護費がですね、についてな

んですけど、この多い部分についての人数をち

ょっとお知らせいただけますか。医療費と生活

扶助、２つでようございますけど。 

 ３点です。 

○委員長（西濵和博君） ３点質問がございま

したが、まず１点目、よろしいでしょうか。児

童措置費の対前年度比較の部分であったかと思

いますが、いかがでしょう。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） お

答えいたします。 

 児童措置費の増減、増が３６００万程度ござ

いますけれども、施設型給付につきまして、３

２５０万程度の増加が見られております。これ

は、先ほど説明にもありましたが、認定こども

園等に対する給付費になります。（｢児童措置

費」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 児童措置費。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） す

みません。失礼しました。 

○委員長（西濵和博君） 今の質問は対前年度

比、措置費が約３６００万減に、減になった理

由、主な理由は何かという、お尋ねだったかと
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思いますが。（委員亀田英雄君「そうです。ち

ょっと多いんじゃないか。誤差の範囲内」と呼

ぶ） 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 失

礼いたしました。 

 児童措置費の減額の要因といたしましては、

児童数の減少に伴います児童手当の減少になり

ます、減額になります。 

 以上です。（委員亀田英雄君「こげん減っと

ですね。ちなみにどのくらい、数が分かれば教

えてください」と呼ぶ） 

○委員（亀田英雄君） ちなみに、数がどのく

らい減っとですか。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 児

童手当につきまして、件数といたしまして、５

６４７件の減少となっております。あと、去年

の令和２年度の当初の見込みは１７万２２２２

件でございましたのが、今年度見込みといたし

ましては１６万５５７５件の見込みとなってお

ります、の減少になります。（委員亀田英雄君

「よかです、次行って」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か、１つ目。 

 ２点目、よろしいでしょうか。 

○理事兼生活援護課長（鶴田洋明君） 生活保

護ですね。 

○委員長（西濵和博君） ２点目です、はい。 

○理事兼生活援護課長（鶴田洋明君） 生活援

護課の鶴田です。よろしくお願いいたします。 

 ただいまの医療扶助と介護扶助の人数という

ことでございますが、一応生活保護を受けてら

っしゃる方が現時点で１７７０人おられます。

それで、医療につきましては、お一人でも何回

も受診される方もいらっしゃいまして、統計的

には延べで件数で数字を押さえておりますの

で、それでいきますと、来年度予算の根拠とい

たしましては、延べで１万８１４０件で、１人

当たりの医療費を９万６２２２円ということで

算出しております。 

 それから介護につきましては、延べで５２８

１件で、１件当たりの介護扶助費が１万７９８

６円ということで算出をしております。 

○委員（亀田英雄君） すみません、ちょっ

と、ちょっと確認、申し訳ない、ちょっと聞き

逃したもんで、生活保護を千七百何人って言い

なったですかね。（理事兼生活援護課長鶴田洋

明君「１７７０人で」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） 鶴田課長、もう一度

ゆっくりはっきり御説明ください。 

○理事兼生活援護課長（鶴田洋明君） はい。

すみません、もう一度。（委員亀田英雄君「申

し訳ない」と呼ぶ）すみません。生活保護を受

けてらっしゃる方が、直近で約１７７０人でご

ざいます。（委員亀田英雄君「申し訳ない」と

呼ぶ）その中で、医療費を受けられる場合です

ね、お一人で何度も受診される方もいらっしゃ

います。それで、延べの件数でですね、統計を

取っておりまして、今回の予算の基礎となりま

す延べ件数は、医療費の場合１万８１４０件で

ございます。それから、１件当たりのその医療

費を、９万６２２２円と算出しております。 

 介護につきましては、延べで５２８１件、１

人当たりの介護扶助費を１万７９８６円で算出

をしております。 

 以上でございます。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 先

ほど、お尋ねありました児童扶養手当の制度の

改正についてお答えいたします。 

 新規受給者が増えたということになりますけ

れども、令和３年３月分からですね、公的年金

のうち障害年金を受給してる者についての制度

の改正が行われまして、その影響によりまし

て、新たに受給開始となる者または増額支給と

なる者につきまして３２名について、１０４３
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万３０００円の増を見込んでおります。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） すみません、何がどう

変わったは、あんま詳しゅう知らんじゃよかっ

ですけど、その理由を簡単に述べていただける

と。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） 制

度の内容ですけれども、これまで障害年金受給

者につきましては、障害年金受給額と児童扶養

手当の手当額との比較で、その差額を手当とし

て支給しておりましたけれども、新たに、障害

年金受給額のうち、子供の加算額と児童扶養手

当額との比較により差額を支給することになり

ますので、その加算額との差額ということにな

りますと、手当額が増えるということになりま

す。 

 以上です。（委員亀田英雄君「分かりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（古嶋津義君） もうあと２つばっか。 

 子育て相談事業ですが、今こどもプラザわく

わくでやってらっしゃるようで、その昨年の実

績からいって相談数、そすっと相談の主な内

容、分かる範囲で結構です。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） お

答えいたします。 

 相談件数につきましては、今年の２月末にお

いて、相談件数５３５件となっております。 

 内容につきましては、保育所や幼稚園等への

入所についての手続の方法でありますとか、ま

たは、そのほかのですね、支援サービスについ

て利用の方法についてのお尋ね、それと、個々

の子育てに係るですね、御苦労だったりとかの

相談になります。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

 ほかに質疑ございませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） １ついいですか。通常

の業務に加えてですね、災害関連の手当てとい

うのが増えて、なかなか大変なんですが、十分

なケアをですね、手当てをいただきますよう

に、お願いをいたします。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ございま

せんか。 

○委員（古嶋津義君） 間もなく、新型コロナ

ウイルスのワクチン事業が始まりますが、１６

歳以上ということになっておりますので、特に

１６歳以下の子供に対しては、保育園とか学童

保育とかそういう場所にそういうケアもしてあ

るようでありますので、徹底して子供たちが感

染しないように心がけていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ございま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で、第款３・民生費についてを終了いたし

ます。 

 小会します。 

（午前１１時３１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３３分 本会） 

○委員長（西濵和博君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、歳出の第４款・衛生費について、健康
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福祉部から説明願います。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（永田理子

君） 皆様こんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）健康福祉部の永田でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（永田理子

君） それでは、文教福祉委員会付託分のう

ち、健康福祉部が所管します款４・衛生費につ

きまして御説明いたします。 

 令和３年度八代市一般会計予算書の７ページ

をお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算の歳出でございます

が、款４・衛生費で、３７億４５９４万２００

０円を計上しております。前年度と比較して、

１億１７２９万円の減額となっております。そ

のうち健康福祉部が所管いたしますのは、項

１・保健衛生費１７億６１０万７０００円のう

ちの１６億３６０１万５０００円で、前年度比

１億８２７０万１０００円の減額でございま

す。減額の主な理由は、昨年度病院費として計

上しておりました、市立病院の建物解体工事に

係る工事請負費分の減でございます。 

 それでは、歳出の内容を御説明します。 

 ７８ページをお願いいたします。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目１・保

健衛生総務費で、１２億４８５９万円を計上い

たしております。前年度に比べ、１７２万１０

００円の減額となっております。 

 説明欄の３つ目、千丁健康温泉センター管理

運営事業３６８４万１０００円は、温泉施設を

活用した入浴、休憩及び健康づくりの場の提供

を行い、市民の健康増進と福祉の向上を図るも

ので、燃料費９３９万５０００円、光熱水費３

７１万２０００円、温泉管理業務委託料１３４

６万２０００円が主なものです。次の、不妊治

療助成事業４４３万５０００円は、不妊治療を

受ける夫婦に対し、助成金を給付することによ

り、経済的負担の軽減を図り、安心して子供を

産み育てる環境づくりを推進するものです。不

妊治療については、本年１月１日以降に終了し

た特定不妊治療から、助成額の引上げや所得制

限の撤廃等、支援の拡充が実施されており、国

において、令和４年度からの保険適用が検討さ

れております。次の、妊産婦健康支援事業８０

０５万円は、安心して出産・育児ができるよ

う、母子健康手帳の交付や妊婦健康診査、保健

指導などを行うもので、１人当たり最大１４回

の妊婦健康診査に係る、熊本県医師会への委託

料７７２１万５０００円が主なものです。早産

のハイリスクの一因である感染症予防のため、

妊婦健診における膣分泌物細菌検査や妊婦歯科

健康診査も実施しており、低体重児の出生を予

防し、胎児の健全な発育を図っています。次

の、養育医療給付事業１１６６万４０００円

は、母子保健法に基づき、身体の発達が未熟な

まま産まれた子供が指定医療機関において入院

治療を受ける場合に、医療費の自己負担分を助

成するものです。次の、乳幼児健康支援事業２

１６２万５０００円は、母子の健康の保持・増

進を目的に、生後４か月までの全戸訪問事業、

４か月児、７か月児、１歳６か月児、３歳児の

それぞれの健診、こども発達相談などを行って

おり、八代市・郡医師会への健診委託料が主な

ものです。なお、本年度から３歳児健診に視力

検査機器を導入し、幼児の視力や斜視等の異常

を迅速、確実に発見し、早期治療につなげてお

ります。次の、こども医療費助成事業４億６７

４０万７０００円は、子供の疾病の早期治療を

促進し、その健康の保持と健全な育成及び子育

て支援を図るため、医療費の自己負担の全額を

助成するものです。なお、対象年齢は、高校３

年生相当の１８歳までとなっています。次の、

初期救急医療推進事業２４４９万６０００円

は、休日や夜間の突発的な疾患に対応するた
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め、休日在宅医当番制や夜間救急センターの診

療委託を行い、初期救急医療体制の充実を図る

ものです。次に、４つ飛びまして、健康増進事

業１億９８１万５０００円は、青壮年期からの

健康づくりや、がんなどの生活習慣病の早期発

見・早期治療を行うことにより、健康寿命を延

ばし、市民の健康増進を図るもので、生活習慣

病予防講演会の開催や、胃がん検診、肺がん・

結核検診のほか各種がん検診などを実施するも

ので、健康診査委託料７７２０万１０００円が

主なものです。次に、１つ飛びまして、フッ化

物洗口事業３８４万１０００円は、子供の歯の

質を強化し、生活の質の向上を図るため、県全

体の取組として保育園・幼稚園・小・中学校を

対象に実施しており、フッ化物洗口液を用いて

うがい等を行い、歯のエナメル質を強化し虫歯

予防を図るものです。１つ飛びまして、健康づ

くり応援ポイント事業７０万６０００円は、市

民の生活習慣病予防対策を目的として、市民が

楽しみながら継続して健康づくりに取り組むこ

とを推進するために、特定健診やがん検診など

の受診、健康づくりに関する講演会など、イベ

ントへの参加に対し、ポイントを付与し、目標

ポイント達成者に対し、参加賞及び抽せんで賞

品を贈呈するものです。次の、産後ケア事業６

３４万円は、産後初期段階の母子に対する支援

を強化し、産後鬱の予防や新生児の虐待予防を

図り、安心して子育てできる支援体制を確保す

ることを目的に、産後間もない産婦の心身の状

態を把握するための産婦健康診査を実施し、そ

の結果などから必要とされる産婦に対し、医療

機関への宿泊や助産師による訪問により、心身

のケアや育児サポートなどの支援を行うもので

す。なお、来年度からは、対象者をこれまでの

産後４か月未満から産後１年未満とし、里帰り

出産も対象に加えるなど、支援の範囲を拡充し

て実施する予定としています。次の、子育て世

代包括支援センター事業２９０万４０００円

は、妊産婦及び乳幼児の実情を把握し、妊娠・

出産・育児に関する各種相談に応じ、妊娠期か

ら子育て期にわたるまで切れ目のない支援を提

供するもので、助産師１名の人件費が主なもの

です。子育て世代包括支援センターは、昨年４

月に八代市保健センター内に設置しており、新

庁舎完成後には新庁舎内に移転する予定として

おります。次の、骨髄等移植ドナー助成事業１

４万円は、骨髄等提供者の経済的負担を軽減

し、骨髄等移植やドナー登録を推進することを

目的として、公益財団法人日本骨髄バンクが実

施する骨髄バンク事業において、骨髄等の提供

を完了した者に対し、提供に係る通院・入院及

び医師等との面接などに要した日数７日を上限

として、１日当たり２万円の助成を行うもので

す。次の、五家荘げんきドック事業１９１万３

０００円は、椎原診療所の医師や関係機関が協

力して、五家荘地区に在住する主に６５歳以上

の高齢者を対象に、運動器のスクリーニング検

査等を行い、早期からの介護予防に関する意識

啓発を行うものです。来年度は、対象となる住

民の筋肉量の増加や栄養状態の改善を目指し、

運動器のスクリーニング検査に加え、口腔機能

の評価や食事内容等の調査を行い、調査結果に

基づいた個別指導を行う予定としております。

なお、財源は、全額地域社会振興財団助成金と

なります。次の、新型コロナウイルス感染症対

策事業（本部事務）６３万４０００円は、新型

コロナウイルス感染症対策を目的とし、対策本

部会議の開催による協議、検討や住民への周

知、啓発等を行うもので、住民啓発用のチラシ

作成に係る印刷費が主なものです。 

 ７９ページをお願いします。 

 説明欄１つ目、水道施設補助金事業（豪雨災

害）７４２万５０００円は、集落や水道組合が

所有する飲料水供給施設において、令和２年７

月豪雨により被災した配水管や浄水施設等の復

旧に対して、その費用の一部を補助するもので
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す。次の、診療所特別会計への繰出金３１４８

万３０００円は、下岳・泉歯科診療所の運営に

係る不足分を繰り出すものです。次の、水道事

業会計への繰出金２７２０万円は、企業職員の

児童手当及び退職手当の一般会計負担分につい

て繰り出すものです。次の、簡易水道事業会計

への繰出金１億３９５０万円は、八代・坂本・

東陽・泉地区における簡易水道事業に対して、

職員の人件費や企業債償還金の一部を繰り出す

ものです。 

 ７８ページに戻りまして、財源内訳の特定財

源のうち、国県支出金５９７３万９０００円

は、こども医療費助成事業や不妊治療助成事業

に対する県支出金などで、また、その他２億１

９４０万２０００円は、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金や千丁健康温泉センター入館

料などでございます。 

 ７９ページをお願いします。 

 目２・予防費では、３億８７４２万５０００

円を計上いたしております。前年度に比べ、１

７１２万９０００円の増額となっております。

全額各種予防接種事業で、八代市・郡医師会等

への委託料３億８２４８万２０００円が主なも

のです。予防接種には、病気の発生及び集団で

の蔓延を防止するためのＡ類疾病予防接種とし

て、四種混合、麻疹風疹混合、日本脳炎など、

また、個人の病気の発病、重症化を防止するＢ

類疾病予防接種として、６５歳以上の高齢者に

対するインフルエンザ及び高齢者肺炎球菌など

があります。また、昨年度から実施しておりま

す風疹予防の追加的対策や、今年度から実施し

ている子供インフルエンザの任意予防接種につ

きましても実施予定としております。なお、新

規事業として、骨髄移植等の治療により、治療

前に接種した予防接種の効果が期待できないと

医師に判断された者に対し、感染症予防のた

め、再度任意で接種を行う費用の一部について

助成を行う予定としており、９万８０００円を

計上しております。 

 以上で健康福祉部所管分の衛生費の説明を終

わります。御審議のほど、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（西濵和博君） ありがとうございま

した。 

 ここで一旦小会します。 

（午前１１時４７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４８分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 それでは、以上の部分について質疑を行いま

す。質疑ございませんか。 

○委員（亀田英雄君） こども医療費助成事業

についてです。これは多分、たしか、あっです

よね、元年度の途中からだったですよね。去年

多分予算が通年になってたんでしょうけど、高

校生が増えたんは、まだ決算は見えとらんです

もんね。高校生になった部分で、どの程度その

中学生の部分から増えているのか、になったの

は想定されたのは、実際はその増えたのかです

ね。この積算根拠なんですけど、その辺を伺い

たいのと、財源は県の支出金等もあるという話

だったですけど、県の支出金はどこまでの部分

を反映するのかという点がです。 

 今、最後に、骨髄移植等の治療者向けの助成

金の９万８０００円という話だったですけど、

ちょっと少ないような気がすっとですけど、そ

の数、積算根拠もお知らせください。 

 以上です。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） お

答えいたします。 

 こども医療の高校生の実績で、医療費の実績

でございますが、令和元年１２月分から令和２

年１１月支払い分までの１２か月分におきまし

て、高校生分が、６１３５万２０００円となっ

ております。（委員亀田英雄君「ちょっと待っ

て、六千百……」と呼ぶ）１３５万２０００円
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と。あと、全体に占める割合といたしましては

１５.２％ということで、中学生と同程度とな

っております。（委員亀田英雄君「中学」と呼

ぶ）はい。それと、県支出金の範囲ですけれど

も、４歳未満児の医療費、それとまた、多子世

帯については、６歳までの医療費につきまして

が対象となっております。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） じゃあちょっと確認な

んですけれど、中学生・高校生っていうのはも

うその財源っていうのは自前って自前っていう

か、自主財源っていうところの解釈でよかです

かね。 

○理事兼こども未来課長（田中かおり君） は

い。そのようになります。（委員亀田英雄君

「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） では、次の質問。 

○健康推進課長（南 睦子君） お世話になり

ます。健康推進課の南でございます。 

 ９万８０００円の根拠といたしましては、現

在、小児がんの治療により骨髄移植をするため

に、医師から予防接種を再度勧めて受けるよう

にっていうような御相談があっておられるケー

スの方が、２年ぐらい前からお一人ございまし

て、その方のこれまでの予防接種の履歴からで

すね、積算して、９万８０００円ということで

計上しております。 

 なお、この造血幹細胞移植等による予防接種

の再接種費用の助成といたしましては、予防接

種を再度受ける場合にですね、要する費用の７

割を助成するっていうことで考えております。 

 以上です。（委員亀田英雄君「分かりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

 ほかに質疑ございませんか。 

○委員（古嶋津義君） ７８ページの産後ケア

事業ですが、令和３年度制度改正により対象者

が拡充をした、ただし八代市に住所を有する産

婦ということになっとります。里帰り出産は対

象外ということでありますが、ただその八代市

受託事業者以外、里帰り先などの市町村で産後

ケア事業宿泊型、訪問型を受託している医療機

関などにおいて利用した場合も対象となってい

ますが、詳しく説明を願いたいと思います。 

○健康推進課長（南 睦子君） 産後ケア事業

につきましては、母子保健法の一部を改正する

法律の施行が令和３年４月１日からっていうこ

とで予定されておりまして、対象者が産後１年

までに拡大するものとなっております。 

 現在、八代市でも、対象者につきましては、

八代市に住所を有する生後４か月未満の産婦及

びその乳児で、産後に心身の機能回復に不安が

あり保健指導が必要な方とか、育児について不

安が強く保健指導が必要な方、家族等から十分

な支援が得られない方っていう全てに該当する

方が対象となっておりましたけれども、拡充後

はですね、八代市に住所を有する産後１年を経

過しない産婦及びその、先ほど言いましたとこ

ろの全てではなくっていずれかに該当する者っ

ていうふうに、対象者が拡大されたところでご

ざいます。 

 里帰りの利用につきましては、里帰り先で産

後ケア事業を実施されている自治体におきまし

て利用された場合に、扶助費っていうあの償還

払いでですね、支払いをすることと予定してお

ります。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 古嶋委員、いいです

か。 

○委員（古嶋津義君） もう１点ですが、千丁

の健康温泉センター管理運営事業であります

が、私、風呂には入らんとですが千丁支所によ

く行きますので、しょっちゅう修理をされてお

ります。今度壊れたらもう閉館ということを聞

いとりますが、いかがなんですか。 

○委員長（西濵和博君） どなたが答えられま
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すか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） お

答えいたします。 

 現在、入館者数も多い状況でもあると。若干

減ってきてるんですけども。この施設自体の設

置目的が、市民の健康保持及び増進を図るとい

うふうになっております。そのことから、まだ

一定の役割を果たしよるんじゃなかろうかと思

ってますんで、今後も、いろんな経費とか節減

に努めてですね、事業を継続していきたいとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 設立の趣旨は私も十分

に分かっとですが、修繕代とずっと兼ね合わせ

ていけば果たして必要な施設かなと。今後です

よ、やっぱ、その自治体としてはちょっとスリ

ム化を図っていかなければならない部分もあり

ますので、民間にでけるものは民間にさせたほ

うがいいんじゃないかなという持論がありまし

たので、申し上げさせていただきました。 

 ただ、今、野田課長のお答えとですね、私の

は、どっかで正式に聞いた言葉でありますの

で、その辺のところもう１回、調べとってくだ

さい。千丁支所だったかな、どっかでその辺聞

きましたので。 

○委員長（西濵和博君） 今の答弁必要です

か。御意見としてよろしいですか。 

○委員（古嶋津義君） はい、はい。 

○委員長（西濵和博君） じゃあ意見として。 

 ほかにございませんか。 

○委員（百田 隆君） 千丁のそのところの話

ですけど、この委託料は１３４６万かけよると

いう話ですね。これはもう、同じ業者がずっと

やってるんですか。 

○健康福祉政策課千丁健康福祉地域事務所長

（吉田幸生君） 千丁健康福祉事務所の吉田で

ございます。 

 現在、長期継続契約で、３年、３年前の６月

から、この令和３年度の５月までの３年の契約

でやってございます。契約に当たりましては、

入札をいたしまして、そこで落札した業者がや

ってるということになっております。 

 今の御質問ですけれども、そういう正規の手

続はやってはおりますけれども、入札で落札し

てる業者は、結構長い期間落札はしてございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（西濵和博君） よろしいです。 

 ほかに質疑ございませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で、第４款・衛生費についてを終了いたし

ます。 

 小会します。 

（午前１１時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５９分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 それでは、午前中の審査をここで終了し、し

ばらく休憩いたします。午後は１３時ちょうど

から再開いたします。 

（午前１１時５９分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 休憩前に引き続き、文教福祉委員会を再開い

たします。 

 歳出の第９款・教育費について、教育部から

説明願います。 

○教育部総括審議員兼次長（松岡 猛君） 皆

さんこんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ
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り）教育部次長の松岡でございます。よろしく

お願いします。 

 令和３年度教育部所管の当初予算の審議に先

立ちまして、予算の総括について御説明をさせ

ていただきます。 

 着座にて失礼いたします。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○教育部総括審議員兼次長（松岡 猛君） ま

ず、予算規模でございますが、教育部所管の当

初予算額は、３３億５６７６万円で、前年度の

３４億９０２６万８０００円に対しまして、１

億３３５０万８０００円の減、３.８％のマイ

ナスとなっております。 

 次に、令和３年度の予算に関する教育部の基

本的な考え方でございますが、第２次八代市総

合計画に基づく八代市重点戦略において、６つ

の重点戦略を掲げており、そのうち教育部に関

連する戦略と、第２期八代市教育振興基本計画

に掲げる、子どもたち一人一人の生きる力を育

む、学校・幼稚園の教育力を高めるなど５つの

基本目標の実現に向けて、１、学校・幼稚園教

育の充実、２、教育環境の充実、３、いじめ、

不登校対策の充実、４、学校・家庭・地域の協

働などを推進するための予算を計上しておりま

す。また、令和３年度において、八代市として

最優先に取り組むこととしております、新型コ

ロナウイルス感染症対策及び令和２年７月豪雨

における教育部関連経費についても計上を行っ

ております。 

 それでは、令和３年度の主な事業を御説明い

たします。 

 まず、学校・幼稚園教育の充実では、中学校

の教科書改訂に合わせまして、国語・社会・数

学・理科・英語の５教科のデジタル教科書を導

入し、さらなる授業の改善を図ります。加え

て、これまでと同様に、英語検定受験料の一部

の補助や、英語指導助手――ＡＬＴ１２名及び

小学校へ英語支援員３名を配置し、グローバル

な人材育成に努めます。また、ＧＩＧＡスクー

ル構想の実現に向けたＩＣＴ環境の急激な変化

に対応する、ソフト面での取組として、ＩＣＴ

を活用した指導方法や全体方針の策定などにつ

いて、有識者による専門的な助言や研修を行

う、ＩＣＴ教育推進アドバイザー事業を新たに

実施します。このほか、ＩＣＴ授業サポーター

を現行の４名体制から８名体制に増員いたしま

して、学校現場におけるＩＣＴ教育のさらなる

充実を図ります。 

 次に、教育環境の充実では、まず１点目、非

構造部材耐震化の推進です。令和元年度に体育

館や武道場の非構造部材の耐震化が完了しまし

たことから、２年度から、校舎の非構造部材、

天井や外壁等の落下防止対策を推進していま

す。３年度は、小学校４校、中学校１校におい

て、外壁の劣化及び損傷の点検調査を行いま

す。２点目は、学校等施設整備事業です。幼稚

園、学校施設において、安全で快適な教育環境

を提供するため、緊急対応が必要な工事や修繕

などの機能維持及び向上のための施設整備を行

います。３点目は、博物館特別展覧会事業で

す。２年度は、新型コロナウイルス対策のた

め、特別展覧会は冬だけしか開催ができません

でしたが、３年度は博物館開館３０周年という

記念すべき年であり、春・夏・秋・冬・全ての

特別展覧会を、開館３０周年記念事業として、

これまで以上に力を入れて実施し、魅力あふれ

る芸術作品や文化財との出会いの場を提供しま

す。 

 次に、いじめ、不登校対策の充実でございま

すが、本市でも不登校の児童・生徒が毎年増加

傾向にあり、適応指導教室くま川教室への通級

者も増加傾向にあります。さらに、特性を持っ

た通級生への個別指導の機会も増えつつありま

す。このため、昨年度、くま川教室の指導員を

２名増員するとともに、教育サポートセンター

の相談体制の充実を図りました。３年度も、充
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実したスタッフにより、学校や保護者等と連携

しまして、該当する児童生徒に寄り添って積極

的に支援を行ってまいります。 

 次に、学校・家庭・地域の協働でございま

す。地域の教育力の低下や学校が抱える課題

を、地域と学校が連携して解決を図るため、地

域全体で未来を担う子供たちを支える地域学校

協働活動を推進するとともに、学校に設置され

るコミュニティー・スクールとの連携を図り、

地域住民や保護者の皆様の学校運営への参画を

推進しているところでございます。２年度にお

ける地域学校協働活動実施校は２０校でした

が、３年度は３９校に拡充し、八代市全体とし

ての効果の促進を図り、社会に開かれた教育課

程の実現と教職員の働き方改革につなげてまい

ります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、特別支援学校のスクールバスを朝・夕それ

ぞれ２便ずつ増便し、児童・生徒の登下校時の

感染予防を図ります。また、学校・幼稚園で使

用する消毒液等を購入し、教育現場における感

染防止に努めます。 

 最後に、令和２年７月豪雨関連として、災害

により経済的に困窮されている世帯に対し、学

用品や給食費の補助を行います。また、豪雨災

害によるＪＲの不通により、通学手段がなくな

った坂本中学校の生徒を対象に、スクールバス

を増便し通学を支援します。 

 以上が令和３年度教育部所管の当初予算につ

いての概要でございます。具体的な事業につき

ましては、和久田教育部次長から御説明を申し

上げます。 

 令和３年度も、教育部一丸となって、八代市

重点戦略に掲げられた事業や、第２期八代市教

育振興基本計画の具体的な施策を着実に推進す

ることにより、学力向上をはじめ、子供たちの

生きる力の育成、地域の教育力の向上、生涯を

通じた学習活動の推進等を図ってまいります。

文教福祉委員会委員の皆様におかれましては、

御理解と御支援をお願い申し上げまして、総括

とさせていただきます。どうぞ、よろしくお願

いします。 

○教育部次長（和久田敬史君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 議案第５号・令和３年度八代市一般会計予算

のうち、教育部に関係する予算の概要につきま

して、着座にて説明をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○教育部次長（和久田敬史君） 一般会計予算

書の、８ページをお願いいたします。 

 まず、第１表、歳入歳出予算書の歳出の、第

９款・教育費について説明をいたします。 

 経済文化交流部所管分も含めまして、教育費

総額として、４１億４９３１万３０００円を計

上しております。一般会計予算全体に占める割

合は、６.２％となっております。項別の内訳

といたしましては、項１・教育総務費に、前年

度比マイナス５３８８万４０００円の５億９９

２０万４０００円、項２・小学校費に、マイナ

ス１億９７５万７０００円の６億９７１２万３

０００円、項３・中学校費に、プラス４６３６

万３０００円の６億１６８７万１０００円、項

４・特別支援学校費に、プラス２４８万４００

０円の７５２１万５０００円、項５・幼稚園費

に、マイナス５４０万３０００円の１億９９６

３万円、項６・学校給食費に、マイナス４３４

万９０００円の６億３２０８万３０００円、項

７・社会教育費は、マイナス４億７７３１万９

０００円の９億８３６万８０００円をそれぞれ

計上しております。なお、社会教育費のうち、

教育部所管分は、マイナス８９６万２０００円

の５億３６６３万４０００円でございます。 

 次に、１６ページをお願いいたします。 

 歳出の第９款・教育費でございますが、４１

億４９３１万３０００円で、前年度と比較して
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５億３６８万１０００円の減となっておりま

す。そのうち教育部所管分は３３億５６７６万

円で、前年度比１億３３５０万８０００円の減

となっております。教育部所管分の減額の主な

理由でございますが、教育施設課から営繕課へ

の事務移管などに伴う職員の人件費７４８６万

７０００円、小学校における教師用教科書及び

指導書購入費６３７９万４０００円及びデジタ

ル教科書購入費２６４９万１０００円の減額な

どによるものでございます。表の右側の財源内

訳につきましては、多種にわたるため、歳出予

算の目別説明の際に主なものについて説明をさ

せていただきます。 

 それでは、歳出につきまして説明いたしま

す。 

 １０５ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項１・教育総務費、目１・教

育委員会費では、教育委員関係事務事業に、前

年度比６万３０００円減額の３２７万４０００

円を計上いたしております。 

 主なものは、教育委員４人分の報酬でござい

ます。 

 次、１０６ページをお願いいたします。 

 目２・事務局費では、前年度比５５８６万６

０００円減額の、４億７０１５万７０００円を

計上しております。 

 特定財源の、その他１９２０万５０００円

は、ＩＣＴ授業サポート事業のふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金１５３１万２０００

円、奨学資金貸付金元利収入２８２万５０００

円と、八代市学校・子ども応援基金への教育振

興費寄附金１００万円が主なものでございま

す。 

 主な事業について説明いたします。右側の説

明欄上から１３番目、真ん中よりちょっと下に

なりますＩＣＴ授業サポート事業に、３１５０

万９０００円を計上いたしております。児童・

生徒への１人１台のタブレット端末整備が終了

し、ＩＣＴ機器を活用した教材作成や授業サポ

ートに重点を置くことにより、児童・生徒の学

習意欲喚起、学力向上につなげるものです。令

和３年度のＩＣＴ授業サポーターは４人から８

人体制に増員し、教職員の学習指導能力への向

上へ、さらなる支援を行います。また、新たな

取組として、有識者による教職員へのＩＣＴ機

器を活用した指導方法や、ＩＣＴ活用計画の全

体方針策定に関して、助言・指導を行っていた

だく、ＩＣＴ教育推進アドバイザー事業を実施

する予定でございます。１つ飛びまして、校務

支援推進事業は、統合型校務支援システムを活

用し、学校における各種業務の電子化・効率化

を図り、教職員の児童・生徒と向き合う時間を

確保し、より質の高い教育の実現につなげるも

のでございます。令和２年度から本稼働とな

り、２年目となります。予算額２３６７万１０

００円は、システム使用料でございます。１つ

飛びまして、八代市学校・子ども教育応援基金

事業は、八代の未来を担う子供たちの学びを地

域と共に支えるため、広く市内外に寄附を募

り、寄附金などを財源に、児童・生徒の学力向

上のための事業等を展開するものでございま

す。予算額１０２万７０００円は、基金への積

立金９４万２０００円のほか、基金の周知を図

り寄附金を広く募るための、周知用リーフレッ

ト作成及び配付経費８万５０００円でございま

す。なお、３年度はこの基金から１５２万９０

００円を取り崩しまして、英語の学力向上やＩ

ＣＴ教育推進など５事業を実施する予定でござ

います。 

 続きまして、目３・教育サポートセンター費

では、前年度比１３２万１０００円増額の、４

０８５万７０００円を計上しております。 

 主な事業について説明します。説明欄３番目

の、教育サポート事業５０６万１０００円は、

教職経験豊かで実践的な指導力が高い退職教員

を配置し、学力向上及び授業づくり、学級づく
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りの改善等に関する支援や、学校経営の質の向

上などに必要な支援、採用２年目の教職員のサ

ポートなどに対応するもので、教育サポーター

２名の人件費が主なものでございます。 

 １０７ページをお願いします。 

 上から３番目の、特別支援教育相談事業４５

７万８０００円は、特別支援教育アドバイザー

２名を配置し、教職員や保護者からの特別支援

教育に関する悩み、相談に対して、それぞれの

ケースに応じた必要な支援内容及び方法につい

て、適切なアドバイスを行うための経費で、ア

ドバイザーの人件費が主なものでございます。 

 次に、目４・特別支援教育推進費では、特別

支援教育推進事業に、障害のある児童・生徒の

教育的ニーズに応じた就学指導を行う、就学指

導委員会に要する経費などとして、前年度比９

万９０００円減額の、１５８万２０００円を計

上しています。 

 次に、目５・学校保健費ですが、前年度比８

２万３０００円増の、８３３３万４０００円を

計上しております。 

 特定財源の、国県支出金１６７万５０００円

は、学校保健特別対策事業費補助金１５８万６

０００円が主なものです。その他は、スポーツ

振興センター災害共済加入に伴う、保護者負担

金３４１万円などでございます。 

 主な事業について説明します。説明欄６番目

の、小・中・特・幼健康診断事業６０３２万３

０００円は、学校保健安全法に基づき、学校

医・学校歯科医の指導と協力を得て、児童・生

徒・幼児及び学校職員の健康診断を行うもので

す。予算の主なものは、学校医・学校歯科医へ

の報酬３７８８万７０００円と、医師会等への

健康診断などの委託料２００８万４０００円で

ございます。 

 次、１０８ページをお願いします。 

 項２・小学校費、目１・学校管理費ですが、

４億４７６３万６０００円を計上しておりま

す。前年度比９５０万６０００円の減で、減額

の主な理由は、空調に係る電気、ガスの実績に

基づく積算による減額と、電力の一括入札によ

る電気料の減額が主なものでございます。 

 特定財源の国県支出金は、小学校通学関係事

業の、スクールバス運行経費に対する被災児童

生徒就学援助事業補助金２６７万８０００円で

す。地方債６８４０万円は、同じくスクールバ

ス購入経費に充てる過疎債８５０万円、施設整

備事業に充てる合併特例債５０９０万円及び過

疎債９００万円などでございます。その他の主

なものは、小学校体育館使用料の２４３万３０

００円でございます。 

 主な事業について説明します。説明欄４番

目、小学校通学関係事業５３８５万４０００円

は、児童の遠距離通学支援のためのスクールバ

ス運行経費などです。事業費内訳の主なものと

しましては、スクールバス運行経費４５２１万

３０００円のほか、スクールバス１台の購入費

８５６万４０００円などでございます。次の、

小学校施設整備事業は、小学校２４校について

安全で快適な教育環境を提供するために必要

な、修繕や整備を行うものでございます。事業

費９２４３万６０００円の内訳でございます

が、主なものは、代陽小学校防火設備改修工事

２００万、植柳小学校管理棟軒先爆裂補修７８

８万１０００円、八千把小学校特別教室棟防火

設備改修工事４７９万４０００円、宮地小学校

ろ過機取替工事１１３７万６０００円、麦島小

学校普通教室棟屋上防水改修工事１８００万

円、千丁小学校プールサイド、フェンス改修工

事６９８万３０００円、泉第八小学校スロープ

設置工事９００万円などでございます。次の、

小学校非構造部材耐震化事業は、地震時におけ

る児童等の安全及び災害時の避難所機能を確保

するため、落下防止対策の耐震化を図るもので

ございます。近年、非構造部材である外壁の落

下事故が相次いでおりますことから、地震時だ
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けではなく、劣化による落下事故を防ぐため、

令和２年度から外壁の点検調査を行っておりま

す。事業費１６４４万３０００円は、小学校４

校の外壁点検調査業務委託料でございます。 

 次に、目２・教育振興費でございますが、前

年度比９１２２万２０００円減額の、２億４９

４８万７０００円を計上しております。減額の

主な理由は、教科書採択に伴う教師用教科書及

び指導書の購入費６３７９万４０００円、３教

科のデジタル教科書の購入費２６４９万１００

０円がなくなったためでございます。 

 特定財源の、国県支出金８１７万円は、特別

支援教育就学奨励費国補助金４０８万９０００

円、理科教育設備整備費等国補助金１２５万

円、水俣に学ぶ肥後っ子教室県補助金１６７万

５０００円が主なものです。その他、３９９８

万６０００円は、タブレットパソコンのシステ

ムリースに対する、ふるさと八代元気づくり応

援基金繰入金３７５９万２０００円、水俣に学

ぶ肥後っ子教室実費徴収金１６７万６０００円

が主なものでございます。 

 主な事業について説明いたします。上から４

番目、学校支援職員配置事業（小学校）６５４

８万６０００円は、学校支援職員に対する人件

費が主なものでございます。本市では、より個

に応じたきめ細かな教育を推進し、子供たちの

自己実現に向け生きる力を育んでいくことを目

的に、小・中・特別支援学校・幼稚園に学校支

援職員を配置しております。３年度は、特別支

援教育支援員を前年度より１人多い４５人、学

校図書館支援員を前年同じく１８人、英語支援

員を前年同じ３人、配置予定としております。

次の、学校教材充実事業（小学校）は、確かな

学力定着のため、知能テストや標準学力検査を

実施しますとともに、教師用教科書や指導書の

整備を進めるもので、８４３万５０００円を計

上しております。主な内容は、学力の実態を捉

え、指導での効果を把握するための知能テスト

及び標準学力検査委託料６８０万７０００円で

ございます。２つ飛びまして、要保護・準要保

護就学援助事業（小学校）３４４５万９０００

円は、経済的な理由により就学困難な児童の保

護者及び特別支援学級に就学する児童の保護者

の、経済的負担を軽減するためのもので、国の

基準に基づき、学用品費・医療費等について援

助を行うものです。３年度は、要保護３０人、

準要保護９１７人、特別支援２６２人の対象者

を見込んでおります。 

 １０９ページをお願いいたします。 

 上から３番目、パソコン教育推進事業（小学

校）は、児童にパソコン等の情報機器に接する

機会を提供し、基本操作の習得、学習への活用

などのためＩＣＴ環境の整備を行うもので、１

億９９７万円を計上しております。内訳としま

しては、小学校のタブレットパソコンのリース

料７５１８万４０００円、タブレットパソコン

の保守料３２８０万６０００円などでございま

す。 

 次に、項３・中学校費、目１・学校管理費

に、前年度比１０３２万４０００円減額の２億

８９８７万４０００円を計上しております。減

額の主な理由は、空調に係る電気、ガスの実績

に基づく積算による減額と、電力の一括入札に

よる電気料の減額が主なものでございます。 

 特定財源の、国県支出金は、寄宿舎管理事業

に対するへき地児童生徒援助費等国補助金５５

万７０００円で、地方債は、中学校施設整備事

業に充てる合併特例債５７８０万円です。その

他の主なものは、中学校体育館使用料１４０万

２０００円でございます。 

 主な事業について説明します。説明欄４番

目、中学校通学関係事業は、児童生徒の遠距離

通学に対して支援を行うもので、１００３万１

０００円を計上しております。また、新たに、

豪雨災害によりＪＲが不通になったことなどに

伴い、通学手段がなくなった坂本中学校の生徒
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に対する支援として、スクールバス送迎委託料

１７３万３０００円を計上いたしております。

２つ飛ばしまして、中学校施設整備事業は、中

学校１５校の施設整備として８５９３万８００

０円を計上しております。内訳といたしまして

は、一般修繕などの経費として２０４５万８０

００円、工事請負費として６４３６万円で、主

なものは、第一中学校技術室改修工事２８６７

万７０００円、第一中学校プールろ過機更新８

９６万４０００円、鏡中学校体育館２階床改修

工事９５７万５０００円、第三中学校難聴教室

整備工事５８９万５０００円などです。次の、

中学校非構造部材耐震化事業は、先ほど小学校

の事業で説明いたしましたとおり、劣化による

落下事故を防ぐための外壁点検調査業務委託料

として、５２５万７０００円を計上しており、

第四中学校を予定しております。 

 １１０ページをお願いします。 

 目２・教育振興費に、前年度比６２４７万２

０００円増額の、３億２６９９万７０００円を

計上しております。増額の主な理由は、学校教

材充実事業の４３７５万４０００円の増と、パ

ソコン教育推進事業の１０２１万９０００円の

増額などでございます。 

 特定財源の、国県支出金４５５万３０００円

は、特別支援教育就学奨励費国補助金２３８万

９０００円、理科教育設備整備費等国補助金１

２５万円が主なもので、その他の財源６１１５

万７０００円の主なものは、外国青年英語指導

助手有料宿舎の使用料４７２万５０００円のほ

か、タブレットパソコンのシステムリース料及

びデジタル教科書購入に対するふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金５５０１万４０００円

でございます。 

 主な事業について説明します。上から２つ

目、学校支援職員配置事業（中学校）は、３１

６６万１０００円は、学校支援職員に対する人

件費が主なものでございます。３年度は、特別

支援教育支援員が前年同じく１９人、学校図書

館支援員が前年同様の７人、生徒指導支援員は

１名増員の７人配置をする予定でございます。

次の、学校教材充実事業（中学校）は、５３６

９万８０００円は、今回、中学校の教科書採択

に合わせ、全１６種類の教師用教科書及び指導

書の購入２７６５万１０００円や、受験科目で

ある国語・社会・数学・理科・英語の５教科全

てのデジタル教科書の導入経費１７７３万８０

００円が主なものでございます。１つ飛びまし

て、語学指導外国青年招致事業６０４３万７０

００円は、外国青年英語指導助手――ＡＬＴを

学校や幼稚園に派遣し、異国文化の紹介や会話

などにより、子供たちが英語に慣れ親しむため

の活動に従事させるものです。事業費の内訳

は、ＡＬＴ１２人の報酬、社会保険料及び住宅

借上料が主なものでございます。次の、不登校

児童・生徒の適応指導事業は、不登校状態にあ

る児童・生徒に対して、適応指導教室くま川教

室を開設し、専任の指導員により教育相談や学

習指導、自然体験的活動を実施し、学校復帰を

支援するとともに、社会的な自立を促すことを

目的に実施するもので、１５５７万円を計上し

ております。３年度も、通級する児童・生徒の

増加に対応するため、指導員１０人体制で対応

することといたしております。 

 予算の主なものは、指導員１０人分の人件費

９７０万９０００円、空調機設置工事４１６万

５０００円などでございます。２つ飛びまし

て、要保護・準要保護就学援助事業（中学校）

に、４５９５万８０００円を計上しておりま

す。３年度は、要保護１７人、準要保護５６２

人、特別支援８８人の対象者を見込んでおりま

す。１つ飛びまして、パソコン教育推進事業

（中学校）に、８５０６万４０００円を計上し

ております。内訳としましては、中学校のタブ

レットパソコンのリース料７４５５万２０００

円、タブレットパソコン保守料１０３５万８０
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００円などでございます。 

 １１１ページをお願いします。 

 項４・特別支援学校費、目１・学校管理費

に、前年度比１４２万８０００円増の、５２１

０万９０００円を計上しております。 

 説明欄の４番目、特別支援学校通学関係事業

３７４３万８０００円は、スクールバス５台の

運行経費２５５１万４０００円と、新型コロナ

ウイルス感染症対策として、児童・生徒の登下

校時の感染症予防を図るため、スクールバスを

朝夕それぞれ２便ずつ増便する経費１１９２万

４０００円が主なものでございます。 

 １１２ページをお願いします。 

 目２・教育振興費に、前年度比１０５万６０

００円増の、２３１０万６０００円を計上して

おります。 

 説明欄１番目の、学校支援職員配置事業（特

別支援事業）１８０６万８０００円は、より個

に応じたきめ細かな教育と医療的ケアを行うた

め、特別支援教育支援員及び看護師を配置し、

これに要する人件費です。３年度は、特別支援

教育支援員５人、看護師も同数の５人でござい

ます。 

 下段の、項５・幼稚園費、目１・幼稚園費で

ございます。前年度比５４０万３０００円減

の、１億９９６３万円を計上しております。減

額の主な理由は、幼稚園管理運営事業１９０万

５０００円の減額と、幼稚園施設整備事業の２

３０万円の減などによるものでございます。 

 主な事業について説明いたします。 

 １１３ページをお願いします。 

 一番上の、学校支援職員配置事業（幼稚園）

の６８３万７０００円は、園児の安全・安心な

園生活を支えるとともに、個人のニーズに応じ

た教育活動を推進するための、幼稚園保育支援

員６人の人件費です。預かり保育について、令

和３年度から、平日に加え夏季休業中にも実施

することとしております。 

 次に、ページ下段、項６・学校給食費、目

１・学校給食費です。前年度比４３４万９００

０円の減で、６億３２０８万３０００円を計上

しております。 

 特定財源の、国県支出金７２万６０００円

は、児童生徒就学援助事業補助金、地方債１６

６０万円は、単独調理校のスポットエアコンに

伴う合併特例債３２０万円と、南部給食センタ

ーの屋根修理などに伴う合併特例債１３４０万

円、その他は、南部給食センターの配送車購入

に対する、ふるさと八代元気づくり応援基金繰

入金５５０万円が主なものでございます。 

 主な事業について説明します。説明欄一番下

の、準要保護就学援助事業７３４２万２０００

円は、経済的理由などにより学校給食費の支払

いが困難な児童・生徒の保護者に対し、給食費

の全額を援助し、経済的な支援を行うもので、

小学校９５０人分の４２５０万４０００円、中

学校５９３人分の３０９１万８０００円を見込

んでおります。 

 １１４ページをお願いします。 

 説明欄２番目の、公益財団法人学校給食会運

営補助金事業２億９９２１万８０００円は、麦

島、南部、西部及び中部学校給食センターの４

つのセンターと代陽小学校で、１日約８２００

食の給食の調理及び配送などを行う、八代市学

校給食会への運営補助金で、正職員５２人及び

非常勤職員３人、臨時職員４４人、計９９人分

の人件費相当分２億８６１１万７０００円が主

な補助対象となっております。 

 続きまして下段の、項７・社会教育費、目

１・社会教育総務費です。前年度比１４２６万

円増の、１億３２８１万３０００円を計上して

おります。増額の主な理由は、予算費目変更に

よる職員の人件費６２６万８０００円、学校・

家庭・地域の連携協力推進事業の２８３万１０

００円の増額によるものです。 

 特定財源の、国県支出金は、学校・家庭・地
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域の連携協力推進事業県補助金４３６万５００

０円で、地方債５８０万円は、西宮・上日置集

会所屋上防水工事に伴う合併特例債、その他の

主なものは、社会教育センター使用料１０３万

４０００円、さかもと青少年センター使用料８

６万３０００円、八竜山自然公園使用料２８３

万１０００円でございます。 

 主な事業について説明します。 

 １１５ページをお願いします。 

 説明欄一番上の、学校・家庭・地域の連携協

力推進事業として、６５３万５０００円を計上

しております。八代市地域学校協働本部を立ち

上げ、各小中学校に地域学校協働活動推進員を

配置し、学校・家庭・地域の連携協力体制を強

化し、地域全体で子供たちの学びや成長を支え

る環境づくりを推進するものです。予算の主な

ものは、地域学校協働活動推進員などへの報償

費５９５万１０００円でございます。次の、社

会教育事業１１５０万１０００円の主なもの

は、社会教育指導員３人分の人件費４７７万５

０００円のほか、成人式開催経費２０３万８０

００円、八代市地域婦人会連絡協議会など、社

会教育団体の３団体への補助金１８５万１００

０円でございます。 

 続きまして、目２・公民館費です。前年度比

２０５８万４０００円の減額で、１億１６３３

万５０００円を計上しております。減額の主な

理由は、予算費目変更による人件費１７６２万

円の減によるものでございます。 

 特定財源の、その他の主なものは、公民館使

用料など５０５万５０００円でございます。 

 主な事業ですが、説明欄３番目の生涯学習推

進事業に、２３２万円を計上しております。内

訳は、世代別、地域別等の学習ニーズに応じた

体験型学習講座を開設する、おでかけ公民館講

座１１０万９０００円、家庭の教育力向上を目

的として開設する、家庭教育学級１９万円、講

演会や市民の皆さんの学習活動などの成果を発

表する、まなびフェスタ９６万円が主なもので

ございます。 

 １１６ページをお願いします。 

 下段の、目４・図書館費です。前年度比９５

６万減額の、１億４０６４万１０００円を計上

しております。減額の主な理由は、令和２年度

に実施した図書館本館屋根改修工事に関する経

費７７５万３０００円の減によるものです。 

 特定財源、その他８４万２０００円は、自動

販売機設置の使用料、坂田道男・道太文庫基金

活用が主なものでございます。 

 主な事業でございますが、図書館管理運営事

業１億４０６４万１０００円は、本館及び２分

館の指定管理に伴う委託料１億３３８６万１０

００円が主なものでございます。指定管理者は

ＴＲＣグループ共同企業体、指定管理期間は令

和２年４月１日から令和７年３月３１日までの

５年間となっています。 

 １１７ページをお願いします。 

 目５・博物館費です。前年度比６９１万８０

００円の増額で、１億４６８４万５０００円を

計上しております。増額の主な理由は、令和２

年度から管理係を設置したことに伴い、１名増

員に伴う人件費１０３９万４０００円の増によ

るものでございます。 

 特定財源、その他６０６万１０００円の主な

ものは、展示室観覧料４７７万２０００円、図

録販売収入８９万４０００円です。 

 主な事業について説明いたします。２番目

の、博物館管理運営一般事務事業に、５１８６

万３０００円を計上しております。内訳の主な

ものは、警備委託１６８２万７０００円、光熱

水費５８４万３０００円、受付案内業務委託５

１９万３０００円、清掃業務委託５４４万５０

００円、コントロール業務委託４９３万１００

０円などでございます。令和３年度は、入館者

の利便性向上及びインバウンド対策として、キ

ャッシュレス決済の導入を予定しているところ
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でございます。また、近隣に伝統芸能伝承館が

開館いたしますことから、相乗効果が見込める

ような検討を行っているところでございます。

上から６番目の、博物館特別展覧会事業では、

市民に優れた歴史資料や芸術作品を鑑賞する機

会を提供する、４回の特別展覧会を開催するた

めの経費、１３８６万６０００円を計上してお

ります。令和３年度は、博物館開館３０周年と

いう記念すべき年に当たり、全ての特別展を開

館３０周年記念事業として、これまで以上に力

を入れて実施する予定でございます。春は、昨

年度新型コロナウイルス感染症対策のため実施

できなかった、八代城主松井家の武器と武具を

改めて実施する予定です。一般財団法人松井文

庫の御協力により、松井家伝来の刀剣、甲冑な

どの武器、武具を紹介いたしますとともに、そ

れに関わる絵画や古文書なども紹介予定でござ

います。夏は、やつしろ美術動物園２といたし

まして、平成２０年度夏季特別展覧会にて開催

いたしました、やつしろ美術動物園の第二弾と

して、博物館や松井文庫の所蔵品から動物を主

題としました絵画や工芸品を紹介する予定でご

ざいます。秋は、様々な妙見信仰と八代（仮

称）と題しまして、妙見渡来伝承など八代と関

わりの深い妙見信仰について、全国各地に現存

する絵画、彫刻など重要文化財を含む名品及

び、開館以来３０年間の調査研究の成果を紹介

するものでございます。冬は、八代城と城下

町、水運と治水の要を探る（仮称）としまし

て、令和４年に八代城築城４００年を迎える八

代城と、身近にある球磨川の歴史と関連する文

化財について、理解や興味を高めてもらおうと

考えております。 

 以上が令和３年度教育部当初予算の概要でご

ざいます。御審議のほど、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ございません

か。 

○委員（亀田英雄君） まずもってですね、昨

年の坂本災害復興の対応に対しては、いろいろ

お世話になりました。感謝申し上げます。 

 その中ですが、一般質問でもあったんです

が、教育費は決算でも、次長が支援、御理解を

お願いしたいという、理解しとっとですが、理

解しとるから私も今これ一生懸命してるかと思

うとですよ。決算でも去年の予算の話でもした

ですけど、今年の予算は、膨らんどるけんがで

すね、１割っていう話はあるとでしょうばって

んが、それでも３.８％マイナスって、こっで

よかと思っとんなっとだろかと、強い言葉を投

げかけたい。どげん、どげんしたかったろかと

思うてからですたい。決算でも、その１割は確

保してくれていう話ば何遍となくすっとですば

ってんが、持ってきた予算は３.８％マイナス

って、よう言い切んなったもんだろうかと思っ

てからですね。 

 現場の声は、もう私は子供おらんけんが、現

場等の声はちょっと届きにくかっですが、私が

おったときも、学校は金なかですたいって、そ

の頃から大分そんな声を聞いておりましたよ。

そっでも、この３.８％マイナスで。 

 こん、この現状っていうのはどういうあれで

すか。金、予算ば抑えられとっとですかね。ど

げんしてそれ、何で取れんとかって、聞きた

い。答えれる範囲でよかけん、何で取らんとか

なと思いながらですたい。取れんとですか。 

○教育部総括審議員兼次長（松岡 猛君） 亀

田委員には大変御協力をいただいとる中で、こ

ういった事業費ということになりました。 

 今回は、新型コロナ感染症対策経費、また、

令和２年７月豪雨関連経費、そちらのほうの、

八代市として全体的に多額の経費を組まなけれ

ばいけないってところで、全体的に財政的には

厳しい査定を受けたところでございます。しか

しながら、関係課、関係係、必要な予算につい
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て、粘り強く財政当局に交渉いたしまして、も

ちろん１００点満点ではございません、ただ、

令和３年度における教育活動の推進、充実に向

けた、ある程度の予算は確保でき、御提案させ

ていただいてるというところで考えておりま

す。 

 また、当初予算と別に、先ほど御審議もいた

だきました３月補正予算で、学校の非構造部材

の経費も前倒しということで計上させていただ

きましたし、この当初予算の次に、補正・第１

号というところで、コロナ関連対策経費も計上

させていただきました。また、令和３年度中に

おきましても、国・県の補助金ですとか状況の

変化等により、さらなる補正予算の追加等をお

願いすることもあるかと思います。そういった

ことをトータルで、令和３年度の八代市の教育

行政を支えていきたいと思います。 

 委員さんの後押しによって、私たちもできる

限りの教育予算の確保に努めてまいりたいと思

います。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） 苦しか話ばさせて申し

訳なかっですが、必要最低限の予算は確保した

んだからということで受け取りたいというふう

に思うとですがね、ワクチン対策とかですよ、

今言いなった非構造部材というとは必要経費じ

ゃなかですか。教育の充実という面に、金ば突

っ込んでくれって、何回も言ったような気がし

ます。それがなければ、もっと割合低かっです

けんが、金額的に。それがあって、言えば、水

かさ、かさ増しして教育が増えとうごたるふう

ですよ。もっと教育的に、この教育の充実とい

う部分に金を、現場から上がってこんとですか

ね。現場からようけ上がってくっと思うとに

な。現場の声は届かんとか、何か知らんとです

ばってんが、もっと教育の充実という部分につ

いてですね、しっかり取り組んでいただければ

と思う。まあＩＣＴ教育も取り組みますけんで

すね、知っとるですばってんが、現場がまずそ

の辺でですね、うまくいくような配慮とかです

たい、やっぱそこら辺にしっかり金ば使ってい

かんと、いかんとと思うとですよ。 

 まあ、これ意見の部分になってしまってです

が、その辺にからですね、現場からもっと声は

上がってこんとかという部分についてちょっ

と、聞きたいと思いますが。予算要求なんかは

現場から上がってこんとですか。 

○教育部総括審議員兼次長（松岡 猛君） 現

場からは、いろいろな、こういったところに修

繕をしてほしいとか、向上してほしい、こうい

った予算をもう少し拡充してほしいとか、そう

いう声については、もちろんたくさん上がって

おります。何回も言いますけれども、なかな

か、それに全部要求をしてもなかなかそれが

今、認められないというところもございます。 

 この問題につきましては、宮田部長と私につ

きましては、今年で定年退職ということで退職

しますけれども、次の部次長さんたち、しっか

り引継ぎを行いまして、引き続き充実を図れる

予算が要求できるようにというところで、取組

をしてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） まあ、次長、お気持ち

は十分いただいております。だけど、そのいろ

んな事情のしわ寄せでですね、そんときの子供

が十分な教育を受けられんというとはですね、

やっぱいかんこっですけんが、教育委員会とし

てのそれは十分、気持ちを十分発揮されてです

ね、次につなげていただきたいと。その、大型

事業のあったけんが、教育の予算が足らんとと

いうとは言えないことですよ。そんときの子供

たちにそれはもう失礼な話ですけんが。その辺

は用心されてですね、引継ぎをお願いしたいと

思います。 

 すみません、意見になってしまって申し訳な

かったですが、中身についてちょっと伺いたい
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と思います。 

 そのマイナスの部分で、社会教育費が４億円

マイナスだったというとがちょっと引っかかっ

たんですが、原因とその中身についてお知らせ

ください。何ページだったか分からんなった、

メモしたばっか……。 

○教育部次長（和久田敬史君） 社会教育費に

つきましては、４億７７３１万９０００円の減

額というふうになっております。 

 教育費の所管分はですね、８９６万しかマイ

ナスでございませんで、ここの主なマイナス

は、伝統芸能伝承館の建設費の分が、来年度は

なくなりますので、その分大きく減額になって

いるというような状況だと思います。 

○委員（亀田英雄君） 分かりました。分かり

ました。何かマイナスばっかり目につくもんで

すけん。 

 あの、あと１つちょっとあっですが、いじ

め、いじめ、不登校。ちょっと幅が広くなって

申し訳ない。いじめ対策は、子供さんがちょっ

と増加しているという話だったですが、――い

じめというか不登校ですね。（教育部次長和久

田敬司君「不登校ですね、はい」と呼ぶ）どの

くらい増加されとっとか、そっでくま川教室に

来られる人は、よっぽどよかっじゃなかろうか

なと推測すっとですが、その不登校は全体でど

のくらいおって、どのくらいの子供がここに来

られるのかということが分かれば、ちょっと教

えていただければ。 

○委員長（西濵和博君） サポートセンターで

すか。 

○教育サポートセンター所長（入佐正夫君） 

 失礼いたします。教育サポートセンター所長

の入佐と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 議員お尋ねのですね、不登校数につきまし

て、今、令和２年度の１月末までは、２１８名

の不登校数になっております。昨年度、同じ１

月と比較しますと、２１６ですので、ほぼ同数

というふうな形になっております。 

 また、くま川教室――適応指導教室ですけれ

ども、今、現在、延べ３０名が通級をしている

ところです。昨年度は３６名の通級生があって

おりますので、数的にはほぼ同数という感じで

すけれども、毎年３０名ぐらいの通級生が来て

いるというような状況にございます。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに……。 

○委員（亀田英雄君） もう１点いいですか。 

 分かりました。このいじめ、不登校も、大変

ですけんが、よく、いいように対応していただ

ければと思います。 

 教育振興費が約１億円減額ですよね、これま

た。１０８ページです。何か購入費がなくなっ

たっていう話なんですが。（｢学校の教科書、

教師用の……」と呼ぶ者あり）教育委員会の購

入費がなくなったという話なんですが、じゃあ

逆にそれだけ使ったんじゃろうかなと、なぜな

くなった、そのなくなった原因っていうともお

知らせください。 

○教育部次長（和久田敬史君） 昨年度が小学

校の教科書の改訂の時期だったもんですから、

それに合わせて、教師用の教科書とデジタル教

科書を３教科分購入したと。（委員亀田英雄君

「昨年が多かったんか」と呼ぶ）昨年度は小学

校の改訂で、来年度は中学校の改訂で、その分

の教師用の教科書とデジタル教科書を購入した

というような形でございます。（委員亀田英雄

君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

 ほかに質疑。 

○委員（古嶋津義君） 亀田委員の関連ですば

ってん、サポート教室ですが、前の所長は四中
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の校長先生だったですか。 

○教育サポートセンター所長（入佐正夫君） 

 失礼いたします。 

 はい。今、今年度から、はい、四中の校長を

しております。 

○委員（古嶋津義君） 聞いた話ですと、その

施設が、あそこは古くて狭いという話聞きまし

たが、その辺のその予算要求とかは、何もなっ

てさしてしてございませんか。 

○教育サポートセンター所長（入佐正夫君） 

 今議員お尋ねの件ですけれども、おっしゃる

とおり、旧八代うしお保育園ということで、も

う築６０年を迎えます。非常に老朽化した、校

舎になっております。 

 そのためですね、環境整備が今とても必要に

なりますので、そのために、今、エアコン、空

調設備ですけれども、それが喫緊の課題とし

て、ついてないということですから、その部分

での充実を図るために、予算をですね、要求い

たしまして、令和３年度は、一番広いプレール

ームというのございます。そこに空調設備を設

置するということが、できましたので。そして

昨年度、２つの教室にエアコンもつきました。

ということで、全体的にエアコン、全ての教室

についた状態になりました。そんな感じで今、

充実を進めております。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 引き続き、充実するよ

うに力を入れてほしいと思います。 

 １１３ページか、幼稚園施設整備事業です

が、太田郷幼稚園を整備をされるということで

ありますが、公立の幼稚園が６園だったと思い

ますが、その中で一番古い幼稚園は、私的にす

れば千丁かなと思っておりましたが、令和元年

の１０月から幼保無償化で、今、幼稚園の定員

割れが続いている状況であります。そういう中

で、八代市立幼稚園規模適正化等審議会だった

かな、今年から審議されると思いますが、その

中で、今日欠席の部長も、統廃合も含めてとい

う言葉もございました。議事録も、教育委員会

の議事録も取らせていただきましたが、そうい

う中でありますので、将来的にはどういう方向

づけをされるのかなと思ってお尋ねをさせてい

ただきます。 

○教育部総括審議員兼次長（松岡 猛君） 古

嶋委員お尋ねの、公立幼稚園を将来的にどうい

う方向でということでございますけれども、そ

ういったことも含めまして、今後の幼稚園の在

り方、教育の仕方を、八代市立幼稚園規模適正

化等審議会で検討していただくというところ

で、私たちは進めているところでございます。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 私も子供２人は私立の

幼稚園に通園させた経験がございますが、先ほ

ど申し上げましたように令和元年から幼保無償

化で、保育時間がちょっと幼稚園が短いという

ことで、どうしても、保護者のニーズというの

が、幼稚園から保育園のほうに移りつつあると

いうことでこういう状況だろうと思います。今

後、今年度から、八代市立幼稚園規模適正化等

検討委員会だったですかね、そこで検討される

と思いますが、その辺の推移を少し見守ってい

きたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 御意見としてよろし

いでしょうか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

○委員（百田 隆君） １１４ページですが、

公益財団法人学校給食会運営補助金事業で、２

億９９００万計上してあります。この、給与と

いいますか、これは本市の給与体系に準じたも

んであるかどうかということと、もう一つは、

職員の定着性はどうなのかと、この２つを聞き

たいと思います。 
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○教育政策課長（松川由美君） 教育政策課で

ございます。 

 ただいま御質問ありました学校給食会の職員

さんの給与についてですけれども、準じた形に

はなっておりません。独自で、給与体系をです

ね、つくっておられます。 

 それと……。（委員百田隆君「定着性、職員

の定着性」と呼ぶ）職員のほうはですね、今で

すね、予算要求のほうでは、正職員を５２名で

……。（｢定着状況」と呼ぶ者あり）あ、定着

状況。定着状況といいますと、割合とか。 

○教育部次長（和久田敬史君） 基本的に学校

給食会に就職された方はですね、途中で辞めら

れたりとか、そういうことはございませんで、

逆に、正職員の方が定年を退職されたら、臨時

で採用された方が正職員を採用試験を目指すっ

ていうことで、もうその臨時職員のときから、

栄養、栄養士、――何だったか、調理師か、

の、調理師の免許を自分で自ら取られて、正職

員の道を目指されたりとかいう方が多くてです

ね、非常に熱心な方が多うございますね。途中

で辞めたりとか、何年、すぐ辞めたりとかいう

ような方はあんまりいらっしゃらない状況でご

ざいます。 

○委員（百田 隆君） 定着性はいいっていう

わけですね。そうですか。 

 そして、この給与体系ですけれども、これ

は、本市の給与体系との比較なんですね。次長

からちょっとお答えしてもらえますか。 

○教育部次長（和久田敬史君） 市の職員と比

べましてはもうそれは全然ちょっと違うんです

けど、私どもの市の給与でありますと現業職よ

り少し給与が低い水準の給与表をつくってらっ

しゃるような状況でございます。ですから、昨

今、このところずっと景気がよくて、非常に時

給の周りの、何ていいますか、求職率も高くて

ですね、１倍を超えるような状況のときには、

なかなか希望される方がいらっしゃらないとい

うような状況だったんですが、最近はまた、希

望されて、この来年の応募のときにはかなり応

募者がいらっしゃったような状況ではございま

す。 

○委員（百田 隆君） 給与をですね、もう少

しまだ上げるという考えはありませんか。（笑

声） 

○教育部次長（和久田敬史君） 学校給食会の

運営は、市からの補助金でその職員の人件費を

賄っているような状況でございますので、基

本、何ていいますか、なかなか上げたりとかい

うことが非常に難しゅうございますもんですか

ら、毎年若干ずつ上がっていきますけど、大幅

に上げるというのは、今、今の現状で難しい状

況なのかなと思っております。 

○委員（百田 隆君） その補助金を上げたら

給与体系ももう少し上がってくるというふうに

考えられるわけですけれども、やはり現況で一

生懸命働いていらっしゃる方がいっぱい、給食

会にいらっしゃるわけですから、やはり児童の

ですね、昼食、これはもう学校教育上、心身の

発達のためにもですね、非常に重要な役割を果

たしてると思います。だから、その辺りもです

ね、もし給与体系を上げて、ならまた働く人も

やりがいがあるんじゃなかろうかというふうに

思っておりますので、まあこれは希望ですが、

そういうことでよろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 御意見としてでよろ

しいですね。 

○委員（百田 隆君） はい、はい、意見とし

て、はい。 

○教育政策課長（松川由美君） 委員長、すみ

ません。 

○委員長（西濵和博君） 何か特に、答弁の追

加が必要なことございますでしょうか。 

○教育政策課長（松川由美君） はい。今回の

予算につきましては、期末・勤勉手当を追加す
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ることで、昨年まではなかったんですけども今

回追加するようにいたしました。それと、釜、

釜長さんですね、釜長さんにも手当を支給する

っていうような、本俸自体は変わらないんです

けども、そういう手当関係をちょっと充実させ

ていただいております。 

 以上です。（委員百田隆君「はい、はい」と

呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんでしょうか。 

○委員（古嶋津義君） １１４ページ、給食

費、アレルギー対応食提供事業か。今、昔と違

って卵とか牛乳だけじゃなく今ひどい人は米

も、アレルギーがあるというふうに聞いとりま

す。そういう対応については、その個人が食材

を買ってくるんですかね。学校で用意するんで

すか。 

○教育政策課長（松川由美君） 教育政策課で

ございます。 

 アレルギー対応でございますけれども、対応

の段階が５段階に今分かれております。学校単

独校だったりとかですね、給食センターごとで

対応が変わっておりまして、場合によっては違

う代替物で、を材料に使って使用する場合と

か、あと、例えばムースが食べれないっていっ

たらゼリーに変えたりとかですね、おそばが駄

目だったらうどんにするとか、そういうふうに

品物を変えて対応する場合もありますし、もう

だし自体から駄目とかいう子供さんの場合に

は、もう最悪の場合はお弁当を持参いただくと

いうふうなして、段階ごとにお願いを、対応し

てるところでございます。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 私のその知ったところ

の、公立の保育園なんですけど、そこの子供さ

んはですね、先ほども申し上げましたお米が、

ほかのところから買って、まあ無農薬だろうと

思いますがね、それでないと対応がでけないと

いうことで何か個人で、親御さんが自分で、食

材を持ち込まれているようですが、これからは

そういうやっぱ、ことが多くなるのかなと思っ

ておりますので、よろしくお願いをしたいと思

います。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） くどらしかごたっです

ばってんが、金、教育には金ばかけっくださ

い。（笑声）せんのってかいですたい、金かけ

ればよかっちゅうもんじゃなかかもしれんとで

すばってんが、金をかけんどってから学力レベ

ルがどうのこうのっていう話でもなかっですけ

んが。そして金がなからんばですね、情熱を持

って教育に当たるとか、そういう話もしていた

だきたい。そういう気持ちを持ってですね、取

り組んでいただきたいというふうに思います。

私は氷川中学校の組合議員ばしよっとですが、

隣の氷川町の教育長さんは、まだ目の色違いま

すもん。氷川中学校の生徒はしっかり教育して

いきますけんって言わすとですけん、もうしっ

かり。その辺の気概も持ってですね。 

 そすっと、八代に帰ってくるとかそういうふ

うなあれ、感じにもつながりますけん、後の

後々のですね、八代市のためにもなりますけん

が、その辺の教育費の確保っていうのはしっか

りしていただきたいと、もうくどらしこうて付

け加えたいと思います。 

 そしてまた、百田委員の話も私も伺っており

ます。知人がそっち行って、現場で何人も熱中

症で倒れたりですたい、何か出れば検便をして

みたりと、大変らしいです。そっで、過去病気

が出た人じゃいかんけんが、その辺の見直しは

ですね、やっぱりしていかんといかんとという
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ふうに思いますので、どうぞしっかり申し送り

もしていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決をいたします。 

 議案第５号・令和３年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございます」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午後２時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時１９分 本会） 

◎議案第４７号・令和３年度八代市一般会計補

正予算・第１号（関係分） 

○委員長（西濵和博君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、議案第４７号・令和３年度八代市一般

会計補正予算・第１号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

○教育部次長（和久田敬史君） 議案第４７

号・令和３年度八代市一般会計補正予算・第１

号について、着座にて説明をさせていただきま

すのでよろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○教育部次長（和久田敬史君） 歳出第９款・

教育費に、５８８万５０００円を追加し、補正

後の額を４１億５５１９万８０００円とするも

のでございます。 

 歳出の具体的な内容について説明をさせてい

ただきます。（｢ページよかですかね」と呼ぶ

者あり）ページは２１ページですかね。よろし

ゅうございますか。 

○委員長（西濵和博君） いいですよ。 

○教育部次長（和久田敬史君） 下段の、第９

款・教育費、項１・教育総務費、目５・学校保

健費に、新型コロナ対策事業として、備品購入

費に５８８万５０００円を計上いたしておりま

す。 

 なお、特定財源として、新型コロナウイルス

対応地方創生臨時交付金を全額充てる予定でご

ざいます。 

 これは、新型コロナウイルス感染症対策のた

め、八代市立学校、幼稚園の全ての普通教室に

ＣＯ２モニターを設置し、教室内のＣＯ２濃度を

常時測定することによって、確実な換気と空調

管理を行うものでございます。昨年１２月に本

市内の学校におきまして新型コロナウイルス感

染症のクラスターが発生したため、それ以降、

感染リスクを回避するための対策の検討を行っ

てきたところでございます。また、先月２月に

実施をいたしました八代市学校保健事業連絡会

におきまして、学校薬剤士会のほうから、感染

症対策として各教室へＣＯ２モニターを設置す

ることにより、数値的な根拠に基づく適切な教

室内の換気と、清掃の重要性について説明がな

されたところでございます。こうしたことか

ら、子供たちの安全・安心の確保、それから新

型コロナウイルス感染症への感染リスクを軽減

するための対策として、今回、令和３年度当初

予算に追加提案をすることといたしたものでご

ざいます。ＣＯ２モニターは、温度・湿度、そ

れからＣＯ２の濃度を測定することができるよ

うになっているものでございます。学校の環境

衛生管理マニュアルの中では、学校の教室内の

ＣＯ２濃度を１５００ｐｐｍ以内に抑えるよう

にというふうになっております。そのため、こ

のモニターの計測数値が１５００ｐｐｍを超え

ますと、換気を促すブザーが鳴る仕組みになっ

ております。また、温度・湿度も併せて常時確
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認ができますことから、教室内の空調管理が年

間を通じて適切に管理できるようになるという

ふうに考えております。 

 以上が教育部が提案いたしております補正予

算の内容でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） では、以上の部分に

ついて質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） これ、全教室つけなっ

とですか。この金額で足ってすんなら、この金

額で足ったろかと思ったもんですけん、ちょっ

とお尋ねしてです。 

○教育部次長（和久田敬史君） 見積り参考ま

でに取った、――機械自体は、これ大きさ的に

は、これぐらいの感じの機械でございます。見

積りを徴収いたしましたときには１台当たりは

１万円ちょっとぐらいの金額ということで、大

体５００台ぐらいを予定いたしてるところでご

ざいます。（委員亀田英雄君「分かりました。

なら足るかもしれんですね」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか、亀

田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員（古嶋津義君） 次長の答弁では普通教

室って言いなはったもんだけん、特別教室はな

かっですか。 

○教育部次長（和久田敬史君） 特別教室に関

しましては、基本的にそこのクラスがその教室

を使うときには、そこのクラスにあるやつを持

っていくというような形で、これは充電式にな

っておりますのでそのまま持って移動すること

ができるようになっておりますので、特別教室

にも持ち運びができるようになっております。

（委員古嶋津義君「了解しました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決をいたします。 

 議案第４７号・令和３年度八代市一般会計補

正予算・第１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

件は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。（｢ありが

とうございました。お世話になりました」と呼

ぶ者あり） 

（午後２時２４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２６分 本会） 

◎議案第６号・令和３年度八代市国民健康保険

特別会計予算 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、議案第６号・令和３年度八代市国民健

康保険特別会計予算を議題とし、説明を求めま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 それでは、令和３年度、健康福祉部が所管し

ます特別会計関係予算に関しまして、部長総括

を申し上げたいと思います。 

 失礼して、着座をさせていただきます。 

○委員長（西濵和博君） はい。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 まず、国民健康保険特別会計です。本市の国

保事業は、平成２７年度以降赤字が継続してお

りましたが、国保の都道府県化に伴う税率改定

などにより、実質的な単年度収支では黒字を確

保することができ、累積赤字額は年々減少して

おります。今後も、県が示す標準保険料率を参
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考に、適正課税による収入の安定確保を図ると

ともに、適正な資格管理や収納対策を行ってま

いります。また、医療費の適正化を図るため、

特定健診、特定保健指導による生活習慣病等の

発症予防・重症化予防に重点的に取り組み、さ

らには、保険者努力支援制度による調整交付金

の増額を図るなど、国保事業の安定運営に向け

総合的に取り組んでまいります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計です。後期高

齢者医療の被保険者数につきましては、ここ数

年大きく増加はしておりませんが、２０２５年

には、団塊の世代が全て後期高齢者医療の対象

となるため、医療費の急増が見込まれていま

す。本市といたしましては、被保険者の健康保

持増進事業に力を入れて取り組み、医療費の適

正化を図ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、介護保険特別会計です。今年度

策定をいたしました、令和３年度から３年間を

計画期間とします、八代市高齢者福祉計画・第

８期介護保険事業計画に基づきまして、高齢者

の自立支援、認知症対策や介護サービス提供体

制の充実を図り、医療と介護が連携すること

で、地域包括ケアシステムをさらに推進し、計

画の理念であります、地域の支え合いにより安

心して暮らせるまちの実現に向けて取り組んで

まいります。 

 最後に、診療所特別会計です。人口減少によ

り、過疎化・高齢化が進む五家荘地区をはじめ

とする泉地区におきましては、医療・福祉の社

会的資源が非常に少なく、身近な場所で医療サ

ービスが受けられる診療所の存在は非常に重要

でございます。今後、医師や医療スタッフの確

保がますます困難になることも予想されます

が、県と連携して、引き続き地域住民に安定し

た医療を提供できるように努めてまいります。 

 以上で令和３年度特別会計関係予算の部長総

括を終わります。 

 それでは、議案第６号・令和３年度八代市国

民健康保険特別会計予算につきまして、西田国

保ねんきん課長から説明をいたしますのでよろ

しくお願い申し上げます。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課の西田でございます。よろしくお願いい

たします。 

 座って説明をさせていただいてよろしいです

か。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 別冊の、

令和３年度八代市特別会計予算書の５ページを

お願いいたします。 

 議案第６号・令和３年度八代市国民健康保険

特別会計予算でございます。 

 第１条で歳入歳出予算の総額を、歳入歳出そ

れぞれ１６９億２８４５万６０００円といたし

ております。 

 第２条では、債務負担行為の設定を行ってお

ります。 

 内容は８ページをお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為の表でございますが、

事項は国民健康保険税納税通知書作成等業務委

託で、これは、令和４年度の納税通知書の印

刷・封入・封緘等の業務委託について、令和３

年度中に業者の選定・契約を行う必要がありま

すので、令和３年度から４年度までの２か年間

で、限度額７１５万７０００円を設定しており

ます。なお、令和３年度は予算の執行はござい

ません。 

 次に、１１ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書でございますが、

歳入・歳出それぞれの合計額が、前年度当初予

算と比較しまして、５億３５０５万２０００円

の減となっております。予算総額が減少した主

な要因は、医療費から被保険者の窓口負担分を

除いた保険者の負担分である、保険給付費が減

額になったこと、及び、県へ納付する国民健康

保険事業費納付金等が減額となったことによる
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ものでございます。 

 それでは、歳出から御説明をいたします。 

 すみませんが、１６ページをお願いいたしま

す。 

 款１・総務費でございます。 

 項１・総務管理費、目１・一般管理費及び目

２・連合会負担金に、合計２億２２５万８００

０円を計上しております。 

 その主な内訳は、被保険者証の発行などの事

務経費及び職員給与経費のほか、国民健康保険

団体連合会の共同事務に対する負担金などでご

ざいます。 

 その主な財源は、一般会計からの繰入金でご

ざいます。 

 次に、下の表を御覧ください。 

 項２・運営協議会費、目１・運営協議会費

に、合計３８万１０００円を計上しておりま

す。 

 本協議会は法律で設置が義務づけられてお

り、国民健康保険事業の運営に関する重要事項

を審議していただくもので、予算額はその委員

報酬などでございます。 

 その財源は、全て一般会計からの繰入金でご

ざいます。 

 次に、１７ページをお願いいたします。 

 款２・保険給付費でございます。 

 項１・療養諸費に、合計１０３億９３９０万

６０００円を計上しております。 

 これは、被保険者が医療機関等を受診された

際の窓口負担分を除いた保険給付費や、国保連

合会による診療報酬明細書の審査や支払いに係

る手数料などでございます。前年度に比べて、

４億６０３万４０００円の減となっております

が、減少となった主な要因は、被保険者数の減

少に伴う医療費の減でございます。 

 主な財源は、県支出金でございます。 

 その下の表、項２・高額療養費をお願いしま

す。合計が次の１８ページの表にありますが、

１６億５０８６万４０００円を計上しておりま

す。 

 高額療養費は、１月の医療機関での窓口負担

分が、世帯の状況や所得に応じて設定された負

担限度額を超えた場合に支給されるものでござ

います。また、高額介護合算療養費は、介護保

険も利用されている被保険者に対し、１年間の

医療分と介護分を合わせた額が、負担限度額を

超えた場合に支給されるものでございます。 

 その財源は、全て県支出金でございます。 

 １８ページの、一番下の表をお願いいたしま

す。 

 項４・出産育児諸費に、合計５０４２万６０

００円を計上しております。 

 出産育児諸費の目１・出産育児一時金は、被

保険者が出産をされたときに、子供１人につき

４０万４０００円または４２万円を支給するも

のでございます。 

 財源の３分の２は、一般会計からの繰入金で

ございます。 

 続きまして、１９ページをお願いします。 

 項５・葬祭諸費、目１・葬祭費に、４３２万

円を計上しております。 

 葬祭費は、被保険者がお亡くなりになった場

合に、葬儀を行った方に対して１件当たり一律

２万円を支給するものでございます。 

 次に、中ほどの表、項６・傷病手当諸費、目

１・傷病手当金に、２００万円を計上しており

ます。 

 これは、新型コロナウイルス感染症に感染も

しくは感染が疑われる人で、４日以上労務に服

することができなくなった期間に、給与の支払

いを受けることができない被用者に対して、傷

病手当金を支給するものでございます。 

 財源は、全て県支出金でございます。 

 次に、一番下の表でございますが、款３・国

民健康保険事業費納付金、項１・医療給付費分

に、合計３１億５８９５万７０００円を計上し
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ております。 

 次に、２０ページをお願いいたします。 

 上の段の表でございますが、項２・後期高齢

者支援金等分に、合計８億９７０３万３０００

円を計上しております。 

 これは、後期高齢者医療を支える現役世代か

らの支援金に当たるもので、他の社会保険、共

済組合と同様、国保として負担するものでござ

います。 

 その下の表が、項３・介護納付金分で、３億

８４０５万６０００円を計上しております。 

 これは、国保被保険者のうち、介護保険の第

２号被保険者に当たる４０歳以上６５歳未満の

方に賦課される介護保険料でございます。 

 この３つの納付金の合計額は、４４億４００

４万６０００円でございますが、これは、県が

県全体の保険給付費を推計し、各市町村の被保

険者数、医療費水準、所得水準などに応じて案

分して決定したものでございますが、前年度と

比べて１億１５２１万１０００円の減となって

おります。減額となった主な要因としまして

は、被保険者の減少に伴う医療費の減少による

ものでございます。なお、県が決定した納付金

を納めれば、各市町村の国保の医療費は、普通

交付金として全額県から交付されることとなっ

ております。 

 財源は、市が徴取した国保税のほか、保険税

軽減分を補塡した公費などでございます。 

 次に、その下の表、款４・共同事業拠出金、

項１・共同事業拠出金、目１・その他の共同拠

出金に、８０万４０００円を計上しておりま

す。 

 これは、国保連合会が行う広報事業に要する

経費に対する、県内市町村の拠出金でございま

す。 

 続きまして、２１ページをお願いいたしま

す。 

 款５・保健事業費、項１・保健事業費、目

１・疾病予防費に、５８６６万７０００円を計

上しております。 

 内訳は、説明欄にあります医療費適正化事業

のうち、国保ねんきん課の５４６万５０００円

は、ジェネリック医薬品の普及促進のための希

望シールの配付や、差額通知に係る経費及びレ

セプト点検の委託に係る経費でございます。ま

た、健康推進課の１１０５万８０００円は、糖

尿病性腎症重症化予防や特定健診未受診者への

受診勧奨等に関する保健事業に係る経費でござ

います。その下の、国保保健指導事業の２７６

万１０００円は、医療機関を重複して、あるい

は頻繁に受診しておられる被保険者を対象に、

保健師が個別に訪問し、日常生活指導や適正受

診に関する指導を行う経費でございます。ま

た、その次の疾病予防費３９３８万３０００円

は、人間ドック、脳ドック及びはり・きゅう、

マッサージに対する助成事業に係る経費でござ

います。 

 続きまして、その下の表をお願いいたしま

す。 

 項２・特定健康診査等事業費、目１・特定健

康診査等事業費に、９８９７万４０００円を計

上しております。 

 主な内訳は、特定健診や特定保健指導の委託

に要する経費でございます。 

 続きまして、２２ページをお願いいたしま

す。 

 下の表、款６・諸支出金、項１・償還金及び

還付加算金に、合計１４８０万９０００円を計

上しております。 

 これは、死亡、転出、社会保険への加入な

ど、国保の資格喪失に伴う保険税の還付金及び

還付加算金でございます。 

 以上が歳出でございます。 

 続きまして、歳入を御説明いたします。 

 恐れ入りますが、戻りまして１２ページをお

願いいたします。 
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 款１・国民健康保険税、項１・国民健康保険

税で、合計が次の１３ページの上の段の表の計

にありますが、３０億７０１１万２０００円を

計上しております。前年度当初予算と比較し

て、１億２３３１万８０００円減少しておりま

す。減少した要因は、主に被保険者数の減少に

よるものでございます。 

○委員長（西濵和博君） 恐れ入ります、西田

課長さん、説明の途中でございますが、委員の

皆様も耳を傾けていただきたいと思います。 

 説明の途中ではございますが、本日は、多く

の方々が犠牲となられました、東日本大震災の

発生から１０年を迎えます。震災により犠牲と

なられました全ての皆様方に対する哀悼の意を

表し、後ほどの庁内放送に合わせて黙禱を捧げ

たいと思いますので、しばらくそのままの状態

でお待ちいただきたいと思います。 

 間もなく庁内放送が流れますので、皆様、恐

れ入りますが、庁内放送に合わせて黙禱の御協

力方よろしくお願いいたします。 

 御起立お願いします。 

（黙禱） 

○委員長（西濵和博君） 御着席ください。 

 御協力ありがとうございました。 

 それでは、審査を継続いたします。 

 議案説明の途中でありましたので、これより

議案説明引き続きお願いいたします。西田課

長、お願いいたします。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） それで

は、すみません、１３ページのところでござい

ました。 

 国民健康保険税の前年度比較、予算の比較で

ございました。１億２３３１万８０００円減少

しております。減少した要因は、主に被保険者

数の減少によるものでございます。 

 なお、国保税は県への納付金の主要な財源と

なりますが、令和３年度もこの納付金を納める

ために必要な税収を確保することができる見込

みでございます。 

 １３ページ中段の表をお願いいたします。 

 款２・使用料及び手数料、項１・手数料、目

１・督促手数料に、３００万円を計上しており

ます。 

 これは、保険税の滞納世帯に対する督促手数

料でございます。 

 その下の表、款３・県支出金、項１・県負担

金・補助金、目１・保険給付費等交付金に、１

２３億４３６２万９０００円を計上しておりま

す。 

 内訳は、節１・普通交付金が１２０億１２９

６万６０００円で、これは、本市国保の医療費

等に係る保険給付費の全額を県が負担する分で

ございます。節２・特別交付金３億３０６６万

３０００円は、特定健診受診率の向上や糖尿病

等重症化予防対策、収納率向上などに努力した

保険者に、保険者インセンティブ強化として、

成果に応じた財政支援がなされる保険者努力支

援制度に係る交付金のほか、結核や精神疾患に

係る医療費が平均的な市町村に比べて多いな

ど、各市町村の特別な事情による国保財政の調

整を図るために交付されるものなどでございま

す。 

 続きまして、１４ページをお願いいたしま

す。 

 款４・繰入金、項１・一般会計繰入金、目

１・一般会計繰入金で、１４億９０５０万１０

００円を計上しております。 

 内訳は、節１・職員給与経費等繰入金１億９

９８０万６０００円のほか、節２・出産育児繰

入金３３６０万円は、出産育児一時金の３分の

２を市の負担分として一般会計から繰り入れる

ものでございます。また、節３・保険基盤安定

繰入金９億９９６１万１０００円は、低所得者

に対する保険税の軽減分などを国・県・市の公

費で補塡する分を繰り入れるものでございま

す。節４・財政安定化支援事業繰入金２億５１
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９４万８０００円は、低所得者や高齢者が多い

場合など、国保財政を安定させるために繰り入

れるものでございます。節５・その他一般会計

繰入金５５３万６０００円は、本市のこども医

療助成事業分に係る国保の国庫負担金削減の影

響に伴う補塡分として、基準外の繰入れを行う

ものでございます。 

 その次の表、款５・諸収入、項１・延滞金加

算金及び過料に、合計で８００万１０００円を

計上しております。 

 これは、保険税の滞納分に係る延滞金でござ

います。 

 １５ページをお願いいたします。 

 中ほどの表、款５・諸収入、項３・雑入に、

合計で１３２１万２０００円を計上しておりま

す。 

 内訳は、交通事故等に係る第三者納付金など

でございます。 

 以上が歳入の御説明でございます。 

 以上で議案第６号・令和３年度八代市国民健

康保険特別会計予算の説明を終わります。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（古嶋津義君） ２１ページ、疾病予防

費の中の、はり・きゅう、マッサージ助成の対

象者、ここの対象者ですが、どれくらいいらっ

しゃいますか。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 令和元年

度の実績でございますが、人数としては１２４

６人が利用されております。 

○委員（古嶋津義君） 国保の全体の数は分か

らんでしょうか。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 少しお待

ちください。 

○国保ねんきん課主幹兼保険税係長（西村裕昭

君） 令和元年度の被保険者数でございます

が、３万３４３６名、年度平均であります。 

 以上です。（委員古嶋津義君「はい、了解し

ました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決をいたします。 

 議案第６号・令和３年度八代市国民健康保険

特別会計予算については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第７号・令和３年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算 

○委員長（西濵和博君） 次に、議案第７号・

令和３年度八代市後期高齢者医療特別会計予算

を議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 それでは、議案第７号・令和３年度八代市後

期高齢者医療特別会計予算につきまして、引き

続き西田国保ねんきん課長より説明をいたしま

す。よろしくお願いします。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課の西田でございます。引き続きよろしく

お願いいたします。 

 座って説明をさせていただいてもいいでしょ
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うか。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 令和３年

度八代市特別会計予算書の３７ページをお願い

いたします。 

 議案第７号・令和３年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算でございます。 

 第１条で歳入歳出予算の総額を、歳入歳出そ

れぞれ１９億７９０３万６０００円といたして

おります。 

 ４３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書でございますが、

歳入歳出それぞれの合計額は、前年度当初予算

と比較しまして、１６９３万円の減となってお

ります。 

 それでは、まず歳出を御説明いたします。 

 恐れ入りますが、４７ページをお願いいたし

ます。 

 上の段の表、款１・総務費でございます。 

 項１・総務管理費、目１・一般管理費に、６

２３３万６０００円を計上しております。 

 その主な内訳は、熊本県後期高齢者医療広域

連合に派遣している２名を含む職員７名分の人

件費のほか、被保険者証の交付に係る事務費な

どでございます。 

 その財源は、全額一般会計からの繰入金でご

ざいます。 

 次に、その下の表、項２・徴収費、目１・徴

収費に、７９３万５０００円を計上しておりま

す。 

 これは保険料の徴収事務に要する経費で、主

に会計年度任用職員の報酬や保険料の納付書、

封筒などの印刷製本費及び郵便料でございま

す。 

 その財源は、全額一般会計からの繰入金でご

ざいます。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 上の段の表、款２・後期高齢者医療広域連合

納付金、項１・後期高齢者医療広域連合納付金

でございます。 

 目１・被保険者保険料納付金に、１３億２４

９３万３０００円を計上しております。 

 これは、被保険者から納付された保険料を広

域連合に納付するものでございます。前年度当

初予算と比較して、２４６９万円の減となって

おります。 

 次に、目２・保険基盤安定分担金に、５億４

５０５万９０００円を計上しております。 

 これは、低所得者に対する保険料の軽減分を

公費で補塡するもので、その４分の３を県が、

４分の１を市がそれぞれ負担しております。な

お、ここに計上した金額は、県の負担分も含ま

れたものでございます。前年度当初予算と比較

して、３７８万８０００円の増となります。 

 続きまして、その下の表を御覧ください。款

３・保健事業費、項１・健康保持増進事業費、

目１・健康保持増進事業費に、３４９９万５０

００円を計上しております。 

 説明欄の内訳のうち、国保ねんきん課分１１

５０万６０００円は、はり・きゅう等助成事業

や、広域連合の補助金を活用した保健師等の個

別訪問による健康相談事業でございます。ま

た、健康推進課分２３４８万９０００円は、法

律の規定による広域連合からの委託事業として

実施する、高齢者健診や歯科口腔健診に要する

経費でございます。 

 続きまして、４９ページをお願いいたしま

す。 

 款４・諸支出金、項１・償還金及び還付加算

金に、合計２７７万８０００円を計上しており

ます。 

 これは、被保険者の死亡や県外転出等による

保険料の還付金及び還付加算金でございまし

て、本市で一旦支払い、その後、広域連合に全

額請求する仕組みとなっております。 

 以上が歳出でございます。 
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 続きまして、歳入を御説明いたします。 

 恐れ入りますが、戻りまして４４ページをお

願いいたします。 

 上の段の表、款１・後期高齢者医療保険料、

項１・後期高齢者医療保険料に、合計１３億２

４９３万２０００円を計上しております。 

 保険料は市で収納した後、全額を歳出で、後

期高齢者医療広域連合へ納付金として支出して

おります。 

 １つ飛びまして、一番下の表、款３・広域連

合支出金、項１・広域連合補助金、目１・保健

事業費補助金に、２６１万円を計上しておりま

す。 

 これは、保健師等の個別訪問による健康相談

事業に要する経費に対する、広域連合の補助金

で、１０分の１０の補助率でございます。 

 ４５ページをお願いいたします。 

 上の段の表、款４・繰入金、項１・一般会計

繰入金、目１・事務費繰入金７７１０万３００

０円は、歳出にありました職員給与経費などの

財源として、一般会計から繰り入れるものでご

ざいます。 

 目２・保険基盤安定繰入金５億４５０５万９

０００円は、広域連合に納付する低所得者に対

する保険料の軽減補塡分として、市と県が負担

する公費分を一般会計から繰り入れるものでご

ざいます。 

 ４６ページをお願いいたします。 

 上の段の表、款６・諸収入、項２・償還金及

び還付加算金に、合計２７７万８０００円を計

上しております。 

 これは、保険料の過誤納に伴い支出する還付

金及び還付加算金に対して、広域連合から支払

われるものでございます。 

 最後に、一番下の表、款６・諸収入、項４・

受託事業収入、目１・後期高齢者医療広域連合

受託事業収入に、２５３７万３０００円を計上

しております。 

 これは、広域連合の委託を受けて健康推進課

が実施いたします、高齢者健診や歯科口腔健診

に対する受託事業収入でございます。 

 以上が歳入の御説明でございます。 

 以上で議案第７号・令和３年度八代市後期高

齢者医療特別会計予算の説明を終わります。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） ４８ページの、被保険

者保険料納付金が２４００万以上減っとっとで

すよね。（国保ねんきん課長西田裕一君「は

い」と呼ぶ）これ多分、保険者の人数が少なく

なったんだろうと思うとですが、その原因をお

知らせいただきたいのと、その数、どれだけ

減、――今年はどのくらい対象者がおんなった

か、それと、１人当たり幾らぐらいの医療費に

なっとかなというともお知らせいただければと

思います。分かる範囲でいいです。医療費が分

かっとるんなら。 

○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（園川純大君） 国保ねんきん課、園川でござ

います。よろしくお願いします。 

 まず、保険料納付金の減少の要因でございま

すが、保険料納付金の算定自体は、熊本県後期

高齢者医療広域連合が行っております。その際

に、昨年度と比較しまして、前年度の見込みよ

りも２２５人減少と見込んで算定をしておられ

ます。（委員亀田英雄君「２２５人減少」と呼

ぶ）はい。さらにですね、所得の伸び率を０.

９６と減少で見込んでおりますことから、保険

料納付金が減額となっております。 

 後期高齢者医療の被保険者数でございます

が、令和３年１月現在で２万２５７１名でござ

います。（委員亀田英雄君「２万２５７１名で

すか」と呼ぶ）はい。（委員古嶋津義君「２万

２０００」と呼ぶ） 



 

－48－

○委員長（西濵和博君） もう一度よろしいで

しょうか、人数。 

○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（園川純大君） ２万２５７１名でございま

す。 

○委員長（西濵和博君） 復唱しますが、２万

２５７１人でよろしかったでしょうか。 

○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（園川純大君） はい。 

○委員長（西濵和博君） じゃあ、次の３番目

の御答弁お願いします。 

○国保ねんきん課主幹兼後期高齢者医療係長

（園川純大君） はい。後期高齢者医療の医療

費でございますが、１人当たりの医療費は、令

和元年度で１０４万１９２１円でございます。

（委員亀田英雄君「１０４万」と呼ぶ）１０４

万１９２１円です。（委員亀田英雄君「これ１

年分ですよね」と呼ぶ）医療費全てです、は

い。（委員亀田英雄君「これ、１人当たりです

ね」と呼ぶ）はい。（委員亀田英雄君「分かり

ました」と呼ぶ） 

 以上でございます。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑。 

○委員（古嶋津義君） さっきと同じですが、

はり・きゅうと、何か、マッサージ、その対象

者と、ああ、対象者はさっき言うたけん同じ

か。（｢同じですね、はい」と呼ぶ者あり）

今、それで利用者。対象者は２万２５７１人で

よかっすな。 

○委員長（西濵和博君） 今の、どなた。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 後期高齢

者のはり・きゅう利用助成で、令和元年度の実

績でございますが、１１６２名、１１６２人で

ございます。（委員古嶋津義君「利用者がです

ね」と呼ぶ）はい。あくまでこれは令和元年度

でございますので、被保険者数でございます

が、令和元年――令和２年の１月でございます

が、被保険者数の数は２万２８４８人が被保険

者数でございます。（委員古嶋津義君「分かり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） １人当たりの数字もで

すね、聞いて、ふだん見過ごす数字なんですけ

どびっくりしました。なるだけいろんな事業と

組み合わせて、医療費の抑制っていいますか、

そやんとを努力していただけばなというふうに

思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ございま

せんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決をいたします。 

 議案第７号・令和３年度八代市後期高齢者医

療特別会計予算については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午後３時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０９分 本会） 

◎議案第８号・令和３年度八代市介護保険特別

会計予算 

○委員長（西濵和博君） それでは、本会に戻
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します。 

 次に、議案第８号・令和３年度八代市介護保

険特別会計予算を議題として、説明を求めま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 議案第８号・令和３年度八代市介護保険特別

会計予算につきまして、山内長寿支援課長より

説明をいたします。御審議のほうよろしくお願

いします。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） 皆さんこん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）長寿

支援課の山内でございます。よろしくお願いい

たします。 

 座りましての説明をお許しください。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） それでは、

議案第８号・令和３年度八代市介護保険特別会

計予算について説明いたします。 

 八代市特別会計予算書の６１ページをお願い

いたします。 

 第１表の歳入歳出予算で、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ、１４６億８１３７万１０００円

と定めております。 

 次に、６３ページをお願いいたします。 

 下のほうに表がございます。第２表の債務負

担行為におきまして、地方自治法第２１４条の

規定によりまして債務負担行為を定めておりま

す。内容は、介護認定支援システムリース経費

（坂本支所追加分）といたしまして、令和４年

度から５年度まで２年間の限度額といたしまし

て、３５万円といたしております。 

 次に、６５ページをお願いいたします。 

 介護保険特別会計予算に関する説明書でござ

います。これより歳入歳出の内容について御説

明させていただきます。 

 ６７ページをお願いいたします。 

 １、総括でございます。歳入歳出それぞれ、

前年比２億９７８万９０００円の増額となって

おります。これは、下の表の歳出の第２款・保

険給付費の増が主な要因となっております。 

 それでは先に、歳出のほうから説明させてい

ただきます。 

 ページ飛びまして、７５ページをお願いいた

します。 

 ３の歳出でございます。表の列の中ほどに、

本年度予算額の財源内訳の欄がございますが、

この内訳の左側から３番目にあります繰入金と

は、一般会計からの繰入金となります。また、

その隣の事業収入は、第１号被保険者の保険

料、分担金及び負担金、使用料及び手数料、支

払基金交付金などでございます。 

 それでは、歳出の主なものについて説明させ

ていただきます。 

 まず、款の１・総務費、項１・総務管理費、

目１・一般管理費に、２億３０６３万１０００

円を計上いたしております。 

 内容は、一般職３２名分の人件費２億２２７

５万７０００円のほか、国の介護保険制度見直

しに伴いますシステム改修費２７７万２０００

円などがございます。 

 下の表の、項の２・徴収費、目１・賦課徴収

費には、８２２万４０００円を計上いたしてお

ります。 

 内訳は、保険料の賦課及び徴収に関する経費

で、主なものは、納付書等の郵便料及び手数料

５１１万８０００円などになります。 

 次のページ、７６ページをお願いいたしま

す。 

 項の３・介護認定費、目１・介護認定審査会

費に、２３２３万７０００円を計上いたしてお

ります。 

 これは、要介護認定の申請を９５５０件と見

込みまして、これに伴います介護認定審査会を

年間２８０回開催する経費といたしまして、委

員の報酬が主なものとなっております。 

 次に、その下の目２・認定調査費に係る１億
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１５３９万６０００円につきましては、これは

介護認定の調査に係る経費で、認定調査員の報

酬や主治医意見書作成手数料、介護認定審査会

の資料の作成費用及び郵送費用などが主なもの

となっております。 

 ここまでが款１・総務費の説明になります

が、１款の総務費につきましては、財源の大部

分が、財源内訳の大部分が、一般会計からの繰

入金となっております。 

 続きまして、７７ページをお願いいたしま

す。 

 款２・保険給付費、項１・保険給付費、目

１・介護サービス給付費に、１２６億９４００

万円を計上しております。これ、この目で、歳

出予算総額の約８６％を占めております。 

 内容は、要介護１から５までの認定を受けら

れた方の、介護サービス費に対する保険給付費

でございます。 

 次に、目の２・介護予防サービス給付費に、

２億９６５０万円を計上いたしております。 

 内容は、要支援１、要支援２の認定を受けら

れた方の、介護予防サービスに対する保険給付

になります。 

 次に、目の３・高額介護サービス費に、２億

８８００万円を計上いたしております。 

 内容は、介護サービスを利用された月の自己

負担額が一定の金額を超えた場合に、超過した

分を利用した被保険者に対して返還するもので

ございます。 

 次に、７８ページをお願いいたします。 

 表の中ほどとなります、目８・特定入所者介

護サービス費に、４億４９００万円を計上いた

しております。 

 これは、施設に入所していらっしゃる低所得

者の方で、一定の要件を満たされる場合、居住

費と食費について所得に応じて自己負担の限度

額が設けられておりまして、その限度額を超え

た分を保険給付するものでございます。なお、

この場合、入所者は限度額のみをお支払いいた

だくことになります。 

 ここまでが款２の保険給付費の説明となりま

す。 

 保険給付費の財源内訳のうち、国県支出金は

５４億８６５７万３０００円となっており、こ

のうちの国庫支出金の割合は、施設系サービス

が１５％、その他のサービスが２０％となって

おります。また、県支出金は、施設系サービス

が１７.５％、その他のサービスが１２.５％と

なっております。財源内訳のうち、繰入金１９

億６５３０万１０００円は、給付費全体の１

２.５％が市の負担分となっておりますことか

ら、一般会計から繰り入れるものです。繰入金

の隣にあります、事業収入６３億３６５２万６

０００円につきましては、第１号被保険者の保

険料と、第２号被保険者の保険料に相当する支

払基金交付金となります。 

 次に、７９ページをお願いいたします。 

 款３・地域支援事業費、項１・介護予防・日

常生活支援総合事業費、目１・介護予防・生活

支援サービス事業費に、２億８１６４万６００

０円を計上いたしております。 

 これは、国が一律に基準と報酬を定めており

ます保険給付とは異なりまして、市町村が地域

の実情に応じ、介護予防や日常生活支援に係る

多様なサービスを提供する事業となります。主

な経費は、要支援１、２の認定を受けられた方

が利用する訪問型サービス、通所型サービスの

ほか、要介護認定を省略し利用が可能な介護予

防・生活支援サービスなどに要する経費となっ

ております。 

 次に、目２・一般介護予防事業費に、３８２

７万５０００円を計上いたしております。これ

は、全ての高齢者の方を対象に、できる限り健

康な状態を維持できるようにすることを目的と

した事業となります。やつしろ元気体操教室や

いきいきサロンなどの開催に係る委託料や、補
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助金が主な歳出となっております。 

 この介護予防・日常生活支援総合事業の財源

内訳でございますが、国県支出金の１億４６１

３万５０００円は、事業費の２５％を国が負

担、１２.５％を県が負担することとなってお

り、その合計額となっております。また、繰入

金の３９２１万５０００円は、事業費の１２.

５％を市が負担することから、一般会計からの

繰入金となっており、その隣の事業収入の１億

３４５７万１０００円は、第１号被保険者の保

険料と第２号被保険者の保険料に相当する支払

基金交付金となります。 

 次に、８０ページをお願いいたします。 

 項の２・包括的支援事業・任意事業費、目

１・包括的支援事業費に、１億６１２０万円を

計上いたしております。 

 これは、市内６か所に設置しております地域

包括支援センターの運営委託事業費や、地域に

おける助け合いや生活支援体制の整備を推進す

るための事業費となっております。 

 その下の段、目２・任意事業費に、２９９９

万６０００円を計上いたしております。 

 この事業の主なものには、緊急通報装置を利

用した安心相談確保事業や、配食サービスを行

う食の自立支援事業などの生活支援事業がござ

います。 

 この包括的支援事業、任意事業の財源内訳に

つきましては、国県支出金１億１０１７万５０

００円は、事業費の３８.５％を国が、１９.２

５％を県が負担することから、その合計額とな

っております。また、繰入金の３６７２万５０

００円は、事業費の１９.２５％を市が負担す

るための一般会計からの繰入金となります。ま

た、事業収入の４４２９万６０００円は、第１

号被保険者の保険料となります。 

 次に、８１ページをお願いいたします。 

 款４・基金積立金、項１・基金積立金といた

しまして、２０１万６０００円を計上いたして

おります。 

 これは、介護給付費準備基金の定期預金利子

を積み立てるものとなります。 

 款の５・諸支出金、項１・償還金及び還付加

算金といたしまして、２３５万円を計上いたし

ております。 

 内訳は、第１号被保険者から徴収いたしまし

た、過年度分の保険料の還付金の支出に充てる

ものでございます。 

 以上が歳出の説明となります。 

 続きまして、歳入について御説明させていた

だきます。 

 ページ少し戻りまして、６８ページをお願い

いたします。 

 ２、歳入についてでございます。 

 その主なものを御説明させていただきます。 

 まず、款の１・保険料、項の１・介護保険

料、目１・第１号被保険者保険料に、２７億１

１５０万円を見込んでおります。なお、令和３

年度～令和５年度の第８期介護保険事業計画に

基づきます介護保険料につきましては、第７期

と同額の６５００円を基準額として計上いたし

ております。 

 では、内訳といたしまして、節１・現年度分

特別徴収保険料２４億７９７７万円は、年金か

ら天引きされるものでございます。節の２・現

年度分普通徴収保険料２億１８８４万６０００

円は、納付書や口座振替にて納付していただく

ものとなります。節３・滞納繰越分保険料１２

８８万４０００円は、主に過去２年分の滞納分

でございます。 

 次の６９ページをお願いいたします。 

 ２つ目の表となります。款４・支払基金交付

金、項１・支払基金交付金の、合計額３８億５

８１万８０００円は、先ほど歳出の財源内訳で

御説明いたしましたが、全国の医療保険者から

徴収いたしました４０歳以上６５歳未満の方の

第２号被保険者の保険料を、社会保険診療報酬
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支払基金に一旦集めまして、その後、法の定め

に基づきまして各介護保険の保険者に交付する

ものとなります。 

 次に、目１・介護給付費交付金３７億２１１

１万３０００円は、歳出の保険給付費の２７％

となっており、目２・地域支援事業支援交付金

８４７０万５０００円は、歳出の介護予防・日

常生活支援総合事業の２７％となっておりま

す。 

 下の表の、款５・国庫支出金、項１・国庫負

担金、目１・介護給付費負担金２５億３２９８

万円は、歳出の保険給付費のうち、施設系サー

ビスに１５％、その他のサービスに２０％を、

法の定めに基づきまして国が負担するものでご

ざいます。 

 続きまして、７０ページをお願いいたしま

す。 

 項の２・国庫補助金、目１・調整交付金１０

億２３１４万２０００円は、歳出の保険給付費

の７.５４％、地域支援事業費の５％に当たり

ます。 

 これは、市町村の努力では対応できない第１

号被保険者の保険料の格差を是正するために、

国から交付される交付金でございます。 

 その下、目の２及び目の３・地域支援事業交

付金６２７４万４０００円と７３４５万円は、

地域支援事業に必要な経費のうち、法の定めに

基づきまして国が負担するものでございます。 

 次に、その下の表、款６・県支出金、項１・

県負担金、目１・介護給付費負担金１９億４６

１３万７０００円は、歳出の保険給付費のう

ち、施設系サービスに１７.５％、その他のサ

ービスに１２.５％を、法の定めにより県が負

担するものでございます。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 項の２・県補助金、目１及び目２・地域支援

事業交付金３９２１万５０００円と３６７２万

５０００円は、地域支援事業に必要な経費のう

ち、法の定めにより県が負担するものでござい

ます。 

 次に、７２ページをお願いいたします。 

 款の８・繰入金、項１・一般会計繰入金、目

１・一般会計繰入金２４億１６０１万２０００

円は、歳出の保険給付費及び地域支援事業費に

対する、法の定めに基づく市の負担分のほか、

低所得者の保険料軽減に要する経費や職員給与

費などでございます。 

 以上が歳入の説明となります。 

 以上で議案第８号・令和３年度八代市介護保

険特別会計予算の説明を終わります。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 保険給付費が増えたっ

ちゅう話だったですよね。その理由、人数の面

か単価の面かあっとでしょうけど、その理由を

お知らせください。そすと、あと人数、対象者

の人数ですよね。そのひんも分かる範囲でお願

いします。 

○長寿支援課長補佐兼介護給付係長（石本 淳

君） 長寿支援課の石本でございます。よろし

くお願いいたします。 

 まず、介護給付費が増えた要因というところ

で、お答えいたします。 

 介護給付費につきまして、増えた要因につい

てというところでございますけれども、令和２

年度と令和３年度で増した部分についての見込

みというところで、令和２年度につきまして、

新型コロナウイルス感染症等の影響で利用控え

等があった部分で、給付費が、令和２年度少な

くなってる部分がございますけれども、令和３

年度につきまして、その辺の影響について、実

際そのコロナウイルス感染症の影響がなかった

場合の金額等も視野に入れて、計算をしたとこ

ろでございまして、そういうところで給付費に



 

－53－

ついて、増を見込んでいるというところでござ

います。 

 対象者の人数につきましてですけれども、認

定者数が、大体八代市の場合は八千数百人いら

っしゃる中で、それぞれのサービスを受けてい

らっしゃる方が、居宅介護サービスを受けてい

る方が４８００人程度、施設サービスを受けて

おられる方が１１５０人程度いらっしゃるとい

うことで、こういった利用者の人数の増加、伸

び等を見込みながら、給付費を計算した結果、

令和３年度増加するというところで見込んだと

ころでございます。 

 以上お答えでございます。 

○委員（亀田英雄君） ちょっと何か意外な答

えだったんですけど、コロナウイルスのことを

勘案す、――どげん、どう勘案すればそうなる

のかっていうとを、ちょっと分かりにくかった

んですけど、分かりますか。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） すみませ

ん、補足で。 

 今回の見込みのときには、担当の係長が申し

ましたように、２年度については利用控え等が

ありまして、一旦落ちた部分がございます。で

すが来年度に向けては、もともと国において

は、介護職員の方々の処遇改善のところで、給

与等の見直しなどもあっておりますので、そう

いったところの処遇改善での部分の加算がベー

スのほうであっておりますのが１点と、あと、

災害等、あとコロナあたりで、特別加算という

ことで、急遽、定員外で例えば引き受けるよう

なことも、災害等がありましたのであっており

ます。そういったときについても、ちゃんとそ

の、もともと定員が例えば６０となっていて

も、１人、２人を定員外特別に受けていていい

よというような特例措置もあっておりまして、

それがまた引き続いておりますので、その分の

やはり加算がございます、伸びがございます。 

 それともう一つ、施設系の利用者のほうが増

えております。これはもう要因はっきりしてお

りまして、令和２年度中に、グループホームの

ほうが１つと、地域密着型の特養のほうが１つ

完成しておりまして、受入れが始まっておりま

す。ですので当初予算ベースでいきましても、

伸びが、その部分の伸びというのもございま

す。 

 ですので、コロナの影響で一旦通所系は減に

なっておりますけれども、施設入所系が伸びた

と、施設の入所系が伸びているというふうに、

理解していただければいいのではないかと思い

ます。 

 以上です。（委員亀田英雄君「分かりまし

た。何かびっくりですね。分かりました」と呼

ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようです。以上

で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決いたします。 

 議案第８号・令和３年度八代市介護保険特別

会計予算については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございます」と呼ぶ者あり） 

 小会いたします。 

（午後３時３３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４０分 本会） 

◎議案第１２号・令和３年度八代市診療所特別

会計予算 
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○委員長（西濵和博君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、議案第１２号・令和３年度八代市診療

所特別会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 議案第１２号・令和３年度八代市診療所特別

会計予算につきまして、野田健康福祉政策課長

より説明をいたします。御審議のほどよろしく

お願いします。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 健

康福祉政策課、野田でございます。よろしくお

願いいたします。 

 じゃあ座りまして説明させていただきます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） そ

れでは、議案第１２号・令和３年度八代市診療

所特別会計予算について御説明いたします。 

 令和３年度八代市特別会計予算書、１５１ペ

ージをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算では、歳入歳出総額

を、それぞれ７７９１万８０００円といたして

おります。 

 内容につきましては、１５３ページ以降の診

療所特別会計予算に関する説明書で御説明させ

ていただきます。 

 まずは、歳出予算から御説明いたします。 

 １５９ページをお願いいたします。 

 款１・総務費、項１・総務管理費、目１・一

般管理費は、５５６８万８０００円で、前年度

比で１８０万円の増となっております。 

 右側の説明欄を御覧ください。椎原診療所医

師１名の給与等で１７３６万８０００円は、椎

原地区にございます市立椎原診療所に常勤で勤

務してる医師１名分の人件費が主なものでござ

います。椎原診療所一般管理事業１５８３万７

０００円は、この椎原診療所の運営に要します

一般管理経費で、主なものは、会計年度任用職

員３名分の報酬５８６万円、診療報酬請求事務

委託９２万４０００円、医療事務システム経費

４９万５０００円などでございます。下岳診療

所一般管理事業２００６万２０００円は、下岳

地区にございます市立下岳診療所の運営に要し

ます一般管理経費で、主なものは、八代郡医師

会への診療業務委託１７７５万７０００円や、

医療事務システム経費４９万５０００円でござ

います。歯科診療所一般管理事業２４２万１０

００円は、柿迫地区にございます市立泉歯科診

療所の運営に要します一般管理経費で、主なも

のは、八代歯科医師会への診療業務委託２３９

万１０００円でございます。 

 目２・研究研修費は、７８万９０００円で、

前年度比で４５万８０００円の増となっており

ます。 

 これは、椎原診療所に勤務する医師の研究・

研修に係る経費でございまして、僻地の診療所

に勤務する医師が、都市部に勤務する医師に比

べて医療技術の向上に必要な研究や研修の機会

が少なくなることを踏まえまして、研究・研修

の機会を確保するものになります。増額の理由

としましては、研修に診療所医師が参加する場

合に診療所に代わりの医師を派遣してもらう、

代診医派遣に係る費用を一般管理事業から組み

替えたためでございます。 

 目３・医療費は、１９８２万９０００円で、

前年度比５５万７０００円の増となっておりま

す。 

 これは、各診療所での医療を提供する際に用

います医薬品や医薬材料、血液検査や歯科技工

の委託などに要します経費でございます。医療

費は、患者さんの症状や治療方針によって使用

する医薬品等の違いがあり、年度間での増減が

ございます。内訳としましては、椎原診療所１

１３９万４０００円、下岳診療所８２５万円、

歯科診療所１８万５０００円となっておりま

す。 

 次に、１６０ページを御覧ください。 
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 款２・公債費、項１・公債費、目１・元金

は、１５９万６０００円で、前年度比１５万１

０００円の増となっております。 

 これは、これまで医療機器の購入等で借り入

れた起債の償還元金でございます。 

 目２・利子は、１万６０００円で、前年度比

９０００円の減となっております。 

 これは起債の償還利子でございます。 

 以上が歳出予算でございます。 

 続きまして、歳入予算の御説明をいたしま

す。 

 お戻りいただきまして、１５６ページを御覧

ください。 

 款１・診療所事業収入、項１・診療収入、目

１・保険収入は、２７４９万５０００円で、前

年度比４９万円の増となっております。 

 これは医療保険から支払われます診療報酬

で、椎原診療所で１４００万円、下岳診療所で

１３４０万円、歯科診療所で９万５０００円を

見込んでおります。 

 目２・一部負担金収入は、４５２万円でござ

います。 

 これは、医療費の個人負担分でございます。 

 目３・その他診療報酬は、８１万円で、前年

度比８１万円の増となっております。 

 これは、前年度まで款２・使用料及び手数料

で計上していたものを移管したもので、予防接

種に係る費用になります。 

 款２・使用料及び手数料、項１・使用料、目

１・診療所使用料は、１３万５０００円でござ

います。 

 主なものは、下岳診療所の診療に従事する医

師などが休憩所として使用しております、医師

住宅の使用料１３万２０００円でございます。 

 項２・手数料、目１・診療所手数料は、４４

万円で、前年度比８１万円の減となっておりま

す。減額となった理由としましては、予防接種

に係る費用を款１・診療所事業収入に移管した

ことによるものです。 

 診断書の作成手数料や健康診断に係る手数料

としまして、椎原診療所が３４万円、下岳診療

所が１０万円を見込んでおります。 

 １５７ページを御覧ください。 

 款３・県支出金、項１・県補助金、目１・へ

き地診療所県補助金は、１２５８万１０００円

で、前年度比１１９万２０００円の増となって

おります。 

 節１・へき地診療所運営費補助金１２１９万

９０００円は、採算性が低い僻地診療所の運営

費に対します補助金で、補助率は３分の２でご

ざいます。内訳は、椎原診療所が８７２万円、

下岳診療所が１７７万円、歯科診療所が１７０

万９０００円となっております。節２・へき地

患者輸送車運行支援事業補助金３８万２０００

円は、椎原診療所で運行しております患者輸送

車の運行経費に係る補助金で、補助率は２分の

１でございます。 

 款４・繰入金、項１・一般会計繰入金、目

１・一般会計繰入金は、３１４８万３０００円

で、前年度比９６万１０００円の増となってお

ります。 

 これは、各診療所の運営におきまして生じま

す収支不足分を、一般会計から繰り入れるもの

で、内訳としましては、椎原診療所が２０４８

万４０００円、下岳診療所が１０２０万７００

０円、歯科診療所が７９万２０００円となって

おります。 

 １５８ページをお願いします。 

 款５・繰越金、項１・繰越金、目１・繰越金

は、１０００円でございます。 

 款６・諸収入、項１・雑入、目１・雑入は、

４５万３０００円で、前年度比３１万４０００

円の増となっております。 

 節１・売上収入２万４０００円は、椎原診療

所に設置しております太陽光発電設備で発生し

ます、余剰電力の売上収入でございます。節
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２・雑入４２万９０００円の主なものは、長寿

社会づくりソフト事業費交付金でございます。

この交付金は、先ほど歳出予算で御説明しまし

た、椎原診療所の医師が研究・研修を行う際の

旅費等に対します、地域社会振興財団からの交

付金でございます。 

 以上で令和３年度八代市診療所特別会計予算

の説明を終わります。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） １５９ページの、歳出

の医療費ってのなんですけど、改めてなんです

が医療費とは、どういう意味合いのものかです

ね。そすっと、その右の、診療所ごとにしてあ

っとですが、その積算根拠をお知らせくださ

い。医療費はここで払うって意味か。 

 １５９ページです。 

○委員長（西濵和博君） 挙手お願いします。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） こ

の医療費につきましては、先ほども説明したん

ですけども、医療を提供する際に用います医療

費――医薬品とか衛生材料とか医薬材料だと

か、血液検査、歯科技工の委託に対する経費に

なってまいります。 

○委員（亀田英雄君） あ、そうやったか。ご

めん、ごめん。 

 じゃ、右の積算根拠。 

○健康福祉政策課泉健康福祉地域事務所長（井

戸晶子君） お世話になります。泉健康福祉地

域事務所の井戸と申します。 

 委員、お尋ねの件につきましては、過去３年

間におきましての人口の推移と、あと、実績等

を勘案しまして、積算しているところでござい

ます。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） その中身を。 

○委員長（西濵和博君） 質問の趣旨は、その

内訳、内容、積算根拠ということですかね。概

要お願いします、分かれば。 

○健康福祉政策課泉健康福祉地域事務所長（井

戸晶子君） お世話になります。 

 椎原診療所から申し上げますと、椎原診療所

における医薬品の購入が１０００万円、医薬材

料費としましては、ガーゼとか注射器とかを購

入しますのが５３万４０００円、あと血液検査

の委託料が５０万円、あと備品購入関係で２６

万円となっております。 

 下岳診療所におきましては、医薬品が８００

万円、医薬材料費が１０万円、血液検査等の委

託料が１０万円となっております。 

 続きまして、泉歯科診療所になります。泉歯

科診療所で使います医薬品が１万円、医薬材料

費が６万１０００円、歯科技工料としての委託

料が１０万円を計上しているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 御丁寧にありがとうご

ざいました。 

 十分なんですかね。今まで足りてますか。こ

れで足りるものなのかなと思いながら。 

○健康福祉政策課泉健康福祉地域事務所長（井

戸晶子君） 例年、医薬品等、不足がある診療

所には流用したりとかしておりますけれども、

予算額としては足りております。（委員亀田英

雄君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。 
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○委員（百田 隆君） 昨年も申し上げました

が、僻地医療として、なくてはならない診療所

です。これからもですね、さらなる充実を求め

てです、診療所の、それを求めて頑張っていた

だけたらなと思っておりますので、よろしくお

願いします。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ございま

せんでしょうか。（委員亀田英雄君「一緒で

す」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決をいたします。 

 議案第１２号・令和３年度八代市診療所特別

会計予算については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございます」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午後３時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５５分 本会） 

◎議案第１９号・専決処分の報告及びその承認

について（令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１４号（関係分）） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 議案第１９号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１４号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認についてを議題と

し、説明を求めます。歳出の第３款・民生費及

び第４款・衛生費について、健康福祉部より説

明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 議案第１９号・専決処分の報告及びその承認

について、令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１４号、第３款・民生費、第４款・衛生

費につきまして、白川健康福祉部次長より説明

いたします。御承認のほどよろしくお願いいた

します。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） 健康福祉部、白川でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、座って説明をさせていただきま

す。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） 議案第１９号・専決処分の報告及びその

承認について、議案書の１３ページからの、令

和２年度八代市一般会計補正予算書・第１４号

をお願いいたします。 

 文教福祉委員会付託分について御説明をいた

します。 

 なお、補正予算の主な内容は、新型コロナウ

イルスワクチンの迅速かつ円滑な接種を実施す

るために、早急な対応を行う必要から、令和３

年２月５日に専決処分を行ったものでございま

す。 

 まず、１６ページをお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） 白川次長、ちょっと

お待ちくださいませ。 

 委員の皆様、資料ですけれど３月定例会議案

書の縦のつづりの、十五、六ページからになり

ます。よろしいでしょうか。白川次長、お願い

します。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（白川健次

君） それではまず、１６ページをお願いいた

します。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、款３・民生費、項１・社会福祉費で、１

１０万円を追加し、補正後の予算額は１１６億

６４１８万８０００円とし、民生費の総額は、

１つ上になりますが、２５４億２３２６万２０

００円としております。 
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 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費で、

補正額６億７０００万円を追加し、補正後の予

算額は２５億５９１３万２０００円とし、衛生

費の総額は、１つ上になりますが、８２億９５

４２万８０００円としております。なお、補正

額の全額が健康福祉部所管分となっておりま

す。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

をいたします。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 上段の表の、款３・民生費、項１・社会福祉

費、目１・社会福祉総務費で、補正額１１０万

円を計上いたしております。 

 令和元年５月３０日付で、社会福祉法人龍峯

会に対して行った一時理事選任処分の取消しを

求めて、本市に対して提起された訴訟につい

て、令和２年１２月１４日付で、本件訴えを却

下する判決が熊本地方裁判所から言い渡され、

その後、相手方から期限内に控訴しなかったこ

とから、本市が行った処分が適正であったこと

が認められました。これにより、社会福祉法人

理事選任処分取消請求訴訟関係事業において、

本市代理人弁護士に対し成功報酬を支払うため

に要する経費を補正したものでございます。 

 なお、特定財源はございません。 

 次に、下段の表の款４・衛生費、項１・保健

衛生費、目２・予防費で、補正額６億７０００

万円を計上いたしております。 

 これは、新型コロナウイルスワクチン接種事

業において、ワクチン接種に必要な体制を整備

し、住民に対して迅速かつ円滑な接種を実施す

るため、ワクチン接種に要する費用を補正した

ものでございます。支出のうち主なものでござ

いますが、集団接種に係る派遣医師等の報償費

１億３８６０万円、医療機関での個別接種によ

るワクチン接種業務等の委託料４億１８４１万

６０００円、集団接種のための会場使用料等４

１２３万２０００円などでございます。 

 なお、特定財源として、国庫支出金１０分の

１０があります。 

 以上で議案第１９号・専決処分の報告及びそ

の承認についての説明とさせていただきます。

御承認のほど、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（西濵和博君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（古嶋津義君） 接種事業については、

おととい、太田議員のほうから一般質問があっ

ております。一応その、担当部としては対策

室、それからコールセンターも設置をされると

いうことで、集団接種については八代トヨオカ

地建アリーナを予定と、それと個別接種につい

ては、診療所等、そのほかの分はコミセンと

か、医師会等と協議をしてまいりますというこ

とでありました。対象者が、１６歳以上が１０

万５０００人、６５歳以上の高齢者が４万３０

００人ということであります。券の配分も平等

にやるということで、４月１２日が９７５人

分、４月１９日も９７５人分、その次が２６日

が１９５０人分、八代保健所管内ということに

なっとります。 

 まあ少量ではあろうと思いますが、そこでお

尋ねでありますが、まずその施設に入所をされ

る方が、６５歳以上でまず優先されるのか。そ

れと、接種券。接種券を、この前郵送されると

いうことでありましたが、その中に問診票等は

入っているのか。それと、対象者で接種を、副

作用があるからといって接種を希望されない方

への対応。その３点についてお尋ねをします。 

○健康推進課長補佐兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） 健康推進

課、森田でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 御質問のありました、高齢者施設等の入所者

の接種順位でございますが、国のほうでは、高

齢者の接種の後に接種することになっておりま
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したが、熊本県では、高齢者施設等でクラスタ

ーが多く発生していることから、高齢者と一緒

に順位を上げて接種をすることになっておりま

す。 

 また、接種券のほうの送付にございますけれ

ども、接種券のほうには、予診票２回分を入れ

て送るように予定をしております。 

 また、希望されない接種者につきましては、

ワクチンの国からの有効性、安全性あたりの情

報につきまして、市民の方々にも正確な情報提

供をすることで接種につなげたいと考えており

ます。そういった情報を市民の皆様方に的確

に、お知らせしたいと思っております。 

○委員（古嶋津義君） 一番心配するのは、接

種会場においてですね、問診票のその中のいろ

んなことを、お医者さん等にまた再度聞かれる

ことがあるかと思いますが、その辺のところで

ちょっと時間のロスがあるのかなというふうに

思いますので、その辺のところをもう少しその

作業がスムーズにいくようにですね、段取りを

していただければと思います。 

○委員長（西濵和博君） 御意見でよろしいで

すか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終わります。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決をいたします。 

 議案第１９号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１４号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。（｢ありがとうございま

す」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午後４時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０７分 本会） 

◎議案第３３号・八代市介護保険条例の一部改

正について 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第３３号・八代市介護保険条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 議案第３３号・八代市介護保険条例の一部改

正につきまして、山内長寿支援課長より説明を

いたします。御審議のほどよろしくお願いしま

す。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） 長寿支援

課、山内でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 座りましての説明をお許しください。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） それでは、

議案書８５ページをお願いいたします。 

 議案第３３号・八代市介護保険条例の一部改

正についてでございます。 

 内容の説明につきましては、お手元にお配り

させていただいております資料、右肩に令和３

年３月１１日文教福祉委員会議案第３３号資料

長寿支援課とあります、八代市介護保険条例の

一部改正についてを基に説明させていただきま

す。御用意のほうお願いいたします。 

 それでは最初に、１、改正の趣旨及び内容で

ございます。今回の改正理由につきましては、

２点ございます。 

 １点目でございますが、（１）にありますよ
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うに、八代市高齢者福祉計画及び第８期介護保

険事業計画の事業期間に合わせて、第１号被保

険者の介護保険料の賦課年度の改正を行うもの

でございます。 

 改正いたします内容は、第３条の保険料率の

ところの新旧対照表を掲載しておりますので、

御覧いただきたいと思います。 

 条例の第３条の第１項中、改正前は、平成３

０年度から令和２年度とあったものを、改正後

は、第８期の介護保険事業計画の期間でありま

す、令和３年度から令和５年度で改めます。な

お、第８期の介護保険料につきましては、第７

期と同額となりますので、それ以降の所得別の

９段階の保険料の額は変更ございません。 

 また、同じ条、第３条の第２項から第４項ま

での規定は、低所得者への保険料の軽減措置に

関する定めとなっております。軽減措置の期間

につきましても、第８期の介護保険計画の期間

に改正するもので、改正前の令和２年度を、改

正後に、令和３年度から令和５年度までの各年

度に改めるものとなっております。なお、この

軽減措置等につきましても、保険料等の額は変

更ございません。 

 資料の２ページ目をお願いいたします。開け

ていただきまして、２ページ目をお願いいたし

ます。 

 もう一つの改正理由の２点目でございます。

市の介護保険条例に、新型コロナウイルス感染

症に起因して一定の被害を受けられた方に対し

て行う減免の定めがございます。この減免の定

めに当たりまして、介護保険条例附則第７条、

第７条第１項第１号中に、新型コロナウイルス

感染症とはということで、新型インフルエンザ

等対策特別措置法附則第１条の２第１項に規定

するものと定義づけておりましたが、この引用

しておりました法律において、該当します条項

が削除されるという一部改正が行われました。

そのため、今回具体的に、病原体がβコロナウ

イルス属のコロナウイルス（令和２年１月に中

華人民共和国から世界保健機関に対して、人に

伝染する能力を有することが新たに報告された

ものに限る）である感染症と規定を改正するも

のでございます。 

 最後に、３番目、条例の施行日でございます

が、令和３年の４月１日からといたしておりま

す。なお、（２）のほうの改正につきまして

は、一部改正後の新型インフルエンザ等対策特

別措置法が既に施行されていますことを受けま

して、本市条例も速やかに施行するといたしま

して、公布の日から施行するといたしておりま

す。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３３号・八代市介護保険条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございます」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第３４号・八代市指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について 

○委員長（西濵和博君） 次に、議案第３４
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号・八代市指定居宅介護支援等の事業の人員及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 議案第３４号・八代市指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正につきまして、山内長寿支援課長よ

り説明をいたします。御審議のほどよろしくお

願いします。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） 長寿支援

課、山内でございます。引き続きよろしくお願

いいたします。 

 座りましての説明をお許しください。 

○委員長（西濵和博君） はい。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） それでは、

議案書の８７ページとなります。８７ページの

ほうお願いいたします。 

 議案第３４号・八代市指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正についてでございます。 

 こちらの内容の説明につきましては、先ほど

同様に、お手元にお配りさせていただいており

ます、資料右肩に令和３年３月１１日文教福祉

委員会議案資料とありますものの、３ページ目

と４ページを用いて説明させていただきますの

で御用意いただきたいと思います。よろしいで

しょうか。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ、続けてくだ

さい。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） では初め

に、１、改正の趣旨でございますが、国におき

まして、指定居宅介護支援等の事業の人員及び

運営に関する基準等の一部改正が行われました

ことから、市の条例も省令に合わせて必要な改

正を行うものでございます。 

 次に２、改正の概要ですが、居宅介護支援事

業所管理者の要件に関する改正で、以下の２点

について改正を行うものです。 

 １点目は、管理者の要件です。改正前は、居

宅介護支援事業所管理者は主任介護支援専門員

でなければならないとされており、経過措置と

して、平成３３年――令和３年の３月３１日ま

での間は、介護支援専門員を管理者とすること

ができると設けておりました。が、改正後は、

主任介護支援専門員でなければならないとなり

ますが、ただし主任介護支援専門員の確保が、

本人の死亡、長期療養や、山間地の事業所等で

他の施設がない場合などにより著しく困難であ

る場合は、介護支援専門員を管理者とすること

ができると特例を設けることとなります。 

 次に改正の②、②点目、管理者要件の適用の

猶予では、平成３３年――令和３年の３月３１

日までの間は、介護支援専門員を管理者とする

ことができるとしていたものを、令和３年３月

３１日において管理者が主任介護支援専門員で

ない者については、令和９年３月３１日までの

間は、引き続きその者を管理者とすることがで

きると、管理者の配置期間の猶予を設ける改正

を行うものでございます。 

 具体的な例を用いて説明させていただきます

ので、資料の４ページのほうお願いいたしま

す。 

 具体な例の、改正前と改正後という形で掲載

させていただいております。 

 まず初めに、図の上部のほう、改正前の現行

の定めでございますと、令和２年度で旧経過措

置というものが終了し、令和３年度からは管理

者は主任介護支援専門員を置くことが必須とな

っております。 

 これが、今回の改正後におきましては、大き

く２つのパターンに分かれます。矢印の下のほ

うを御覧いただきたいと思います。 

 まず、（ア）にあります、（ア）のですね、

こちらのほうにありますように、令和３年の３

月３１日時点の管理者が既に主任介護支援専門

員である場合は、上段の①の矢印のように、そ
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の管理者の方が退職等がなければそのままとな

りますが、下段の②の矢印のように、管理者で

ある主任介護支援専門員が退職した場合は、後

任の管理者には主任介護支援専門員を配置する

ことが義務となります。ただしこの場合でも、

主任介護支援専門員の確保が、本人の死亡、長

期療養や、山間地の事業所など、他の施設がな

いなど著しく困難であるなどのやむを得ない理

由がある場合は、介護支援専門員を管理者とす

ることができるとなっております。 

 次に、（イ）のように、令和３年３月３１日

時点の管理者が主任介護支援専門員ではない場

合は、③のように、令和３年３月３１日までの

旧経過措置が終了しても、３年の３月３１日時

点の管理者が令和３年の４月１日以降も続ける

場合に限って、新経過措置が適用され、最長で

は令和９年の３月３１日まで、主任介護支援専

門員でなくとも管理者を続けることができま

す。ただし、令和９年４月１日以降は、主任介

護支援専門員を管理者に配置する必要がござい

ます。 

 一方、下段の④のように、令和９年３月３１

日までの間に、令和３年の３月３１日時点の管

理者が退職した場合は、新経過措置の適用が終

了いたしますので、後任の管理者には主任介護

支援専門員を配置する必要がございます。 

 なお、（イ）の①②のどちらの場合におきま

しても、主任介護支援専門員の確保が著しく困

難であるやむを得ない理由がある場合は、介護

支援専門員を管理者とすることが可能となって

おります。 

 それでは３ページ目のほうに戻っていただき

まして、施行日となります。３の施行日です。

本改正条例は、令和３年の４月１日から施行す

るといたしております。ただし、②の管理者要

件の適用の猶予につきましては、３月３１日ま

でに施行させる必要がありますことから、公布

の日から施行するといたしております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほうよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決いたします。 

 議案第３４号・八代市指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございます」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第３５号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例の全部改正について 

◎議案第３６号・八代市指定地域密着型介護予

防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準等

を定める条例の全部改正について 

◎議案第３７号・八代市指定介護予防支援等の

事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準等を定める条例の全部改正について 

◎議案第３８号・八代市指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準を定める条例

の全部改正について 

○委員長（西濵和博君） 次に、議案第３５

号・八代市指定地域密着型サービスの事業の人
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員、設備及び運営に関する基準等を定める条例

の全部改正について、議案第３６号・八代市指

定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の全部改正に

ついて、議案第３７号・八代市指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の全部改正に

ついて、議案第３８号・八代市指定居宅介護支

援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め

る条例の全部改正について、以上４件について

は、関連がありますので一括議題とし、採決に

ついては個々に行いたいと思います。 

 それでは、本４件について、一括しての説明

を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 それでは、議案第３５号から議案第３８号に

つきまして、山内長寿支援課長より説明いたし

ます。御審議のほどよろしくお願いします。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） 長寿支援

課、山内でございます。引き続きましてよろし

くお願いいたします。 

 座りましての説明をお許しください。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○長寿支援課長（山内真奈美君） それでは、

議案書は８７ページからとなります。 

 議案第３５号・八代市指定地域密着型サービ

スの事業の人員及び運営に関する基準を定める

条例の全部改正についてでございます。 

 この議案第３５号と、第３６号、第３７号、

第３８号の、４つの条例の改正につきまして

は、関連した内容でございますので、まとめて

説明は一括して行わせていただきます。 

 また、４本の条例は全部改正となっておりま

す。議案書では８９ページから３０４ページま

でと、ページ数もかなり多くなっております。

内容の説明につきましては、先ほどと同様に、

お手元にお配りさせていただいております資

料、右肩に令和３年３月１１日文教福祉委員会

議案資料とありますものの５ページ以降と、ま

た、最後に１枚、Ａ３判の１枚物の一覧表をお

配りさせていただいておりますが、こちらを用

いて説明させていただきたいと思います。 

 それでは、資料の５ページ目をお願いいたし

ます。 

 八代市指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準等を定める条例

等の全部改正についてでございます。 

 初めに、１、改正の趣旨ですが、指定地域密

着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準等の省令が一部改正されたことを踏ま

えまして、本市条例の必要な改正を行うもので

ございます。また、これまで度重なる省令の改

正に際しまして、本市条例もその都度一部改正

を行ってまいりましたが、改正のたびに改正す

る条項や内容も多くなってきており、基準とな

る省令と本市の条例の構成が著しく異なり、同

じ内容を差し示す条や項といったもののずれが

大きくなってきておりましたので、それぞれの

条例の条項番号とこれに対応する基準省令の条

項番号を合致させる改正を、全文改正の手法を

用いて併せて行うものでございます。 

 次に、２、基準省令と、対応する本市条例と

いたしまして、基準となる省令と今回改正を行

います条例を対応する形で掲載しております。 

 ただいま資料の５ページのほうを用いて説明

させていただいておりますが、別添のＡ３判の

改正内容の一覧表を御覧いただきながら説明を

お聞きいただければ、分かりやすいかと思いま

すのでお開きいただきたい思います。 

 Ａ３判の一覧表につきましては、最上段が基

準の省令、その下が、省令に対応している本市

の条例となります。またその条例の下の行に、

条例で定める介護サービスと、どういった介護
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サービスをしているかを記載した介護サービス

の類型を記載させていただいております。また

その下の行に、今回の改正項目を表立てして示

しております。改正項目につきましても、上の

ほうが個別の改正項目、一番下の下段には、全

サービス共通の改正となる９項目を記載してお

ります。今回全文改正いたします条例が、黒丸

数字の①から④となります。 

 表の一番上の左にあります、基準省令の白丸

の１、指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準の一部改正を受け

て、改正する本市の条例が、黒丸の１、議案第

３５号・八代市指定地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準等を定める

条例となります。以降、同じように、基準とな

る省令の改正を受けて改正を行います条例が、

黒丸の②、議案第３６号・八代市指定地域密着

型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準等を定める条例、黒丸の３、議案第３７

号・八代市指定介護予防支援等の事業の人員及

び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準等

を定める条例、黒丸の４、議案第３８号・八代

市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に

関する基準を定める条例となります。 

 それでは、改正内容について説明させていた

だきます。 

 説明に当たりましては、Ａ４の資料の６ペー

ジのほうからお話しさせていただきます。ま

ず、資料の６ページのほうを御覧いただきたい

と思います。 

 資料の６ページ、初めに、（１）で、主な改

正内容といたしまして、今回の一部改正の特徴

を３点挙げさせていただいております。 

 初めに、①認知症高齢者への適切な対応強化

といたしまして、介護サービス事業者に、医

療・福祉関係の資格を有さない介護職員に対し

て認知症介護基礎研修を受講させるために必要

な措置を義務づける内容で、勤務体制の確保等

の基準に当該の定めを整備するものとなってお

ります。 

 次に②、非常災害への対応強化といたしまし

て、災害への対応においては地域との連携が不

可欠であることを踏まえ、避難等の訓練の実施

に当たって、介護サービス事業者に地域住民の

参加が得られるよう連携に努めるといたしまし

て、非常災害対策の基準に当該規定を整備する

ものでございます。 

 次に③、感染症対策の強化といたしまして、

感染症の予防及び蔓延防止等に関する取組の徹

底のため、介護サービス事業者に委員会の開

催、指針の整備、研修、訓練の徹底を義務づけ

るとして、衛生管理等の基準に当該規定を整備

するものとなっております。 

 今回の改正の全体的な特徴といたしまして

は、ただいま説明いたしました３点のほか、高

齢者の虐待防止、ハラスメント対策強化など、

権利擁護に関しての取組が強化されておりま

す。また、施設職員の人員配置基準について基

準の緩和を図る一方で、利用者に対する説明責

任や介護給付への適正化への取組を強化する内

容となっております。 

 それでは個々の改正内容を説明させていただ

きますが、これ以降の説明は、資料の６ページ

から１０ページまでの要約したものに添って、

説明させていただきます。 

 なお、資料の６ページ以降に登場いたしま

す、黒丸の１、２や片仮名のア、イ、ウ、改正

項目の白丸の①②といった表記と、Ａ３の一覧

表中の黒丸の１、２、片仮名のア、イ、ウ、白

丸の①②などの表記につきましては一致してお

りますので、先ほどと同様にＡ３の一覧表と併

せて御覧いただきながらお聞きいただければと

思います。 
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 それでは、事業種別ごとの改正内容です。 

 一覧表の黒丸の１、ア、夜間対応型訪問介護

です。１つ目に、オペレーターの配置基準の緩

和、２つ目に、サービスつき高齢者向け住宅等

における適正なサービス提供の確保の規定を設

ける改正を行います。 

 次に、黒丸の１のイ、地域密着型通所介護、

一般的にはデイサービスと言われるものでござ

います。このサービスと、黒丸の１のカ、地域

密着型特定施設入居者生活介護、一般的に介護

保険の指定を受けた有料老人ホームのことでご

ざいます。こちらにつきましては、今回の一部

改正の特徴として先に説明させていただきまし

た、認知症高齢者への対応強化、非常災害への

対応強化を設ける改正を行うものです。 

 次に、黒丸の１、ウ、認知症対応型通所介

護、いわゆる認知症の方に対応したデイサービ

ス事業となります。この改正と同じ内容で、黒

丸の２、ケ、介護予防サービスを同じ改正を行

います。これらのサービスにおきましては、認

知症高齢者への対応強化と非常災害への対応強

化を設ける改正のほか、３つ目には、一定の条

件の下での他の職種との兼務をも認めるとい

う、管理者の配置基準の見直しの３つについて

改正を行うものとなっております。 

 次に、黒丸の１のエ、小規模多機能型居宅介

護です。これは、通所、訪問、宿泊と多機能な

介護サービスを行います小規模な施設のことと

なります。また、この改正と同じ内容で、黒丸

の２のコ、介護予防サービスも同様の改正を行

います。このサービスでは、１つ目の認知症高

齢者への適切な対応強化のほか、２つ目に、一

定の条件の下での他職種との兼務を認めるとい

う人員配置基準の見直し、３つ目に、過疎地域

等において定員の超過を可能とする要件を設け

る、過疎地域等におけるサービス提供の確保

と、３つについて改正を行うものとなります。 

 次に、黒丸の１、オ、認知症対応型共同生活

介護です。一般的にはグループホームと言われ

ます、入所系の介護サービスとなります。ま

た、この改正と同じ内容で、黒丸の２、サ、介

護予防サービスも同様の改正を行います。１つ

目の、認知症高齢者への適切な対応強化のほ

か、２つ目に、夜勤職員の配置基準を緩和する

夜勤職員体制の見直し、３つ目に、ユニット数

の弾力化やサテライトの設置基準の新設を行い

ます、地域の特性に応じた認知症グループホー

ムの確保のほか、４つ目に、外部評価に係る運

営推進会議の活用、５つ目に、計画作成担当者

の配置基準の緩和と、５点について改正を行う

ものです。 

 次に、黒丸の１のキ、地域密着型介護老人福

祉施設入所者生活介護です。こちらは、いわゆ

る特別養護老人ホームとなります。１つ目の、

認知症高齢者への適切な対応強化のほか、２つ

目に、栄養士と生活相談員の配置について緩和

措置を設ける、人員配置基準の見直し、３つ目

に、一定の条件の下での職員の兼務を認める、

介護保険施設の人員配置基準の見直しのほか、

４点目に、口腔衛生管理の強化を、５点目に、

栄養ケアマネジメントの充実、６点目に、個室

ユニット型施設の設備基準の見直しと、６点に

ついて改正を行います。 

 次に、黒丸の１のク、看護小規模多機能型居

宅介護です。これは、医療ニーズの高い要介護

者の方を対象に、通所、訪問、宿泊と多機能な

介護サービスを行うものとなっております。こ

の介護サービスにおきましては、１の認知症高

齢者への適切な対応強化のほか、先ほど説明い

たしました小規模多機能型居宅介護と同様に、

２点目、過疎地域等におけるサービス提供の確

保を設ける改正を行うものです。 

 次に、黒丸の４、シ、居宅介護支援事業です

が、この介護サービスにおきましては、１つ目

に、事業者に利用者に対して説明を行う項目の

追加を行う、質の高いケアマネジメントの推進
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を設けます。また２つ目に、訪問介護の利用が

過剰と疑われる事業所に対して、点検を実施す

る仕組みを導入する、訪問介護の回数の多い利

用者のケアプランに対する対応を定める改正を

行います。なおこの改正についてのみ、令和３

年の１０月１日施行となります。 

 次に、（３）全サービス共通の改正内容とな

ります。Ａ３の一覧表では、表の一番下の部分

となります。全てのサービスの共通の改正とい

たしまして、９項目の改正を行います。 

 まず１つ目に、感染症対策の強化といたしま

して、３年間の経過措置を設けた上で、介護サ

ービス事業者に感染症の発生及び蔓延等に関す

る取組の徹底を求めるものです。具体的には、

地域密着型介護老人福祉施設、通称特別養護老

人ホーム、こちらでは、訓練の実施を追加いた

します。また、その他のサービス事業所におき

ましては、感染症に対する備えについての定め

がなかったことから、新たに委員会の開催など

４項目を明記し、全てのサービス事業所におい

て感染症への取組が進むよう改正を行うもので

す。 

 ２つ目の、業務継続に向けた取組の強化につ

きましては、３年間の経過措置を設けた上で、

感染症や災害が発生した場合であっても、必要

な介護サービスが継続的に提供できる体制を構

築するため、業務継続に向けた計画等の策定、

研修の実施、訓練の実施等を義務化する改正を

行うものです。 

 ３つ目に、ハラスメント対策の強化といたし

まして、ハラスメント対策に関する事業所の責

務を踏まえた適切な対策を求める定めを、４つ

目に、会議や多職種連携におけるＩＣＴの活用

といたしまして、各種会議において感染防止等

を図るため、テレビ電話などを活用すること認

める定めを、５項目めに、利用者への説明、同

意等に係る見直しのほか、６項目め、記録の保

存等に係る見直し、７項目め、運営規程等の掲

示に係る見直しを行います。 

 また、このほか８つ目に、高齢者虐待防止の

推進といたしまして、３年間の経過措置を設け

た上で、利用者の人権の擁護、虐待の防止等を

目的に、事業者に対しまして、虐待の発生また

はその再発を防止するための委員会の開催、指

針の整備、研修の実施を義務づけるとととも

に、これらの実施担当者を定めることなども義

務づけるものとなっております。 

 次に９つ目に、事業所が作成する各種の計画

等におきまして、統計データなどの活用を進め

るという、介護保険関連情報の活用によるケア

の質の向上を定める改正を行います。 

 それでは、すみません、Ａ４の資料の１０ペ

ージのほうをお願いいたします。 

 最後となりますが、４の施行日です。令和３

年の４月１日から施行するといたしております

が、先ほど説明させていただきましたように、

黒丸の４のシのところで登場いたしました、居

宅介護支援の２項目め、訪問介護の回数の多い

ケアプラン等の対応につきましては、令和３年

の１０月１日からの施行となります。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について一括して質疑を行います。質疑あり

ませんか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

これより採決いたします。 

 まず、議案第３５号・八代市指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準等を定める条例の全部改正については、原
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案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３６号・八代市指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準等を定める条例の全部改正については、原

案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３７号・八代市指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の全部改正に

ついては、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３８号・八代市指定居宅介護支

援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め

る条例の全部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午後４時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時４２分 本会） 

◎議案第３９号・八代市国民健康保険条例の一

部改正について 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３９号・八代市国民健康保険条

例の一部改正についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（小林眞二君） 

 議案第３９号・八代市国民健康保険条例の一

部改正につきまして、西田国保ねんきん課長よ

り説明をいたします。御審議のほどよろしくお

願いします。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課で西田でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 座って説明させていただいてよろしいでしょ

うか。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 議案第３

９号・八代市国民健康保険条例の一部改正につ

きまして御説明させていただきます。 

 議案書は３０５ページから３０６ページの部

分でございますが、説明は、事前にお配りして

おります資料により説明させていただきます。

資料ございますでしょうか。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） それで

は、資料の、１、改正の趣旨でございますが、

八代市国民健康保険条例中、新型コロナウイル

ス感染症の定義を引用していた法律である、新

型インフルエンザ等対策特別措置法の改正によ

り、この定義の部分の条項が削除される一部改

正が行われたことから、具体的に新型コロナウ

イルス感染症の定義を定めるために条例の改正

を行うものでございます。なお、この定義の改

正内容は、介護保険条例の改正部分と同じもの

でございます。 

 次に、２、改正概要でございますが、一覧表

にございます、附則第５項についての改正でご

ざいますが、この項は、新型コロナウイルス感

染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金に
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ついて規定しているものでございます。表見て

いただきますと、改正前は、新型インフルエン

ザ等対策特別措置法の附則第１条の２第１項に

規定する新型コロナウイルス感染症と規定され

ていましたものを、改正後は、新型コロナウイ

ルス感染症（病原体がβコロナウイルス属のコ

ロナウイルス）（令和２年１月に中華人民共和

国から世界保健機関に対して、人に伝染する能

力を有することが新たに報告されたものに限

る）である感染症をいうと明記するものでござ

います。 

 最後に３、施行期日は、公布の日としており

ます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません。 

○委員（古嶋津義君） 専門家じゃないので分

かりませんが、その病原体、βコロナウイルス

属のコロナウイルス、この中には最近流行して

おります変異――変異種というとですか、それ

も入るわけですか。 

 同じコロナだけんいいとだろうな。 

○国保ねんきん課主幹兼医療給付係長（塚本泰

広君） 国保ねんきん課、塚本でございます。 

 御質問の件ですけれども、今回のコロナウイ

ルス感染症に係るものについてということで定

義しておりますので、仮にその変異ウイルスだ

とか変異株ですかね、そういったものにかから

れた方に対しても、傷病手当のほうは支給をす

るという形になるかと思います。 

 以上です。（委員古嶋津義君「はい、了解し

ました」と呼ぶ）（｢一緒だろうもん」と呼ぶ

者あり） 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３９号・八代市国民健康保険条例の一

部改正については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢お世話

になりました」「ありがとうございました」と

呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午後４時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時４７分 本会） 

◎議案第４０号・坂田道男・道太文庫基金条例

の一部改正について 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４０号・坂田道男・道太文庫基

金条例の一部改正についてを議題とし、説明を

求めます。 

○教育部総括審議員兼次長（松岡 猛君） こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議

案第４０号・坂田道男・道太文庫基金条例の一

部改正につきまして、岩崎生涯学習課長より説

明を申し上げします。御審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○生涯学習課長（岩崎龍一君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）生涯学習課の

岩崎です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○生涯学習課長（岩崎龍一君） じゃあ、別添

関係資料としてですね、新旧対照の表のほう一

部添付しておりますので、そちらのございます
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でしょうか。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（岩崎龍一君） それでは３０

７ページをお開きください。 

 坂田道男・道太文庫基金条例の一部改正につ

いてです。 

 提案理由でございますが、坂田道男・道太文

庫基金を果実運用型基金から取崩し型基金に転

換するため、処分条項を設けるに当たり、条例

の改正が必要であるためでございます。 

 じゃあ、３０８ページの改正内容については

ですね、お手元の、別添新旧対照表にて説明さ

せていただきます。 

 第１条にありますように、市民の文化と知識

の向上に寄与するため、昭和４８年に坂田家の

ほうから、図書の寄贈及び寄附により、八代市

立図書館に坂田道男・道太文庫を設置するとと

もに、その運営に資するための基金も設置して

いるところでございます。基金の額としてはで

すね、第３条にありますように、現在、４００

万円が積み立てられているところです。 

 基金の活用方法として、第６条の運用益の処

理にありますように、基金の運用から生ずる収

益は、第１条に規定する目的に応ずる図書の購

入費に充当するものとするとなっており、運用

益をもって図書の購入をする果実運用型になっ

ております。 

 しかしながらですね、現在の低金利な時代、

運用益をもっての図書購入というのは非常に厳

しい状況でございます。そこでですね、今回条

例を一部改正して、新たに第８条に処分を設

け、第１項に、基金は、第１条に規定する目的

に応ずる図書の購入費に充てる場合に限り、こ

れを処分することができるということを追加

し、第２項に、前項の規定により処分が行われ

たときは、基金の額は処分相当額を減少するも

のとすると追加しております。 

 これによりましてですね、基金を一部取り崩

しながら図書を購入し、坂田道男・道太文庫を

充実させるとともに、坂田先生のですね、功績

を市民の皆様に周知していきたいと考えており

ます。予定としましては、年間２０万ほどを取

り崩しながら図書の購入をしていきたいと考え

ております。 

 以上で説明のほう終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ございません

か。 

○委員（亀田英雄君） １ついいですか。今ま

で果実運用型ということだったということなん

ですけど、今までどのくらい金は累積でどのく

らい動いた、分かりますか。 

○生涯学習課長（岩崎龍一君） 原資が４００

万円ですので、利子収入としては、年間数千円

程度ということになります。（委員亀田英雄君

「４８年ぐらいじゃけんね」と呼ぶ）はい。ち

ょっと平成３０年ぐらいからは基金をですね、

一括運用してますので、はい。その前は１００

０円程度ぐらいの利子収入で、平成３０年が４

０００円程度、平成３１年が８０００円ぐらい

の利子収入はあっております。 

○委員（亀田英雄君） じゃあ今までそれば使

って何かしたということ、実績があっとですか

ね。 

○生涯学習課長（岩崎龍一君） はい。この運

用益を充ててですね、中公新書というのを、―

―まあこの基金だけが充たっているかという

と、一般財源もちょっと充たってるかと思いま

すけれども、中公新書のほうをですね、購入さ

せて、毎年ですね、購入させていただいてると

ころです。 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○委員（亀田英雄君） 分かりました。 

○委員長（西濵和博君） ほかに質疑ございま
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せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） せっかくですけんね、

うまく基金を活用して、その功績をしのばれて

ください。（生涯学習課長岩崎龍一君「はい。

ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） 意見ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 意見ないようですの

で、これより採決をいたします。 

 議案第４０号・坂田道男・道太文庫基金条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 小会いたします。 

（午後４時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５４分 本会） 

◎令和２年請願第１号・国の責任で小・中学校

の全学年に少人数学級の実施を求める意見書の

提出方について 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 審査に入ります前に、郵送にて届いておりま

す要望書については、写しをお手元に配付して

おりますので、御一読いただければと思いま

す。 

 今回、当委員会に付託となっておりますの

は、継続審査の請願１件です。 

 それでは、令和２年請願第１号・国の責任で

小・中学校の全学年に少人数学級の実施を求め

る意見書の提出方についてを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりです。 

 本請願について、質疑、御意見等ございませ

んでしょうか。 

○委員（古嶋津義君） さきの議会では、継続

審議と、審査ということで、なっておりました

が、その後、２月２日、政府において、小学校

の学級編制標準の現行４０人、１年生は現在３

５人でありますが、これから３５人への引下げ

を盛り込んだ、義務標準法の改正案を閣議決定

をされております。このことによりまして、こ

れから教室の整備や教職員の配置を計画的に行

い、２０２１年度から５年間をかけて移行する

経過措置規定が附則で定められているところで

あります。つまり、段階的に２０２５年までに

は、小学校６年生まで３５人学級ができるとい

うことであります。 

 また、熊本県におきましても、中学校１年生

を対象に、３５人学級を導入をするということ

になっております。きめ細やかな指導ができる

ように、県の教育委員会としても、３５人学級

の導入を図るということであります。 

 よって、本、請願だったかな、請願の含意は

４０人学級の解消だろうというふうに私は受け

止めておりますので、このように政府の決定が

なされておりますことから、もう審議未了でい

いのではないかというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 今審議未了という意

見ございましたが、ほかに意見等ございません

でしょうか。 

○委員（亀田英雄君） 含意は、少人数学級の

実施を求めるということなんですが、それを求

めてここへ出されたということで、採択という

ことでしたほうがいいんじゃないかなと、出さ

れた人の意を酌めばですね、というふうに思い

ます。 

 以上です。 
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○委員長（西濵和博君） ほかに御意見等ござ

いませんでしょうか。 

○委員（百田 隆君） ３５人学級ば、閣議決

定したったいな。もうしとっとじゃろ。 

○委員長（西濵和博君） はい。 

○委員（百田 隆君） そしたら、しとっとな

らもう認めてもよかっちゃなかね。国が閣議決

定しとっとに何で地方が反対ちゅうことが。俺

はそうや思うな。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見。 

○委員（村上光則君） 私も、今、古嶋議員が

言われてましたように、３５人が閣議で承認さ

れたけんですね、それで採択してよかと思いま

す。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 一旦小会いたしま

す。 

（午後４時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５９分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 ただいま審議未了を求める意見と、採決を求

める意見がありましたので、まず、審議未了に

ついてお諮りいたします。 

 採決は、挙手により行いますが、挙手しない

者は反対とみなします。 

 それでは、本請願について、閉会中継続審査

の申し出をしないこと、並びに結論を得るに至

らなかったこと、すなわち審議未了とするに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

（委員古嶋津義君「審議未了になっとっと」と

呼ぶ）（委員百田隆君「あって国がもう認めと

るとだけん」と呼ぶ）（委員古嶋津義君「そっ

だいけん審議未了たい」と呼ぶ）（委員亀田英

雄君「順次いきましょう」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） ちょっと今、取り違

えがあっていけませんので、もう一度しっか

り。（委員亀田英雄君「採択て、どやんすっと

ですか」と呼ぶ）審議未了を求める御意見と採

決を求める意見がありましたので、まず審議未

了についてお諮りいたします。採決は挙手によ

り行いますので、挙手しないものは反対とみな

します。 

 本請願については、閉会中継続審査の申し出

をしないこと、並びに結論を得るに至らなかっ

たこと、すなわち審議未了とするに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（西濵和博君） 挙手多数と認め、本

案は審議未了とすることに決しました。 

 それでは、以上で、付託されました案件の審

査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（西濵和博君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上の２件です。 

 当委員会の所管事務調査について、何かござ

いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、
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以上で所管事務調査２件についての調査を終了

します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き、閉

会中の継続調査の申し出を行いたいと思います

が、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって文教福祉委員会を散会いたしま

す。 

（午後５時０２分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和３年３月１１日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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